
日
本
大
学
体
育
会
体
聡
釧
部
誌

■

ヘノ

圭
圃
必
第
一
一
号



桜

¥

樹

学
園
生
活
と
部
生
活
と
の
創
造
を
願
っ
て
、
前
体
操
部

部
長
秋
葉
安
太
郎
先
生
が
名
付
け
ら
れ
、
さ
ら
に
自
ら

題
字
を
お
書
き
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

中
心
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
忘
れ
ず
、
豊
か
な

と
の
こ
と
ば
の
意
味
は
、
部
員
諸
君
が
常
に
学
生
の

『

『



I

撰
樹 区、

（
お
お
じ
ゆ
）日

本
大
学
体
育
会
体
操
部

一

才

ME計

え

号
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怪
我
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ

海
外
一
一
ユ
ー
ス
：

苦
あ
れ
ば
楽
あ
り

運
動
傷
害
の
い
ろ
い
ろ

海
外
だ
よ
り

動
物
園
へ
行
っ
て
見
て
ご
ら
ん

中
庭
の
花
の
美
《
し
い
時
…
：
…
：

奮
起
せ
よ
日
大

き
も
の
と
き
も
ち

国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
鵜
え
て

正
月
雑
感

人
を
得
た
体
操
部

桜
樹
才

ト
ラ
ン
ポ
リ
ソ
の
独
り
ご
と

ど
ん
ぐ
り
の
コ
ー
チ

抱
負
：
：
…
…
…
…
…

春
よ
来
い

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

号
に
寄
す
目

綱翰

次

中
島
元

小
松
武
雄

小
栗
郁
郎

真
島
孝
礼

秋
葉
安
太
郎
：
？
；
…
：
：
：

平
野
平
三
：
…
：
；
：

門
脇
春
男
…
…
：
…
…
…

遠
藤
幸
雄
…
…
：
…
…
…

門
脇
和
子
；
：
：
：
；
…

早
田
卓
次
…
：
：
：
…
…
…
：

渋
谷
多
喜
…
：
：
；
…
…
…

磯
部
忠
通
；
…
…
；
…
…

ソ
連
〃
海
外
ス
ポ
ー
ツ
・
〃
誌
よ
り

山
中
勝
男
：
…
…
…
：
：
…

志
賀
正
昌
：
：
：
：
：
：
：
：

ロ
ベ
ー
ル
。
。
〈
リ
ア
ン
テ
：
：
；

fR1m職
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『
Ｐ
Ｂ
ザ

今
年
の
反
省
：
。
…
…
：
…
…
：
：
：
：
…
：
…
…
…
…
…
：

掌
の
》
手
柄
“
…
：
一
．
扉
：
…
…
：
：
：
…
：
：
…
・
…
・
…
：
：

‐
０
，
Ｄ
・
罰
則
。
《

一
一
一
一
但
極
語
学
響
専
一
攻
涜
：
…
：
…
…
…
：
…
：
…
：
：
：
：
：
…
…

あ
為
呼
小
搭
な
後
悔
…
：
：
：
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
：
：

。
。
’
一
・
Ｆ
。
ｆ
■
Ｐ

ふ
ゃ
婆
夏
休
み
の
こ
と
が
：
…
…
…
…
…
：
：
…
：
…
…
…
：
…
…

試
品
合
前
”
一
週
間
の
．
練
習
法
一
考
察
…
…
…
…
…
：

銅
ひ
ざ
く
鐘
」
・
・
に
つ
い
て
：
．
：
…
…
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…

部
恥
生
韮
・
活
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
：
…
…
。
：
：
：
…

練
》
習
日
記
：
…
…
：
：
…
…
…
：
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…

近
況
．
報
告
…
…
：
…
…
…
：
…
…
：
：
…
…
…
…
：
…
…
：
：
…
：
…
…
：

変
な
．
眠
り
錨
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
：
…
…
…
…
…
…
：
：
：
：

大
学
生
活
率
二
ヶ
月
…
…
…
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
：

合
宿
に
参
加
し
て
…
…
：
…
…
…
：
…
：
…
…
…
…
…
…
：
…
：

あ
る
日
の
日
記
か
ら
…
…
：
…
：
：
…
…
・
…
…
…
：
。
…
…
…
…
・
…
：

怪
我
、
ケ
ガ
、
：
け
が
…
…
：
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…

④
ロ
。
上
凸
も
”
０
二
・

卓
●
一

大
学
体
操
へ
の
ス
タ
ー
ト
…
…
：
：
…
…
：
…
…
：
：
…
…

③
、
誠
寺
■
Ｆ

雪
と
鉄
棒
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
：
…

卒
論
テ
ー
マ
：
…
…
…
：
ミ
：
…
…
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
言
…
：
：

編
集
後
記

昭
和
三
十
八
年
度
成
績

お
耳
拝
借
・
…
…
揮
鵬
：
…
…
…
鴇
…
…
…
…
：

●
酎
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』
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：
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：
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…
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■
画
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■
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④
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■
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■
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一
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今
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由
■
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寺
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。
■
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●
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巳
●
②
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甲
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・
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…
：

，
妙
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．
…
…
…
：
…
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：
：
…
：
…
…
：
海
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子
‐
…
…
…
：
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…
…
…
…
…
…
：
…
…
…

…
：
…
…
…
…
…
…
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：
：
：
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船
木
政
明
…
：
…
…
…
…
量
…
：
…
…
…
…
…
…
…

：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
．
宮
崎
節
子
：
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…

：
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
：
．
：
川
口
亨
：
。
：
…
：
…
：
…
：
：
…
…
：
…
…
…
；

…
：
…
…
…
…
：
…
…
…
：
…
…
：
…
小
柴
守
夫
：
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

：
：
…
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：
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…
…
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岩
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を
張
り
幾
輪
か
の
花
も
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
こ
と
に
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。

私
は
か
ね
が
ね
、
体
操
部
ば
か
り
で
な
く
、
新
設
し
た
体
育
学
科
の
術
科
面
に
対
す
る
施
設
の
不
備

ロ

を
心
苦
し
く
思
っ
て
い
た
が
、
よ
う
や
く
そ
の
時
期
が
来
て
、
今
工
事
中
の
第
一
一
体
育
館
の
実
現
を
見

遠
藤
幸
雄
君
は
既
に
世
界
一
流
の
大
選
手
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
っ
Ｎ
い
て
、
早
田
卓
次
助
手
、
渋
谷

多
喜
助
手
の
両
君
も
、
幾
た
び
か
海
外
諸
国
の
大
会
に
出
場
し
て
入
賞
し
、
国
際
的
選
手
と
し
て
そ
の

講
師
、
遠
藤
幸
雄
、
門
脇
和
子
両
助
手
を
は
じ
め
、
先
輩
や
部
員
諸
君
が
精
進
を
重
ね
、
体
操
部
発
展

の
た
め
に

得
な
い
。

地
歩
を
固
め
つ
＆
あ
り
、
更
に
在
学
生
の
中
か
ら
佐
藤
優
子
さ
ん
、
下
手
真
美
子
さ
ん
の

ン
ビ
ッ
ク
候
補
選
手
或
い
は
強
化
選
手
に
選
ば
れ
た
が
、
こ
の
日
を
夢
み
て
体
操
部
を
創
立
し
た
私
に

と
っ
て
は
言
い
知
れ
な
い
喜
び
で
あ
り
”
快
哉
を
叫
び
た
い
気
持
で
あ
る
贈
」
共
に
、
監
督
の
門
脇
春
男

昨
年
機
関
誌
「
桜
樹
」
が
本
学
体
操
部
に
植
え
つ
け
ら
れ
た
が
、
立
派
に
根
づ
き
、
既
に
新
し
い
枝

致
団
結
努
力
し
た
た
め
の
成
果
で
あ
る
こ
と
に
思
い
到
る
時
、
深
い
感
謝
の
気
持
を
禁
じ

桜
樹
第
綱､

号

に
寄
す

前
体
操
部
部
長

蝿

秋

葉
安
太
郎人

が
オ
映

－－1－－



。
◆

、
一
も
増
す
よ
う
一
》
、
よ
・
●
り
一

な
り
、
不
十
分
な
が
ら
、
研
究
室
、
実
験
室
、
そ
の
他
脱
衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
；
な
ど
の
附
属
施
設
も
で

き
る
の
で
、
従
米
よ
り
は
相
当
教
育
や
研
修
の
能
率
を
あ
げ
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

来
年
度
も
体
操
部
を
目
ざ
し
て
体
育
学
科
に
入
っ
て
来
る
新
入
生
か
沢
山
奉
る
と
思
う
が
、
そ
れ
ま

で
に
は
新
体
育
館
も
完
成
す
る
筈
で
あ
り
、
外
国
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
も
来
て
練
習
す
る
ご
と
に
息
た

る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
今
か
ら
体
操
部
の
体
制
を
整
え
る
と
共
に
、
清
新
の
空
気
・
フ
ァ
イ
ト
の
育
成
、

技
術
の
練
磨
向
上
に
一
段
と
努
力
せ
ら
れ
、
桜
樹
の
幹
が
太
く
高
く
》
延
び
ま
す
ま
す
枝
も
張
り
花
の
数

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
れ
が
竣
工
す
れ
ば
《
屋
内
の
術
科
は
殆
ん
ど
間
に
合
う
よ
う
に

層
の
精
進
と
団
結
と
を
望
ん
で
巳
ま
な
い
。

岬

1，勺

ｌ
昭
和
三
八
・

(wmw、

●

○
稿11
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創
設
し
、
常
に
世
界
的
選
手
を
育
成
し
よ
う
と
い
う
夢
を
捨
て
な
か
っ
た
。
私
は
そ
の
熱
意
に
動
か
さ

葉
先
生
で
あ
る
・
先
生
は
大
学
本
部
の
常
務
理
事
、
文
理
学
部
長
と
激
職
に
あ
り
な
が
ら
も
体
操
部
を
恥

昭
和
七
年
）
か
ら
の
体
操
愛
好
者
で
、
今
日
ま
で
体
操
競
技
に
深
い
関
心
を
持
ち
続
け
て
こ
ら
れ
た
秋

Ｇ

に
交
渉
し
て
彼
を
迎
え
る
こ
、
と
、
と
、
●
し
た
。
と
こ
ろ
が
彼
が
慶
応
大
学
に
入
学
す
る
と
、
と
に
な
っ
て
、

ｑ
◆

手
権
者
を
出
し
、
“
発
展
の

れ
て
優
秀
な
指
導
者
を
探
し
：
歩
い
た

と
が
鹸
大
の
原
因
で
あ
る
と
思
う
。

む
と
と
は
と
う
て
い
で
、
き
な
い
。

丁
度
小
野
選
手
が
卒
業
の
年
で
あ
っ
た
の
で
、
教
育
大
学
に
行
き
、
当
時
の
体
育
学
部
長
本
間
先
生

ま
づ
創
設
者
が
、
す
で
に
大
正
の
初
期
（
日
本
の
体
操
競
技
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
初
参
加
し
た
の
が

わ
が
体
操
都
が
創
設
以
来
短
日
月
で
、
全
国
大
学
の
ビ
ッ
グ
ス
リ

い
か
に
組
織
が
よ
く
、
立
派
な
部
則
を
つ
く
っ
て
も
、
人
を
得
な
け
れ
ば
、
そ
の
部
の
発
展
を
の
ぞ

j人

を
得
た
体
操
部

蝿

路
を
進
ん
で
い
る
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
そ
の

人
で
あ
る
。

体
操
部
部
長

蝿

に
は
い
り
、
男
女
共
に
学
生
選

平
野
平

つ
に
人
を
得
た
とと

一3－



げ

学
生
達
手
諸
君
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
時
に
秋
葉
部
長
に
辞
め
ら
れ
た
こ
と
は
体
操
部
に
と
っ
て

早
田

体
操
競
技
を
世
界
一
に
ひ
き
あ
げ
る
原
動
力
と
な
っ
た
近
藤
氏
で
あ
る
。
よ
し
そ
れ
な
ら
理
工
学
部
出

身
で
教
養
は
あ
り
、
学
生
時
代
体
操
部
主
将
を
勤
め
て
統
卒
力
あ
り
、
技
術
も
優
秀
で
監
督
と
し
て
殿

に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
遠
藤
幸
雄
氏
の

も
有
能
な
人
争
迂
と
推
薦
し
て
く
れ
た
の
が

ん
と
ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
優
勝
メ
ン
バ

用
具
を
完
備
し
た
の
で
体
操
部
の
基
盤
は
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

の
名
選
手
を
育
て
て
い
る
。
名
．

ス
ポ
４
シ
に
対
す
る
熱
意
の
問
題
で
あ
る
。

不 の
話
は
ま
と
ま
ら
を
か
つ
た
。

続
い
て
．

こ
こ
に
お
い
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
に
お
け
る
遠
藤
氏
の
優
勝
、
早
田
、
渋
谷
両
氏
の
入
賞
、

と
の
郡
長
、
こ
の
監
督
の
背
後
に
文
理
学
部
事
務
局
長
原
田
先
生
の
全
面
的
な
協
力
が
あ
り
、
施
設

そ
こ
蚕
こ
の
話
を
日
本
体
操
協
会
の
近
藤
天
氏
の
と
こ
ろ
に
持
ち
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
流
石
は
日
本
の

と
の
時
私
の
頭
に
浮
ん
だ
の
が
、
水
泳
部
の
村
上
許
督
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
葉
室
主
将
時
代
の
マ

６

ジ
ャ
ー
で
あ
り
、
競
泳
に
お
け
る
記
録
を
残
し
て
は
い
な
い
が
、
古
橋
、
橋
爪
、
古
川
、
福
島
等

渋
谷
の
両
氏
が
加
わ
り
、
い
よ
い
よ
体
操
部
の
指
導
陣
容
は
充
実
し
た
わ
け
で
あ
る
。

チ
と
し
て
、
メ
ル
ボ
ル
ン
・
ロ

「

チ
必
ず
し
も
名
選
手
で
あ
っ
た
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
要
は
そ
の

人
を
迎
え
、
更
に
今
年
か
ら
前
年
度
の
学
生
選
手
権
者
で
あ
る

現
監
督
の
門
脇
春
男
氏
で
あ
る
。

の

人
で
あ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ
ル
候
補

マ
の
両
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
し
た
曾
我
部
和
子
ざ

Fョ

－4－



十

大
き
な
痛
手
で
あ
る
。
し
か
し
秋
葉
部
長
の
体
操
部
を
愛
し
、
体
操
部
の
発
展
を
の
ぞ
む
気
持
に
変
り

は
な
い
。
た
だ
体
育
会
の
副
会
長
と
し
て

生
陸
上
競
技
の
選
手
権
大
・
会
出
場
以
来
、
そ
の
優
勝
を
夢
み
て

に
．
〈
ト
ン
を
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
・
私
は
体
操
競
技
の
経
験
は
た
い
が
、
昭
和

う
や
く
そ
の
夢
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
経
験
を
体
操
部
に
生
か
し
、
初
代
部
長
秋
葉
先
生

の
夢
を
実
現
す
べ
く
努
力
を
続
け
、
人
を
得
た
体
操
部
の
一
員
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
た
い
と
念
じ

し
、
体
操
都
は
益
々
発
展
す
る
も
の
と
信
じ
、
部
員
諸
君
の

て
い
る
。

監
督
、

．

チ
を
中
心
に
部
員
諸
君
が

興恥

一〔芦

致
協
力
し
、
研
究
努
力
を
続
け
れ
ば
必
ず
こ
の
夢
は
実
現

の
運
動
部
全
体
を
指
導
す
る
立
場
上
や
む
を
得
ず
私

層
の
精
進
を
希
望
す
る
。

十
数
年
間
微
力
を
つ
く
し
、
今
年
ょ

へ

昭
和

年
の
艶

八

■

回
日
本
学

●

五



近
頃
年
の
暮
れ
に
な
る
と
な
ん
と
な
く
た
の
し
く
た
っ

て
く
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
部
誌
「
桜
樹
」
が
新
し
く
号
を

重
ね
る
と
い
う
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。

現
在
の
体
操
ゞ
部
の
活
動
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
一
つ
の

《
ｒ
Ｌ

ｌ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

正
月
雑
感監

督
門
脇
春
男

や
っ
て
き
た

手
が
か
り
と
し
て
、
ま
た
そ
れ
を
先
輩
や
後
輩
、
現
役
、

さ
ら
に
は
明
春
進
学
す
る
で
あ
ろ
う
新
人
、
そ
し
て
父
兄

に
。
さ
ら
に
は
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
諸
先
生
に

あ
り
の
誉
ま
の
部
生
活
を
お
知
ら
せ
で
き
る
と
の
雑
誌
が
、

部
長
先
生
を
は
じ
め
部
員
の
御
協
力
で
完
成
さ
れ
つ
つ
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
。

さ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
こ
と
ば
に
引
張
り
廻
さ

れ
な
が
ら
暮
れ
た
一
九
六
三
年
で
あ
っ
た
が
↑
い
ろ
い
ろ

と
想
い
出
の
多
い
年
だ
っ
た
。

久
し
振
り
で
く
つ
ろ
い
だ
正
月
を
、
四
国
は
高
松
の
女

房
の
実
家
で
す
ご
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
頭
の
体
操
と

い
う
意
味
を
か
ね
て
「
桜
樹
」
の
原
稿
を
書
く
。

新
し
い
年
を
迎
え
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ド
が
益
々
た

か
童
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
い
よ
い
よ
迫
り
き
た
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
、
第
十
八
・
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
東
京
で
開
催

さ
れ
る
そ
の
意
義
左
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。

い
ろ
い
ろ
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
毛
つ
ぎ
の

四
点
に
し
ぼ
っ
た
・

一
、
平
和
の
裡
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
・

一
、
東
京
で
開
催
す
る
。

《
ｋ

≠〆〆
一一F一宇〆
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、、

」
《

体
操
競
技
は
、
立
派
な
成
績
が
期
待
で
き
る
・

運
動
競
技
施
設
と
公
共
施
設
と
が
こ
れ
を
機
会
に

よ
く
た
っ
た
。

《

て
脳
裏
に
は
っ
き
り
と
印
さ
れ
て
い
る
・

最
近
に
あ
っ
て
は
、
「
世
紀
の
祭
典
」
は
別
の
意
味
で

感
激
し
た
ｃ
丁
度
ロ
ー
マ
大
会
の
終
っ
た
次
の
年
の
六
月

二
十
三
日
、
新
装
な
っ
た
上
野
の
東
京
文
化
会
館
で
一
般

封
切
に
先
だ
っ
て
皇
太
子
御
夫
妻
御
来
席
の
も
と
に
観
る

機
会
に
恵
ま
れ
た
。

永
遠
の
都
ロ
ー
マ
で
の
第
十
七
回
大
会
は
、
歴
史
的
な

背
景
を
生
か
し
、
世
界
の
若
人
の
躍
動
す
る
筋
肉
を
余
す

こ
と
な
く
カ
ラ
Ｉ
写
真
で
と
り
ま
く
っ
た
迫
力
の
も
り
上

っ
た
作
品
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
郊
外
の
大
競
技
場
を
埋
め

つ
く
し
た
十
万
に
お
よ
ぶ
大
観
衆
、
大
日
章
旗
を
か
か
げ

て
歩
む
旗
手
の
小
野
一
喬
選
手
↓
白
地
に
赤
の
縁
ど
り
し
た

日
本
選
手
剛
の
ブ
レ
ザ
ー
コ
ー
ト
・
さ
ら
に
は
遺
跡
カ
ラ

カ
ラ
浴
場
を
利
用
し
た
体
操
競
技
場
で
の
日
本
選
手
の
勇

姿
。
…
…

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
で
き
て
か
ら
七
十
年
。

と
の
間
に
あ
っ
て
第
十
二
回
大
会
は
東
京
に
決
定
し
て
お

っ
た
が
、
あ
の
忌
ま
わ
し
い
第
二
次
大
戦
の
口
火
と
な
っ

た
支
那
事
変
が
は
じ
ぎ
り
電
と
う
と
う
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

開
催
不
能
と
ま
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
な
ど
を
思
い
起
す
に

「
ノ
ー
〃

私
が
童
だ
子
供
、
頃
、
第
十
一
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

の
映
画
「
民
族
の
祭
」
「
美
の
祭
典
」
を
観
た
が
。
こ
の

時
は
、
子
供
心
に
も
、
、
早
く
走
っ
た
り
、
高
く
跳
ん
だ
り

す
る
の
を
み
て
、
左
に
か
興
奮
す
る
の
を
お
ぼ
え
た
・

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
オ
リ
ン
ピ
ア
の
遺
跡
で
、
凹
面
鏡
を

利
用
し
て
灯
し
た
矩
火
（
ト
ー
チ
）
は
、
ギ
リ
シ
ャ
乙
女

の
手
か
ら
半
裸
の
た
く
ま
し
い
若
い
男
性
走
者
に
手
渡
さ

れ
、
野
を
越
え
、
山
を
越
え
、
谷
を
渡
り
、
川
を
渡
り
一

路
ベ
ル
リ
ン
の
会
場
へ
運
ば
れ
た
・

三
段
眺
で
十
六
米
の
世
界
新
記
録
を
出
し
た
田
島
直
人

氏
、
水
し
ぶ
き
上
げ
力
泳
し
た
葉
室
諺
遊
佐
氏
率
等
の
真
黒

な
童
顔
。
さ
ら
に
は
、
女
子
二
○
○
米
平
泳
の
前
畑
秀
子

さ
ん
（
現
姓
兵
頭
）
の
劇
的
左
場
面
、
す
っ
か
り
興
奮
し

た
名
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
故
和
田
氏
の
「
前
畑
ガ
ン
バ
レ
、

前
畑
ガ
ン
バ
レ
」
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
…
…

以
来
二
十
八
年
経
た
今
日
で
も
私
の
験
に
、
耳
に
そ
し



で
も
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
・
今
迄
よ
り
も
っ
と

難
か
し
い
技
を
要
求
し
て
い
る
と
の
ル
ー
ル
の
も
と
で
試

合
を
す
る
こ
と
は
、
日
本
選
手
は
、
い
ろ
い
ろ
と
外
国
の

選
手
の
ま
ね
の
で
き
た
い
独
創
的
な
技
を
沢
山
も
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
し
て
大
変
有
利
で
あ
る
。
ロ
ー
》
マ
大
会
歪
プ

ラ
ハ
ー
で
の
世
界
選
手
権
大
会
に
引
続
い
て
三
度
目
の
世

界
制
覇
を
左
し
遂
げ
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
心
勿
論
そ
の

た
め
に
は
選
手
、
役
員
の
努
力
な
く
し
て
は
で
き
な
い
こ

と
だ
。
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
か
ら
も
こ
の
優
勝
に
貢
献
す
る

メ
ン
バ
ー
が
左
ん
人
か
は
出
場
す
る
だ
ろ
う
が
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
桧
舞
台
で
堂
々
と
活
躍
す
る
こ
と
を
想
像
す
る

だ
け
で
も
た
の
し
い
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
係
の
施
設
も
都
市
計
画
の
一
環
事
業

と
し
て
急
ピ
ッ
チ
で
完
成
し
つ
＆
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
公

共
施
設
は
立
派
に
し
て
後
世
に
残
す
こ
と
は
意
義
の
あ
る

こ
と
だ
ろ
う
。

美
し
い
国
土
、
親
切
で
礼
義
正
し
い
日
本
人
。
明
る
い

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ド
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の

み
を
ぎ
る
と
の
秋
を
思
う
と
心
は
ず
む
も
の
が
あ
る
・

部
誌
創
刊
号
で
識
葉
前
部
長
が
の
べ
ら
れ
て
い
た
。

8

第
十
二
回
大
会
を
果
せ
な
か
っ
た
東
京
に
壷
再
び
そ
の
機

会
を
与
え
て
く
れ
た
世
界
の
信
頼
に
と
た
え
ん
が
た
め
に

も
立
派
に
成
功
さ
せ
、
世
界
の
人
々
の
期
待
に
応
え
た
い

も
の
で
あ
る
・

五
輪
の
旗
は
世
界
の
五
つ
の
大
陸
を
象
徴
す
る
と
か
、

ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
、
北
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で

は
す
で
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
お
る
が
》
ア

ジ
ア
で
は
溌
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
あ
る
。
ア
ジ
ア

〆

で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
日
本
で
闘
催
さ
れ
る
こ
と
は

意
義
の
あ
る
こ
と
だ
。

プ
ラ
ン
デ
ー
ジ
エ
Ｏ
Ｏ
会
長
が
年
頭
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

「
日
本
の
国
民
は
知
性
と
実
行
力
と
に
富
み
、
勤
勉
で
あ

る
。
ア
ジ
ア
で
は
じ
め
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
も
、
日
本
の
国
力
の
回
復
の
一
つ
の
す
ば

ら
し
い
現
わ
れ
と
い
え
る
」
・
と
日
本
で
開
催
さ
れ
る
意

義
・
を
の
べ
て
い
た
。

つ
ぎ
に
私
達
の
も
っ
と
も
身
近
か
左
体
操
競
技
は
、
第

十
八
回
大
会
二
十
種
目
中
で
は
最
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

種
目
で
あ
る
。
過
日
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
初
め
て
採

用
さ
れ
た
新
ル
ー
ル
を
、
こ
ん
ど
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

・
《
種
。
。



倒
さ

「
来
る
べ
き
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
場
に
、
へ
ん
ぼ
ん
と
ひ

る
が
え
る
日
章
旗
、
そ
し
て
そ
の
も
と
に
立
つ
わ
が
部
員

の
勇
姿
、
こ
れ
が
私
の
画
い
て
い
る
未
来
像
で
あ
る
。
し

か
も
、
こ
の
未
米
像
へ
の
曙
光
は
既
に
見
え
そ
め
て
い
る
。

…
・
・
．
」
そ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
も
う
間
近
に
や
っ
て
き

註
戸
弟
十
一
回
大
会
は
一
九
三
六
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
開

催
・
第
十
七
回
大
会
は
一
九
六
○
年
に
ロ
ー
マ
で
開
催
・

第
七
回
大
会
は
一
九
二
○
年
に
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
で

：
Ｊ
開
催
・

一
八
九
四
年
六
月
一
一
十
三
日
に
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
創
立
、
こ
の
日
を
記
念
し
て
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
デ
ー
と
主
ん
で
い
る
。

矩
火
（
ト
ー
チ
）
は
、
一
九
三
六
年
ベ
ル
リ
ン
大

東
京
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
去
る
十
月
十
一
日
新
装
な

っ
た
国
立
競
技
場
で
七
万
の
大
観
衆
を
ま
え
に
小
野
選
手

の
力
強
い
宣
誓
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
今
大
会
の
参
加

選
手
は
国
内
選
手
と
国
外
選
手
と
か
あ
り
、
特
に
ソ
連
は

ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
権
者
シ
ャ
ハ
リ
ン
を
筆
頭

に
、
過
去
数
回
に
わ
た
り
勝
負
を
ま
じ
え
た
強
者
ば
か
り

で
あ
る
。
ま
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
ツ
エ
ラ
ー
ル
選
手
に

し
て
も
、
今
年
の
欧
州
選
手
権
者
で
あ
り
油
断
の
許
せ
な

い
選
手
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
自
由
問
題
は
過
去
の
試
合
を

通
じ
て
大
体
の
予
想
は
立
て
ら
れ
た
が
念
規
定
問
題
に
つ

国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
終
え
て

蝿
“
ご

会
か
ら
使
用
さ
れ
る
・

五
輪
旗
は
、
一
九
二
○
年
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
幕
大
会
か

ら
使
用
さ
れ
る
。

男
子
コ
ー
チ
遠
藤
幸
雄

9

た
の
だ
。
ｉ

と
の
主
う
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
新
し
い
年
を
迎
え
た
。

生
涯
お
そ
ら
く
再
び
開
催
す
る
こ
と
の
な
い
と
の
東
京
大

会
を
な
ん
と
し
て
も
成
功
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

三
九
・
一
・
四
記



練
習
不
足
か
ら
く
る
後
半
の
ス
タ
ミ
ナ
に
欠
点
が
あ
っ
た

よ
う
に
思
う
。
簡
単
な
バ
ラ
ン
ス
に
し
て
も
決
し
て
粗
末

に
し
て
は
い
け
な
い
・
徒
手
運
動
に
は
姿
勢
保
持
ま
で
味

の
あ
る
一
連
の
動
き
が
必
要
で
あ
り
雲
自
分
の
気
持
を
演

技
を
通
し
て
相
手
に
理
解
さ
せ
る
ま
で
練
習
を
．
重
斗
ね
《
な
け

↑
・
へ
．
一
心
．
く

れ
ば
い
け
な
い
。

自
由
問
題
に
関
し
て
は
ソ
連
選
手
も
ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
以
来
日
本
的
な
一
安
素
を
と
り
入
れ
、
高
度
な
転
回
連

動
内
容
も
な
か
な
か
豊
富
で
、
着
々
そ
の
進
歩
を
み
せ
て

い
る
。
彼
等
が
こ
ま
か
い
決
め
と
味
と
を
修
得
し
た
と
き
、

わ
れ
わ
れ
は
泣
き
べ
そ
を
か
く
と
と
の
な
い
よ
う
彼
等
に

な
い
も
の
を
求
め
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
一
、
鞍
馬
鞍
馬
に
つ
い
て
は
ど
う
も
日
本
選
手
は
外
人

に
弱
い
。
そ
し
て
劣
等
感
さ
え
も
っ
て
い
る
。
シ
エ
ラ
ｉ

ル
選
手
の
そ
れ
を
見
る
と
い
よ
い
よ
で
あ
る
ｐ
彼
の
規
定

問
題
の
さ
ば
き
、
と
く
に
終
末
動
作
は
こ
れ
か
ら
の
練
習

に
大
変
結
構
な
も
の
で
あ
っ
た
。
個
人
綜
合
の
タ
イ
ト
ル

ロ
■
》
令
Ｂ
砥
も
。
・
一
’
ロ
ー
ａ
ｃ
ｑ
ゲ
ユ
、
『
一
一

を
目
指
す
日
本
選
手
詮
は
》
《
今
後
そ
の
差
を
極
め
て
僅
な
も

の
に
す
る
た
め
に
は
相
当
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

ｌ
わ
た
く
し
は
幸
い
に
も
決
勝
に
残
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

岬
？
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《
お
国●

い
て
は
ス
。
ハ
ル
タ
キ
ア
ー
ド
の
フ
イ
ル
ム
も
な
く
、
蚕
っ

た
く
未
知
数
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
勝
負
は
と
の
新
し

い
規
定
問
題
を
ど
の
程
度
自
分
の
も
の
に
し
て
い
る
か
と

い
う
こ
と
と
、
新
し
い
採
点
方
法
を
ど
の
程
度
理
解
し
て

い
る
か
に
あ
っ
た
。

十
月
八
日
ソ
連
選
手
等
と
共
に
練
習
す
る
機
を
え
た
。

久
し
ぶ
り
に
み
る
彼
一
等
の
技
、
新
し
い
規
定
問
題
の
さ
ば

き
．
．
…
．
わ
た
く
し
は
心
臓
の
高
鳴
り
を
禁
じ
え
な
か
づ

た
。
恐
ら
く
彼
等
に
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
左

い
・
以
上
の
よ
う
に
互
い
に
さ
ぐ
り
を
入
れ
て
の
合
同
練
習

で
あ
っ
た
が
、
規
定
問
題
に
つ
い
て
は
鞍
馬
以
外
驚
く
こ

と
は
な
か
っ
た
。
十
月
一
二
日
い
よ
い
よ
試
合
が
開
始
さ

れ
，
一
六
日
の
決
勝
ま
で
息
も
つ
ま
る
激
戦
が
展
開
さ
れ

た
。
次
に
そ
の
苦
し
か
っ
た
五
日
間
を
ふ
り
か
え
り
、
わ

た
く
し
か
感
じ
た
ま
蚕
を
徒
手
か
ら
順
を
迫
っ
て
記
し
た

い
と
思
う
。

宗
徒
手
種
目
別
の
決
勝
に
残
っ
た
選
手
が
み
な
日
本

選
手
で
あ
っ
た
こ
と
は
日
本
側
の
圧
勝
と
も
い
え
る
。
し

か
し
規
定
問
趨
に
つ
い
て
は
相
当
あ
ら
け
ず
り
で
あ
り
ｍ

ｊ
砂



蝿

“

自
由
問
題
で
は
ス
。
ハ
ル
タ
キ
ア
ー
ド
で
九
、
九
五
を
出
し

た
と
い
う
ソ
連
の
レ
オ
チ
エ
フ
選
手
に
注
目
し
た
。
彼
は

調
子
を
出
し
き
れ
ず
に
終
っ
た
。
九
、
九
五
の
演
技
を
是
非

再
現
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
は
わ
た
し
く
一
人
だ
け
だ

っ
た
ろ
う
か
。

わ
た
く
し
は
昨
年
の
世
界
選
手
権
と
何
等
変
化
の
表
い
、

そ
れ
以
下
の
技
で
自
由
問
題
を
終
え
た
。
種
目
別
競
技
で

は
一
発
勝
負
の
ダ
ブ
ル
宙
返
り
を
試
み
、
そ
れ
が
成
功
し

て
救
わ
れ
た
感
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
吊
環
に
関
し
て
危

険
な
橋
を
渡
っ
た
幸
運
の
メ
ダ
ル
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
州四
跳
馬
す
ば
ら
し
い
跳
躍
は
前
半
、
後
半
と
も
に
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
い
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
今
回
の
規

定
問
題
で
は
後
半
に
重
点
を
お
き
前
半
の
印
象
を
な
く
し

て
い
る
。
勿
論
こ
れ
に
つ
い
て
は
直
ち
に
反
省
さ
せ
ら
れ

た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
わ
た
く
し
が
一
位
に

な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
理
由
は
ど
こ
に
あ
っ
た
ろ
う
。

決
勝
の
伸
身
跳
に
い
た
っ
て
は
お
粗
末
の
一
語
に
つ
き
る
。

こ
れ
は
練
習
怠
慢
に
あ
る
わ
け
で
時
間
が
な
か
っ
た
と
い

う
理
由
づ
け
は
で
き
な
い
。

11

、

運
悪
な
く
ツ
エ
ラ
ー
ル
の
あ
と
の
試
技
順
で
み
じ
め
な
思

い
を
し
た
。

し
か
し
そ
れ
も
途
中
で
あ
き
ら
め
の
気
持
に
変
わ
り
、

か
え
っ
て
思
い
切
り
で
き
た
よ
う
に
も
思
う
。
結
果
は
終

末
動
作
の
な
い
演
技
に
終
る
。
平
常
の
練
習
で
相
当
の
負

荷
を
か
け
て
鍛
え
な
い
と
試
合
時
の
思
い
も
よ
ら
ぬ
体
力

の
消
耗
に
打
ち
勝
て
な
い
こ
と
を
再
確
認
し
た
種
目
で
あ

っ
た
。日
本
選
手
の
旋
回
に
は
悪
い
意
味
で
の
個
性
が
あ
り
す

ぎ
る
よ
う
に
思
う
。
わ
た
く
し
は
鞍
馬
を
握
っ
て
以
来
苦

し
み
、
い
ま
と
な
っ
て
修
正
に
必
死
に
な
っ
て
い
る
状
態

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
鞍
馬
に
つ
い
て
初
歩
か
ら
の
練
習

方
法
を
も
つ
と
研
・
究
し
統
一
し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

一
一
一
、
吊
輪
規
定
問
題
は
案
外
や
さ
し
い
種
目
構
成
だ
け

に
、
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
気
持
か
ら
一
つ
一
つ
を
粗
末

に
し
た
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
と
く
に
日
本
選
手
に
は
倒
立

の
決
め
が
あ
ま
く
、
全
体
の
印
象
と
し
て
落
着
き
の
な
い

も
の
に
な
っ
て
い
る
●
揺
れ
や
す
い
二
つ
の
吊
環
で
の
演

技
だ
け
に
も
っ
と
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。



対
称
的
な
動
き
を
見
せ
て
い
た
。
◇

小
野
選
手
の
座
を
お
び
や
か
す
た
く
さ
ん
の
日
本
選
手

が
い
る
と
は
い
え
魚
彼
等
に
徒
手
と
同
じ
よ
う
に
細
か
い

点
に
ま
で
味
を
出
さ
れ
た
な
ら
、
金
メ
ダ
ル
の
扉
の
鍵
を

紛
失
す
る
こ
と
に
た
る
か
も
し
れ
な
い
・
去
る
六
月
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
杯
で
大
失
敗
し
て
以
来
多
少
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
だ
っ

た
わ
た
く
し
は
新
し
い
採
点
方
法
い
っ
ぱ
い
の
線
で
自
由

問
題
を
終
っ
た
。
こ
れ
と
て
昨
年
主
ｂ
内
容
が
お
粗
末
で

個
人
綜
合
の
タ
イ
ト
ル
を
も
つ
者
と
し
て
心
苦
し
い
思
い

で
あ
る
。

技
へ
の
探
求
は
単
に
種
目
を
ふ
や
す
こ
と
に
止
ま
ら
ず
、

い
ま
で
き
て
い
る
技
へ
の
極
限
を
求
め
、
残
さ
れ
た
貴
重

な
時
間
を
大
切
に
使
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
男
子
六
裡
目
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
今
大
会
で
ソ

連
選
手
、
ツ
エ
ラ
ー
ル
選
手
に
し
て
も
戸
互
い
に
手
の
う

ち
の
一
端
を
把
握
し
￥
た
わ
け
で
す
で
に
ソ
連
で
は
本
番
ま

で
の
方
向
づ
け
が
論
議
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
○
新
聞

で
は
ソ
連
選
手
の
不
調
を
策
略
と
書
か
れ
て
い
た
が
、
彼

等
な
り
に
一
生
懸
命
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

結
果
的
に
は
日
本
選
手
が
上
位
を
独
占
は
し
た
が
、
オ

岬
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ま
た
今
回
は
じ
め
て
の
採
点
幽
方
法
で
種
目
別
競
技
を
行

っ
た
が
、
そ
の
練
習
時
間
に
一
考
を
要
す
る
よ
う
に
思
う
。

踏
切
板
の
調
整
な
ど
で
相
当
の
時
間
が
か
か
り
、
そ
の
《
上

一
一
種
目
と
も
表
れ
ば
五
分
間
の
練
習
時
間
で
到
底
間
に
合

う
は
ず
が
な
い
。
外
人
選
手
に
お
い
て
も
新
し
い
技
の
披

露
は
な
く
低
調
な
一
種
目
で
あ
っ
た
Ｐ

五
、
平
行
棒
楽
な
気
持
で
や
っ
た
自
由
問
題
に
思
わ
ぬ

ミ
ス
が
あ
っ
た
。
時
間
韮
的
に
ど
の
く
ら
い
の
誤
差
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
試
合
と
い
う
も
の
の
釦
難
一
し
さ
を
つ
く
づ
く

感
じ
た
ｂ
ｊ
ｊ
‐
；

過
去
外
国
選
手
に
比
べ
て
い
つ
も
秀
れ
て
い
る
と
い
う

評
判
を
裏
切
り
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
逃
が
し
て
い
る
：
ｐ
ザ
原

因
は
失
敗
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
種
目
の
構
成
な
》
ど
何

か
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
東
京
大
会
で
は
是
非
日
本
人
の

も
の
に
し
た
い
悲
願
の
種
目
と
も
い
え
る
。

｛
〈
、
鉄
棒
さ
す
が
は
小
野
選
手
と
い
う
表
現
が
ぴ
っ
た

り
の
樫
目
で
あ
っ
た
。
一
方
ソ
連
選
手
も
豪
快
な
技
で
応

酬
し
体
操
の
花
に
ふ
さ
わ
し
く
み
ど
た
え
が
あ
っ
た
。
と

く
に
ケ
ル
デ
メ
ル
ヂ
選
手
の
無
限
室
で
の
演
技
は
実
に
す

ば
ら
し
く
、
鉄
棒
の
名
手
ス
ト
ロ
ポ
フ
選
手
の
優
美
さ
と

岬



ま
ず
自
分
に
勝
ち
た
い
。
勝
負
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

け
た
い
。
そ
の
た
め
の
過
程
は
自
分
と
の
戦
い
だ
と
思
う
・

ノ

慰
で

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
は
今
回
の
よ
う
に
す
べ
て
日
本
の
審

判
と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
し
．
何
よ
り
も
彼
等
の
強
さ

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
メ
ダ
ル
へ
の
道
は
役
員
と
選
手

の
精
進
以
外
に
あ
り
え
な
い
・
正
月
は
一
日
か
ら
練
習
を

は
じ
め
る
。
自
信
が
持
て
た
と
思
っ
て
い
な
が
ら
本
番
で

は
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
経
験
が
過
去
に
あ
る
。
そ
ん

な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
今
度
こ
そ
は
絶
対
的
な
自
信
を
つ

も
な
く
心
楽
し
い
思
い
を
す
る
。

い
る
洋
服
を
着
て
出
か
け
た

そ
れ
と
反
対
に
、
朝
出
掛
け
に
大
慌
て
賞
そ
の
辺
に
ぶ

自
分
の
持
っ
て
い
る
洋
服
の
中
で
、

き
も
の
と
き
も
ち

女
子
．

番
気
に
入
っ
て

蝿、

チ
門
脇
和
子

日
。
別
段
ど
う
い
う
と
と

－15－



〃賎､I

困
っ
て
い
る
時
、
自
分
の
一
番
好
き
な
色
の
好
き
な
ス
タ

鬼
‐
・

色
、
０
１
℃
。

。
、
守
１
１

．
，
鴎
』
、
．
・
戸
。
人
津

イ
ル
の
練
習
着
を
着
み
て
体
育
館
に
出
れ
ば
ど
う
だ
ろ
う
・

学
生
の
頃
、
フ
制
苧
ユ
ア
ス
ヶ
ー
ト
の
‐
練
習
を
見
た
・

練
習
だ
の
に
素
敵
な
色
の
洋
服
を
着
て
氷
上
に
舞
う
ご
と

に
赤
と
白
の
短
い
ス
カ
ー
ト
が
ひ
ろ
が
づ
て
毒
苦
し
い
練

口
辞

習
に
左
ご
や
か
さ
と
一
夢
を
そ
え
て
い
た
。

気
に
な
っ
て
し
ま
う
。

皮
の
シ
ュ
ー
ズ
、
真
新
し
く
足
に
ぴ
っ
た
り
く
っ
つ
い

て
く
る
よ
う
な
の
を
は
い
た
時
は
、
自
分
な
が
ら
足
が
軽

宇
ｎ
ｂ
ｆ

く
、
足
の
線
が
急
に
よ
く
な
っ
た
様
に
思
え
た
り
す
る
・

亥
ヤ
ン
プ
ま
で
軽
く
、
宙
返
り
を
し
て
も
い
つ
も
よ
り
う

ん
と
浮
い
て
、
マ
ッ
ト
、
跳
馬
な
ど
ぐ
っ
と
調
子
が
あ
が

っ
た
り
す
る
・

た
か
実
が
本
当
に
よ
く
出
来
て
い
れ
ば
着
る
物
に
な
ん

か
左
右
さ
れ
た
り
は
Ｌ
な
い
の
だ
ろ
う
が
壷
そ
と
は
凡
人

・
ず
、

の
悲
し
さ
、
大
輝
の
人
は
多
か
れ
沙
聴
な
海
難
塘
響
さ
れ
る
・

試
合
は
別
と
し
て
、
練
習
時
の
ユ
タ
ィ
ル
は
個
性
の
あ

る
。
も
っ
と
も
自
分
の
技
が
よ
く
見
え
緯
よ
う
な
ス
タ
イ

ル
で
練
習
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
？

特
に
、
練
習
を
さ
ぼ
り
た
い
よ
う
表
時
、
ス
ラ
ン
プ
で

《
・
ｋ
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ら
下
っ
て
い
る
洋
服
を
着
て
出
掛
け
る
と
一
日
中
ピ
ッ
タ

リ
と
な
く
て
、
も
う
少
し
蚕
し
な
恰
好
を
し
て
く
れ
ば
よ

か
っ
た
。
前
の
晩
に
ア
イ
ロ
ン
の
一
つ
で
も
か
け
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
の
に
…
…
と
一
日
中
気
に
左
っ
て
落
ち
つ

か
左
い
・

和
服
を
着
る
と
動
き
が
ゆ
っ
く
り
と
な
り
、
歩
く
と
き

で
も
・
ハ
ッ
パ
ッ
と
い
き
お
い
よ
く
あ
る
く
わ
け
・
に
は
ゆ
か

ま
い
。
い
わ
ゆ
る
お
し
と
や
か
に
シ
ヤ
ナ
リ
、
シ
ヤ
ナ
リ

と
な
っ
て
し
ま
う
。

ス
ラ
ッ
ク
ス
を
は
い
て
セ
ー
タ
ー
で
も
着
れ
ば
動
作
も

和
服
の
時
と
違
っ
て
宿
発
に
な
る
。
別
に
意
識
し
て
そ
う

す
る
の
で
は
な
い
の
だ
が
そ
う
な
る
。

練
習
の
時
で
も
、
ダ
プ
ダ
プ
の
ト
レ
パ
ン
を
は
い
た
時

…
と
タ
イ
ツ
の
時
で
は
、
や
り
始
め
る
前
か
ら
気
持
も
体
の

・
し
》
室
り
具
合
も
違
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

ま
た
ワ
ン
ピ
と
称
す
る
試
合
用
の
１
’
一
フ
ォ
ー
ム
を
着

：
る
と
Ｆ
着
た
だ
け
で
腹
筋
の
あ
た
り
が
キ
ュ
ッ
と
ひ
き
し

”
玄
う
て
体
め
重
心
が
ぐ
っ
と
上
へ
あ
が
っ
て
来
る
。

ｆ
ゴ
ム
底
の
布
の
シ
ュ
ー
ズ
を
ぱ
い
た
時
は
あ
・
童
り
足
の

線
が
出
友
い
し
、
足
首
を
の
ば
さ
な
ぐ
で
も
ょ
崎
よ
う
な



フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

男
手
コ
ー
チ
早
田
卓
次

蝿

蝿
ざ

君
、
即
ち
新
人
か
ら
中
堅
へ
と
脱
皮
し
よ
う
と
し
て
い
る

部
員
諸
君
へ
私
の
日
頃
考
え
て
い
る
ト
レ
ー
ー
ー
ン
グ
の
一

考
察
を
の
ぺ
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
い
・

一
、
生
活
規
則

諸
君
の
中
に
、
選
手
と
し
て
の
き
び
し
い
生
活
の
規
則

を
守
る
こ
と
に
苦
痛
を
感
じ
て
い
る
人
が
お
っ
た
と
し
た

ら
、
そ
れ
を
取
り
除
か
ね
ば
な
ら
な
い
ｃ
そ
の
一
つ
に
、
↓

ス
ポ
ー
ツ
生
活
を
や
め
る
こ
と
が
一
番
て
っ
と
り
早
い
。

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
生
活
を
続
け
た
い
と
願
う
人
は
、
ど
こ
に

そ
の
無
理
が
あ
る
か
を
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
・

わ
れ
わ
れ
の
環
境
は
、
わ
れ
わ
れ
に
た
え
ず
影
響
を
お

よ
ぼ
し
て
い
る
。
中
枢
神
経
系
統
の
条
件
反
射
作
用
が
ト

レ
ー
ー
ー
ン
グ
に
よ
っ
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
ら
、
こ
の
条
件
反

射
は
ま
っ
た
く
無
に
近
づ
く
。
例
え
ば
、
定
っ
た
時
間
に

ト
レ
ー
ー
ー
ン
グ
を
す
る
習
慣
を
も
っ
て
い
る
選
手
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
条
件
反
射
作
用
は
時
間
を
か
け
れ
ば
か
け
る

程
発
達
し
て
く
る
。
そ
し
て
、
そ
の
練
習
時
間
が
近
づ
い

て
く
る
と
、
力
が
み
を
ぎ
り
、
身
体
を
動
し
た
く
な
る
だ

ろ
う
。
そ
れ
は
そ
の
選
手
の
中
枢
神
経
系
統
（
わ
か
り
や

一
ａ

Ｆ
Ｊ
、

一
一

ｉ
一
年
生
の
諸
君
は
も
う
す
ぐ
二
年
生
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
。
東
京
で
の
暑
い
七
、
八
月
の
苦
し
い
練
習
や
、
一
、

二
月
の
寒
い
冬
の
つ
ら
い
練
習
を
経
て
き
た
今
日
、
諸
君

は
梅
の
花
咲
き
乱
れ
る
四
月
に
日
本
大
学
へ
入
学
し
た
当

時
と
現
在
と
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
比
較
を
し
て
み
る
の
も

い
い
こ
と
だ
と
思
う
。

ま
ず
生
活
面
で
の
大
き
な
変
化
、
親
の
そ
ば
か
ら
離
れ

て
一
人
り
で
下
宿
し
、
炊
事
、
洗
濯
、
針
仕
事
、
買
物
ま

で
自
分
で
や
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
。
同
じ
道
を

修
め
ん
と
す
る
全
国
各
地
か
ら
集
っ
た
優
秀
な
る
同
輩
、

先
輩
と
友
情
を
結
び
得
た
こ
と
・

練
習
場
で
は
以
外
と
き
び
し
い
上
級
生
、
先
輩
。
大
所

帯
で
の
合
宿
等
々
ｙ
す
べ
て
の
面
で
新
し
い
も
の
ど
と
と

対
面
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
自
分
な
り
に
解
決
し
て
き
た
。

△
可
日
は
、
二
年
生
に
も
う
す
ぐ
な
ら
ん
と
し
て
い
る
諸



だ
ろ
う
か
。
（
昼
食
を
軽
く
す
ま
せ
る
と
も
っ
と
早
い
時

間
か
ら
で
も
い
い
）
夕
食
は
練
習
終
了
後
一
時
間
、
睡
眠

の
一
時
間
半
１
二
時
間
位
前
が
鎧
も
適
当
だ
。
入
浴
卜
は
、

毎
日
す
す
め
た
い
が
、
食
事
直
後
と
か
、
き
つ
い
練
習
後

す
ぐ
は
さ
け
た
方
が
よ
い
。
ま
た
、
と
き
た
ま
長
湯
を
し

て
汗
を
十
分
に
か
く
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

一
一
、
食
事

よ
い
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
合
理
的
な
練
習
を
し

た
り
、
生
一
職
規
則
を
き
ち
ん
と
守
る
以
外
に
戸
正
し
い
食

事
を
と
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
食
事
の
量
と
質
は
、
年
令
、
性
別
、
運
動

量
、
環
境
等
に
よ
っ
て
だ
い
ぶ
違
っ
て
く
る
が
八
一
日
の

必
妥
カ
ロ
リ
ー
は
、
四
、
○
○
○
’
五
、
○
○
○
カ
ロ
リ

ー
で
あ
る
。
た
だ
単
に
腹
一
杯
に
な
れ
ば
い
い
と
い
う
考

え
方
は
さ
け
る
べ
き
だ
。
ま
た
値
段
の
高
い
も
の
を
喰
べ

た
か
ら
栄
養
が
あ
る
と
考
え
る
の
は
愚
な
こ
と
で
あ
る
ｃ

た
と
え
目
刺
で
食
事
を
し
た
と
し
て
も
、
！
要
は
い
か
に
そ

れ
を
胃
か
ら
腸
か
ら
吸
収
す
る
か
に
あ
る
と
思
う
。
し
か

し
、
日
本
人
の
よ
う
に
澱
粉
ば
か
り
の
食
生
活
は
持
久
力

の
あ
る
筋
肉
的
の
体
は
つ
く
れ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
に
一
番

砂
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す
く
い
っ
て
、
運
動
神
経
と
で
も
い
う
か
）
が
す
で
に
そ

の
練
習
に
合
う
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
ｃ
朝
寝
を
す

る
人
は
、
朝
寝
の
習
慣
が
す
で
に
身
に
つ
い
て
い
る
ｃ
ま

た
早
起
き
の
人
は
、
な
ん
の
抵
抗
も
な
く
自
然
に
一
定
の

時
間
に
目
が
醒
め
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
定
つ
た

事
柄
に
身
体
全
体
が
合
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
ｃ

そ
こ
で
諸
君
が
選
手
生
活
を
よ
り
た
の
し
く
、
強
く
お

く
り
た
か
っ
た
ら
、
生
活
規
則
を
確
立
し
実
行
す
べ
き
で

あ
る
。
睡
眠
時
間

学
生
生
活
を
し
て
い
る
関
係
で
朝
八
時
半
か
ら
授
業
の

あ
る
諸
君
は
、
寝
る
時
間
は
夜
十
一
時
頃
か
ら
七
時
頃
ま

で
が
望
ま
し
い
。
起
床
と
同
時
に
軽
い
体
操
（
ザ
リ
ャ
ー
ッ

ッ
ヵ
等
）
を
実
施
。
一
○
○
分
の
授
業
、
一
○
分
の
休
憩
、

授
業
、
休
憩
と
い
う
具
合
に
頭
脳
的
作
業
を
し
て
本
練
習

に
入
る
の
だ
か
ら
、
睡
眠
時
間
も
こ
の
程
度
が
一
番
い
い
。

』
●
二
毎
》
“
■

練
習
時
間

食
事
と
の
関
係
も
あ
る
の
で
一
概
に
時
間
を
決
め
る
の

は
誤
解
を
ま
ね
く
お
そ
れ
が
あ
る
が
、
昼
食
後
一
一
一
時
間
位

経
た
一
一
一
時
頃
か
ら
七
時
頃
ま
で
が
一
番
い
い
の
で
は
な
い

〆



鞠

必
要
な
瞬
発
力
と
耐
久
力
と
は
期
待
で
き
な
い
・

血
や
肉
や
骨
を
つ
く
る
の
は
、
蛋
白
質
で
あ
り
、
カ
ル

シ
ウ
ム
で
あ
る
。
日
本
人
の
栄
養
の
欠
点
は
脂
肪
の
と
り

方
の
不
足
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
も
っ
と
も
っ

と
牛
乳
と
か
バ
タ
ー
、
チ
ー
ズ
を
多
く
る
機
会
を
も
つ

と
効
果
の
あ
が
る
ト
レ
ー
ー
ー
ン
グ
が
で
き
る
ｃ

胃
の
中
に
各
種
の
食
物
の
と
ど
ま
っ
て
い
る
時
間

（
・
Ａ
・
フ
ル
ス
タ
レ
フ
に
よ
る
）

体
調
の
整
っ
た
状
態
で
練
習
す
る
こ
と
が
一
番
望
ま
し

い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
食
後
、
あ
る
い
は
ひ
ど
い

空
腹
感
を
も
っ
た
侭
時
間
数
を
重
ね
た
と
こ
ろ
で
、
練
習

の
効
果
と
い
う
面
か
ら
考
え
た
ら
、
そ
の
割
に
効
果
が
あ

が
ら
な
い
だ
ろ
う
。
自
分
の
体
調
を
練
習
時
間
に
合
せ
る

17

鵠
、
一
豆
の

再
彦
堕
再
、
｛
。
？

蝿

よ
う
工
夫
す
べ
き
だ
。

つ
ぎ
に
、
の
み
物
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
規
則
を
守
る
必

要
が
あ
る
。
の
ど
の
乾
き
を
か
ま
ん
す
べ
き
で
は
な
い
が
、

ど
ん
な
場
合
で
あ
っ
て
も
一
度
に
多
量
の
水
分
を
飲
ん
で

は
い
け
を
い
・
こ
れ
は
絶
対
に
慎
し
む
べ
き
で
、
の
ど
を

潤
す
程
度
に
と
ど
む
る
の
が
よ
ろ
し
い
。

ま
た
、
糖
分
に
つ
い
て
も
、
疲
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

一
度
に
沢
山
の
も
の
を
と
る
必
要
は
な
い
。
一
二
○
１

一
五
○
グ
ラ
ム
以
上
は
摂
取
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
一
一
、
練
習
日
記

ス
ポ
ー
ツ
を
一
行
う
選
手
が
、
練
習
日
記
を
つ
け
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
自
分
の
さ
ら
に
伸
び
よ
う
と
し
て
い
る
能

力
の
成
長
を
止
め
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
技
が
狂
っ
た

と
き
、
体
調
の
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
、
新
し
い
技
を
覚

え
る
と
き
、
指
導
す
る
と
き
等
々
ｃ
と
の
日
記
は
、
反
省
、

計
画
の
た
め
に
絶
対
に
必
要
な
こ
と
で
ト
レ
ー
三
ン
グ
の

一
部
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
ｃ

四
健
康
管
理

自
分
の
身
体
は
、
自
分
が
一
番
よ
く
知
っ
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ｃ



’''1'、

自
信
を
も
っ
て
練
習
に
励
む
こ
と
を
望
む
。

今
、
私
が
も
っ
て
い
る
大
き
な
悩
み
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
す
る
と
か
、
い
い
も
の
を
身
に
つ
け
た
い
と
か
、

ぐ
っ
す
り
眠
り
た
い
と
か
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
一
日
一

日
の
練
習
が
な
ん
の
苦
も
な
く
で
き
た
ら
ど
ん
な
に
倖
せ

で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
今

膝
を
痛
め
て
い
る
の
で
思
う
よ
う
に
練
習
が
で
き
な
い
か

ら
で
あ
る
。

一
昨
年
の
秋
、
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
遠
征
中
に
痛
め
た
の
が
い

ま
だ
に
、
全
快
し
て
い
な
い
。
特
に
寒
い
時
は
三
日
と
続
け

て
練
習
が
で
き
な
い
位
で
あ
る
。
し
か
し
暖
延
な
る
と
そ

う
た
い
し
て
痛
み
は
感
じ
な
い
原
ら
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

は
割
諏
合
調
子
よ
く
練
習
や
試
合
が
で
き
る
。
そ
こ
で
普
段

か
ら
痛
む
方
の
膝
を
で
き
る
だ
け
冷
さ
な
い
よ
う
に
注
意

春
よ
来
い

女
子
コ
ー
チ
型
渋
谷
多
喜

《‘F、

0

－令可■~
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こ
の
方
法
と
し
て
、
主
観
的
な
感
・
党
（
一
般
的
な
身
体

の
調
子
、
気
分
、
食
欲
、
睡
眠
、
練
習
に
対
す
る
意
欲
等
）

Ｉ
で
き
れ
ば
毎
日
起
録
を
と
っ
た
方
が
よ
い
。
Ｉ
客
観
的

な
デ
ー
タ
ー
（
体
重
、
胸
囲
、
身
長
、
肺
活
量
、
背
筋
力
、

走
力
、
跳
躍
力
、
柔
軟
度
脈
博
等
〕
１
年
に
二
、
三
回
位

デ
ー
タ
ー
を
と
り
比
較
を
す
る
。
Ｉ
左
ど
か
ら
し
て
自
分

の
身
体
の
状
態
を
常
に
知
っ
て
お
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

疲
労
と
か
、
痛
み
と
か
の
初
期
的
な
自
覚
の
記
録
は
、

大
事
に
い
た
る
の
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
も
な
る
。
わ
れ

わ
れ
は
怪
我
を
し
た
ら
お
し
ま
い
で
あ
る
『
怪
我
を
し
な

い
上
う
細
心
の
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

～
以
上
、
練
習
に
対
す
る
生
活
規
則
、
睡
眠
、
休
息
Ｉ
、
＆
食

物
、
健
康
管
理
等
に
つ
い
て
述
ぺ
た
が
戸
耕
人
の
諸
君
は
、

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し
て
の
誇
り
を
も
っ
て
、
こ
れ
と
ら
を
実

践
す
る
義
務
が
あ
る
だ
ろ
う
ｐ
、
皇

諸
君
は
：
、
入
《
学
‐
し
た
当
時
に
比
べ
て
実
に
逼
し
く
、
強

く
成
へ
長
し
て
い
る
。
こ
の
：
ま
ま
「
左
に
く
そ
」
と
い
う
負

け
ん
気
で
一
一
、
三
、
四
年
と
年
数
を
か
け
る
と
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
選
手
に
な
る
こ
と
も
決
し
て
夢
で
は
な
い
》
だ
ろ

う
。
気
力
と
体
力
と
を
充
実
し
、
心
身
の
健
康
を
保
ち
、



意
し
て
い
る
。
食
物
に
お
い
て
も
、
脂
肪
分
を
沢
山
含
む

し
て
い
る
。
こ
の
保
温
の
仕

う
が
、
私
の
場
合
は
、
痛
む
部
分
の
保
護
、
保
温
は
勿
論

で
き
る
だ
け
練
習
の
し
や
す
い
主
う
な
状
態
を
つ
く
る
と

で
あ
る
が
、
と
に
か
く
・
身
体
・
全
体
を
冷
さ
な
い
こ
と
に
注

調
子
の
よ
い
時
は
、
自
分
で
は
も
う
と
の
辺
で
練
習
量

の
セ
ー
ブ
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
と
思
い
な
が
ら
つ
い

使
い
す
ぎ
て
、
練
習
が
終
っ
た
あ
と
、
痛
む
膝
の
手
当
を

と
に
注
意
し
て
い
る
。

し
な
が
ら
、
明
日
は
練
習
量
を
オ

の
ば
か
り
を
ム
キ
に
な
っ
て
や
ら
な
く
て
も
、
膝
を
全
然

使
は
な
い
で
も
や
れ
る
種
目
も
あ
る
の
に
と
思
う
。
こ
の

し
よ
う
と
思
う
。

ノ、

タ
を
た
て
暖
か
く
な
っ
た
ら
調
子
を
あ
げ
て
ゆ
き
た
い
。

グ
を
し
、

よ
う
な
種
目
を
え
ら
び
、
も
っ
と
無
理
の
な
い
練
習
計
画

い
る
。

練
習
が
終
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
な
に
も
膝
を
使
う
も

こ
の
寒
い
冬
は
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
ト
レ

、

チ

日
も
早
く
暖
い
春
の
く
る
の
を
待
ち
わ
び
て

ズ
等
を
主
と
し
た
献
立
を
作
り
な
が
ら
、

蝿
方
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
た
る

〃、

し
な
い
よ
う
にン

標
で
あ
る
な
ら
ば
、
学
生
体
操
競
技
の
最
高
目
標
は
イ
ン

験
し
た
い
と
願
う
だ
ろ
う
ｃ

カ
レ
に
お
い
て
優
勝
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
ｃ
ス
ポ
ー
ツ
を

行
っ
て
い
る
人
は
、
誰
れ
し
も
が
と
の
優
勝
を
一
度
は
経

日
本
大
学
に
体
操
部
が
創
立
さ
れ
て
か
ら
早
や
七
年
の

オ
月
は
経
た
ｃ
諸
君
は
と
の
優
勝
と
い
う
目
標
に
向
っ
て

日
夜
練
習
に
励
み
、
努
力
し
て
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
．
ｃ
過

去
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
に
、
常
に
あ
と
一
歩
と
い
う
と

こ
ろ
で
俊
勝
を
逃
が
し
て
い
る
。
実
力
は
全
く
伯
仲
し
て

大
を
決
定
的
に
圧
倒
す
る
だ
け
の
力
が
不
足
し
て
お
る
こ

と
だ
。
レ
ス
リ
ン
グ
会
長
八
田
氏
は
「
判
定
で
勝
つ
な
、

お
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
つ
も
僅
差
で
や
ぶ
れ
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
と
原
因
は
あ
ろ
う
が
、
要
は
、
教
育
大
、
日
体

フ
オ オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
優
勝
す
る
こ
と
が
最
高
の
目

蝿
一

奮
起
せ
よ
日
大

ル
で
勝
て
」
と
選
手
に
は
つ
ば
を
か
け
て
い
る
と

Ｊ

全
日
本
学
生
体
操
競
技
連
盟

副
幹
長
磯

部
忠
通

Iも
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伝
統
が
浅
い
の
に
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
ば

に
甘
え
て
は
い
け
な
い
。
歴
史
で
勝
負
を
す
る
の
で
は
を

〆

い
・
実
力
の
世
界
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
選
手
諸
君

も
優
勝
を
目
標
に
懸
命
の
努
力
を
し
て
欲
し
い
。

他
大
学
は
、
Ａ
ク
ラ
ス
進
出
の
具
体
的
目
標
を
、
「
打

倒
日
大
」
に
お
い
て
お
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
日
大
に

勝
つ
こ
と
に
よ
っ
て
優
勝
へ
の
足
が
か
り
を
掴
む
の
だ
と

い
っ
て
い
る
。

日
本
大
学
は
、
学
生
体
操
界
の
「
目
」
で
あ
る
。
日
大

は
も
っ
と
強
く
な
く
て
は
意
味
が
な
い
、
体
操
界
の
現
状

を
み
つ
め
、
日
本
の
体
操
の
将
来
の
た
め
に
、
も
っ
と
も

っ
と
努
力
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
日
大
こ
そ
が
体
操

界
の
。
ハ
イ
オ
ー
ー
ア
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
。
奮
起
せ
よ

諸
君
・日

本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
と
っ
て
は
、
東
京
国
際
ス
ポ
ー

ツ
大
会
は
真
の
意
味
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
リ
ハ
ー
サ
ル
で

海
外
ニ
ュ
ー
ス

『嗣隠、
ソ
連
〃
海
外
ス
ポ
ー
ツ
〃
誌
よ
り

20

か
、
と
か
く
と
の
種
の
競
技
は
、
判
定
で
勝
負
を
決
め
る

の
だ
か
ら
、
誰
れ
が
み
て
も
、
強
い
と
い
わ
れ
る
試
合
を

し
な
く
て
は
優
勝
で
き
な
い
。
選
手
は
力
を
養
い
相
手
を

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
す
る
気
分
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ｃ

一
方
選
手
の
演
技
を
判
定
す
る
審
判
員
の
構
成
に
も
一
考

を
要
す
る
点
が
あ
る
Ｑ
現
在
の
イ
ン
カ
に
お
い
て
は
、
一

つ
の
試
合
を
す
る
の
に
最
低
三
十
一
一
・
名
の
審
判
員
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
一
一
一
十
一
一
名
中
た
っ
た
一
人
か
二
人
よ
り
日

大
か
ら
審
判
員
が
で
な
い
こ
と
は
、
著
し
く
競
技
を
す
る

上
に
お
い
て
選
手
に
不
利
で
あ
る
点
を
あ
げ
た
い
ｐ
日
体

大
、
教
大
は
両
方
で
約
八
○
％
の
一
一
十
四
、
五
名
の
審
判

員
を
出
す
、
こ
れ
は
先
輩
達
が
審
判
員
の
資
格
を
卒
業
と

同
時
に
と
り
、
競
技
会
が
あ
る
と
大
勢
集
ま
り
、
競
技
会

に
協
力
す
る
結
果
、
こ
の
よ
う
な
型
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
日
本
大
学
の
Ｏ
Ｂ
諸
兄
も
お
忙
し
い
こ
と

と
は
思
い
ま
す
が
、
後
輩
の
た
め
に
も
、
競
技
運
営
を
円

滑
に
行
う
上
か
ら
も
、
何
卒
御
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
ｃ



蝿

あ
り
、
ソ
連
ス
ポ
ー
ツ
界
に
と
っ
て
も
東
京
大
会
の
強
敵

の
ひ
と
つ
で
あ
る
日
本
チ
ー
ム
の
性
格
を
客
観
的
に
、
ま

た
全
面
的
に
知
る
上
に
主
い
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ

「
如
何
な
る
条
件
の
も
と
に
東
京
大
会
が
行
わ
れ
る
か

？
」
と
い
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
を
は
じ
め
と
し
て
、
外

国
の
役
員
、
選
手
が
最
も
関
心
を
も
っ
て
い
る
と
と
だ
ｃ

競
技
場
、
宿
舎
、
食
事
等
は
よ
く
準
備
さ
れ
て
い
た
が
、

イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
と
輸
送
の
問
題
は

相
当
の
不
評
を
か
っ
て
い
た
。
日
本
側
は
、
欠
陥
の
批
判

に
対
し
て
は
良
心
的
に
耳
を
か
た
む
け
、
残
っ
た
一
年
で

全
力
を
尽
し
て
東
京
大
会
を
立
派
に
運
営
す
る
と
誓
っ
て

る
0

競
技
自
体
を
み
る
と
、
体
操
競
技
は
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

日
本
側
は
全
日
本
選
手
権
を
兼
ね
て
東
京
国
除
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
運
営
し
た
関
係
上
、
日
本
選
手
は
十
月
上
旬
に
ベ

ス
ト
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
も
っ
て
ゆ
く
よ
う
選
手
を
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
《
諸
国
の

選
手
は
、
す
で
に
シ
ー
ズ
ン
・
オ
フ
に
な
っ
て
い
た
た
め
、

調
子
は
下
り
坂
で
あ
っ
た
。

い
た
。

蝿

男
子
稔
合
で
は
日
本
チ
ー
ム
は
楽
勝
し
た
。
日
本
選
手

は
上
位
六
位
を
独
占
し
た
。
種
目
別
で
も
か
な
り
好
成
績

を
あ
げ
て
た
が
、
総
合
ほ
ど
の
圧
勝
で
は
な
か
っ
た
。
い

ず
れ
に
し
て
も
日
本
は
、
金
メ
ダ
ル
の
独
占
を
狙
っ
て
い

る
こ
と
は
確
か
だ
ｃ
数
千
人
の
同
胞
の
声
援
を
受
け
て
日

本
男
子
チ
ー
ム
は
実
力
を
倍
加
す
る
だ
ろ
う
ｃ
メ
ル
ボ
ル

ン
、
ロ
ー
マ
と
つ
づ
い
て
ソ
連
の
最
大
の
強
敵
で
あ
る
ｃ

女
子
の
部
で
は
、
日
本
チ
ー
ム
は
幾
分
進
歩
の
跡
は
認

め
ら
れ
る
が
、
ソ
連
を
は
じ
め
と
す
る
チ
エ
コ
、
ハ
ン
ガ

リ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
選
手
を
相
手
に
対
等
に
試
合
を
す
る
ま

で
に
は
相
当
の
日
時
を
要
す
る
だ
ろ
う
。
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そ
れ
は
体
操
と
い
う
名
の
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
に
引
か
れ
、

た
だ
好
き
と
い
う
よ
り
愛
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。

そ
の
証
拠
に
こ
の
七
年
間
と
い
う
も
の
自
分
か
ら
さ
ぼ
り

た
く
て
さ
ぼ
っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て

こ
の
間
楽
し
か
っ
た
こ
と
や
苦
し
か
っ
た
こ
と
等
い
ろ
い

ろ
あ
っ
た
が
し
か
し
今
に
思
え
ば
苦
し
か
っ
た
と
と
の
方

が
不
思
議
に
楽
し
い
思
い
出
と
し
て
よ
く
覚
え
て
お
り
ま

す
。
こ
こ
で
現
役
の
皆
さ
ん
に
一
言
い
い
た
い
こ
と
は
、

現
役
の
間
に
は
苦
し
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
が
名
を
あ
る

と
思
い
ま
す
、
そ
れ
を
苦
し
い
か
ら
手
を
抜
く
こ
と
は
決

し
て
し
て
ほ
し
く
な
い
。
や
が
て
は
自
分
の
た
め
に
な
る

の
で
す
か
ら
。

に
七
年
、
雪

お
り
ま
す
。

体
操
を
始
め
た
の
が
高
校
一
年
の
時
、
そ
れ
か
ら
す
で

、

七
年
、
私
自
身
あ
き
ず
に
よ
く
や
っ
た
も
の
と
感
じ
て

苦
あ
れ
ば
楽
あ
り

主
将
山
中
勝
男

’

私
も
来
年
四
月
か
ら
は
社
会
に
出
る
一
年
生
で
す
。
今

度
は
社
会
の
苦
し
さ
を
味
わ
い
体
操
同
様
そ
の
仕
事
を
愛

し
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

総
務
の
任
務
に
つ
い
て
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
部
内

に
お
け
る
事
故
が
数
え
て
十
件
。
そ
の
他
細
か
い
怪
我
を

述
べ
た
ら
き
り
が
な
い
。
練
習
中
に
起
っ
た
怪
我
。
自
分

自
身
の
不
注
意
か
ら
起
き
た
怪
我
。
部
の
関
係
の
仕
事
で

忙
が
し
い
、
こ
の
他
に
こ
の
突
発
的
な
事
故
が
起
る
。
怪

我
人
が
続
出
し
て
は
へ
何
を
先
に
手
が
け
て
い
い
か
見
当

が
つ
か
な
い
場
合
も
あ
る
。
だ
か
ら
こ
れ
ま
で
に
、
何
回

と
総
務
の
任
務
を
辞
退
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
時
も
あ
っ
た
。

「
叉
、
誰
か
怪
我
し
た
か
〃
．
」
そ
う
考
え
た
だ
け
で
目
の

前
は
恐
怖
主
り
も
、
自
分
が
怪
我
人
に
対
し
責
め
ら
れ
て

怪
我
と
マ
ネ
ジ
ャ

‘'1m､、

総
務
志

賀
正
昌

－22



蝿
一
一

は
な
い
か
〃
・
突
発
的
な
事
故
で
も
あ
り
、
仕
方
な
い

と
思
わ
れ
る
が
。
も
う
す
こ
し
、
各
人
、
衛
生
面
に
気

を
つ
け
よ
う
。

一
、
第
二
回
、
日
・
ソ
対
抗
戦
（
ソ
連
）
に
於
い
て
、
早
田
・

渋
谷
両
当
時
主
将
（
現
在
文
理
学
部
教
員
）
が
、
共
に

膝
の
骨
折
と
靭
帯
の
負
傷
。

一
、
牧
田
昭
房
が
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
に
於
い
て
の
腰
椎
捻
挫
・

一
、
大
間
勲
が
鉄
棒
に
於
い
て
カ
ッ
ト
降
り
の
際
に
腰
椎
を

負
傷
す
・

一
、
諸
岡
嘉
春
の
関
東
イ
ン
カ
レ
候
補
試
技
会
に
於
い
て
の

右
ア
キ
レ
ス
礎
断
裂
・

一
、
影
山
真
一
の
関
東
イ
ン
ヵ
レ
候
補
試
技
会
に
於
い
て
の

左
腕
脱
臼
・

一
、
朝
倉
輝
正
（
当
時
一
年
）
の
二
回
宙
返
り
で
頚
骨
を
折

り
死
亡
す
。

一
、
広
島
に
於
い
て
の
（
全
日
本
学
生
体
操
競
技
選
手
権
大

会
）
食
中
毒
。

こ
の
よ
う
に
部
関
係
だ
け
で
も
数
多
い
の
で
あ
る
。
事

故
は
突
発
的
に
起
き
る
場
合
も
あ
る
が
、
自
分
自
身
○
責

任
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
。
ど
う
し
た
ら
怪
我
の
防

－2ろ

蝿
』

い
る
み
た
い
だ
。
自
分
に
何
か
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い

の
か
〃
。
と
思
い
、
考
え
込
ん
で
し
ま
う
時
も
度
々
あ
る
・

寝
ら
れ
な
い
時
も
あ
り
、
ひ
ど
い
時
は
一
週
間
も
睡
眠
が

と
れ
な
い
事
も
あ
る
。
不
吉
左
事
だ
が
ま
だ
ま
だ
起
き
そ

う
な
気
も
す
る
。
あ
る
い
は
自
分
に
災
難
が
ふ
り
落
ち
て

く
る
か
も
知
れ
な
い
・

こ
れ
が
マ
ネ
ジ
ャ
Ｉ
の
仕
事
で
あ
る
の
か
？
い
や
か

な
ら
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
楽
し
み
も
悲
し
み
も
あ
る
。

時
に
は
頭
に
く
る
時
も
あ
る
。
と
に
か
く
怪
我
さ
れ
る
の

が
一
番
恐
い
。
部
員
の
中
に
は
怪
我
を
す
る
と
す
ぐ
「
金

が
か
か
る
で
し
ょ
う
？
」
な
ど
と
云
う
部
員
が
い
る
・
金

が
か
か
る
の
は
当
り
前
だ
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
よ
う
な

事
を
い
う
凪
部
員
に
腹
が
た
っ
て
仕
方
が
な
い
。

ふ
り
か
え
り
て
み
る
と
、

一
、
春
季
合
宿
（
豊
橋
市
）
に
お
い
て
赤
痢
事
件
。

合
宿
参
加
人
員
六
十
五
名
（
隔
離
者
一
一
十
名
。
そ
の
他

下
痢
状
態
者
三
十
名
）
・
私
も
隔
離
さ
れ
た
一
人
と
し

て
よ
い
縫
験
に
も
な
っ
た
。
一
生
涯
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
・

だ
が
、
そ
れ
で
い
い
の
か
〃
．
。
体
操
部
創
立
以
来
と
の

よ
う
な
不
名
誉
な
事
件
を
引
き
起
し
申
し
訳
が
な
い
で



最
後
に
門
腕
監
督
が
常
に
口
癖
に
云
っ
て
い
る
よ
う
に

「
怪
我
し
た
ら
負
け
だ
」
と
。

日
本
大
学
体
育
会
体
操
部
創
立
以
来
七
年
目
。
私
が
総

務
を
引
き
受
け
た
今
回
が
一
番
、
怪
我
の
数
多
い
年
で
あ

ろ
う
。
私
の
課
題
は
何
か
因
縁
が
あ
る
か
の
よ
う
に
「
怪

我
と
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
が
私
の
時
代
で
終
る
よ
う
に
。

止
に
努
め
ら
れ
る
か
〃
．
。
こ
れ
以
上
起
こ
さ
な
い
よ
う
一

人
一
人
自
分
に
い
い
間
か
せ
十
分
反
省
し
よ
う
で
は
左
い

か
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
今
後
の
わ
れ
わ
れ
体
操
部
員
の

課
題
で
あ
る
ｐ
評
是

己

識
’mI'愚、

程
度
に
ま
で
上
が
り
、
今
で
は
完
全
に
抜
い
た
よ
う
だ
。

今
日
で
は
、
日
本
の
体
操
の
優
秀
性
に
つ
い
て
は
異
論
の

余
地
が
な
い
。
世
間
で
は
、
体
操
競
技
は
日
本
の
発
明
に

よ
る
も
の
、
と
さ
え
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
日
本
男
子

の
性
質
は
、
い
ろ
い
ろ
の
体
操
、
特
に
床
上
運
動
（
徒
手

体
操
）
に
対
し
て
は
完
全
に
適
応
し
て
い
る
。
こ
の
徒
手

で
の
妙
技
は
天
賦
の
も
の
で
あ
る
・

彼
ら
の
素
質
は
、
こ
の
身
体
と
精
神
と
の
訓
練
に
順
応

し
て
い
る
。
と
の
訓
練
で
は
毒
身
体
の
方
が
支
配
す
る
か

日
本
で
は
へ
体
操
は
ま
だ
本
当
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の

と
は
な
っ
て
い
な
い
。
ヘ
ル
シ
ン
キ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
以
後
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
が
近
藤
天
氏
の
推
進
と
共
に

発
展
し
た
・
体
操
の
有
す
る
層
は
特
に
小
野
喬
に
心
酔

し
た
若
い
学
生
た
ち
で
あ
る
。

年
と
共
に
日
本
選
手
の
水
準
は
、
ソ
ビ
エ
ト
選
手
と
同

海
外
だ
主
り
２

《''1，愚、

ロ
ベ
・
Ｉ
・
ル
。
。
ハ
リ
ア
ン
テ
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見
受
け
ら
れ
る
。

は
で
き
な
い
・
高
度
な
体
操
を
行
う
場
合
、
日
本
選
手
に

見
、
相
原
、
山
下
、
長
沢
、
早
田
ら
が
あ
る
。
こ
の
長
沢

は
剣
道
で
感
じ
ら
れ
る
如
き
、
昔
の
サ
ム
ラ
ィ
の
美
徳
が

そ
れ
と
も
精
神
の
方
な
の
か

選
手
が
い
る
。

野
、
遠
藤
以
外
の
八
選
手
の
他
に
も
今
若
い
優
れ
た
体
操

か
つ
た
が
、
そ
の
実
力
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
級
で
あ
る
。
小

と
早
田
は
新
人
で
あ
り
、
日
本
チ

の
遠
藤
で
あ
る
。
こ
の
小
野
、
遠
藤
の
他
に
、

勝
利
を
得
よ
う
と
思
え
ば
、

本
選
手
が
ソ
ビ
エ
ト
の
体
操
選
手
に
対
し
て
、
決
定
的
な

い
か
な
る
こ
と
も
お
ろ
そ

か
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

ン
ビ
ッ
ク
の
た
め
の
選
抜
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
日

日
本
体
操
界
の

以
上
の
選
手
達
の
間
で
《

●

尖
峰
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
小
野
と
新
人

煙“九
六
四
年
五
月
に
、
オ
リ

完
全
に
測
り
知
る
こ
と

戸
ざ
弓
〕

八
，
〃

ム
に
加
わ
っ
て
い
た

栗
・
鶴

な
に
幸
福
で
あ
ろ
う
か
。
と
は
誰
で
も
が
考
え
る
こ
と
で

あ
る
が
、
と
の
理
想
は
ま
だ
な
か
表
か
達
せ
ら
れ
を
い
・

母
に
受
く

よ
う
に
す
る
の
が
病
気
の
予
防
で
あ
る
。
し
か
し
い
く
ら

予
防
に
努
め
て
も
病
気
に
お
か
さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
が
現
段
階
で
望
み
得
る
こ
と
は
病
気
に

す
る
と
と
に
よ
っ
て
親
を
心
配
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
そ

れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
親
不
孝
と
い
う
も
の
で
、
孝
行
と

か
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
病
気
に
か
か
ら
な
い

と
が
そ
の
第

しま い
◎

い
う
こ
と
ば
が
あ
る
が

世
の
中
か
ら
病
気
と
い
う
も
の
が
な
く
な
っ
た
ら
ど
ん

有
名
な
こ
と
ば
に
、

自
分
の
体
を
大
切
に
し
て
親
に
心
配
を
か
け
な
い
こ

り
巳

運
動
傷あ

え
て
穀
傷
せ
ざ
る
は
孝
の
始
め
た
り
」
と

歩
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
各
人
自
身
の
健

害
の
い
ろ
い
ろ

“

「
身
体
髪
層
（
は
っ
ぶ
）
こ
れ
父

ケ
ガ
し
た
り
病
気
に
な
っ
た
り

－25－



一
●

手
首
痛
６可

最
近
、
体
操
選
手
に
あ
っ
て
新
し
い
運
動
傷
害
と
し
て

「
手
首
痛
」
が
あ
る
。
と
の
原
因
に
つ
い
て
、
も
っ
と
真
剣

に
調
べ
、
未
然
に
防
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
防
ぐ
よ
う
に

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

か
っ
て
鉄
棒
運
動
の
デ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
鉄
棒
運

動
の
種
目
構
成
上
、
欠
く
と
と
の
で
き
な
い
技
と
し
て
こ

ぞ
っ
て
練
習
を
し
た
と
き
に
お
き
た
「
肩
痛
」
・
跳
馬
連

動
に
お
い
て
低
踏
切
板
を
使
用
し
て
い
た
時
は
「
膝
痛
」
、

タ
ン
ブ
リ
ン
グ
電
が
徒
手
体
操
の
中
へ
急
速
に
と
、
り
一
入
れ
ら

砂

る
と
、
第
二
段
階
に
あ
た
る
全
生
体
な
ら
び
に
系
統
の
活

動
力
の
反
射
動
作
を
し
や
す
く
す
る
調
整
矯
正
の
運
動
が

大
切
で
あ
る
。
体
操
選
手
の
各
関
節
部
の
準
備
運
動
、
所

定
の
器
械
で
の
諸
動
作
は
と
れ
で
あ
る
。
新
し
く
、
あ
る

技
を
覚
え
る
た
め
、
練
習
上
の
発
展
段
階
過
程
に
お
け
る

筋
肉
、
膳
、
関
節
等
、
そ
の
技
を
マ
ス
タ
ー
す
る
た
め
に

必
要
な
各
部
の
調
整
、
補
強
、
矯
正
と
、
い
ま
一
つ
は
、

疲
労
の
回
復
と
い
う
こ
と
を
絶
え
ず
念
頭
に
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

康
管
理
は
、
自
分
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
親
、
兄
弟
、

同
僚
の
た
め
に
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
・
こ
こ
で
孝
行
論

を
の
べ
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

が
ケ
ガ
や
病
気
を
し
な
い
こ
と
は
と
り
も
左
を
さ
ず
自
分

の
た
め
に
も
大
切
な
こ
と
だ
。

：
わ
れ
わ
れ
に
ケ
ガ
が
な
い
と
ど
れ
だ
け
倖
せ
な
こ
と
で
、

技
術
の
向
上
も
ら
く
に
な
り
、
楽
し
い
ス
ポ
ｉ
シ
ラ
イ
フ

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。
〉

改
め
て
自
分
の
健
康
管
理
と
い
う
こ
と
が
本
当
に
大
切

な
こ
と
を
痛
感
す
る
。
し
か
し
現
実
は
そ
う
は
い
か
な
い
、

常
に
ケ
ガ
と
い
う
も
の
と
対
面
し
意
識
し
な
が
ら
プ
レ
ー

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ケ
ガ
を
し
な
い
こ
と
に
努
力
を
払

う
こ
と
は
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
課
題
と

も
い
え
よ
う
。

前
号
で
述
べ
た
「
腰
痛
」
「
ア
キ
レ
ス
膿
切
断
」
は
わ

れ
わ
れ
体
操
選
手
に
と
っ
て
は
致
命
的
な
運
動
傷
害
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
傷
害
を
さ
け
る
た
め
に
も
十
分
左
ウ
オ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
前
の
も
っ
と
大
切
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は

体
温
の
上
噌
昇
を
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
第
一
段
階
と
す

呼
査



蝿

「
手
首
痛
」
の
起
る
原
因
が
あ
る
・

跳
馬
は
、
「
跳
越
し
は
、
両
手
を
馬
上
に
置
い
て
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
女
子
体
操
競
技
採
点
規
則
第

十
五
条
に
う
た
わ
れ
て
お
り
、
両
肘
を
曲
げ
’
た
ら
減
点
さ

れ
る
の
で
腕
は
必
ら
ず
伸
ば
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
肘
を
曲

げ
て
手
首
へ
の
衝
撃
を
柔
げ
る
と
と
も
競
技
の
性
質
上
可

能
で
は
な
い
。
こ
の
他
に
、
わ
れ
わ
れ
は
練
習
時
に
お
い

て
両
手
を
使
用
し
な
い
で
体
操
を
す
る
こ
と
が
不
可
能
で

あ
る
か
ら
手
首
を
必
要
以
上
に
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
・

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
「
手
首
痛
」
の
お
と
り
得
る
原
因
が
ひ
－７

そ
ん
で
い
る
。

Ｊ

普
通
比
較
的
痛
め
や
す
い
の
は
、
親
指
附
近
で
は
母
指

伸
筋
で
、
と
き
と
し
て
総
指
伸
筋
も
痛
め
る
こ
と
も
あ
る
。

最
近
特
に
多
い
の
は
手
根
靭
帯
や
手
掌
膳
筋
を
痛
め
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
寒
い
と
き
に
そ
の
手
首
や
指
に
急
に

力
を
加
え
た
場
合
と
か
予
期
せ
ざ
る
余
分
の
力
が
加
わ
っ

た
と
き
に
痛
め
や
す
い
。
筋
だ
け
で
は
な
く
舟
状
骨
の
骨

折
と
か
不
完
全
骨
折
も
あ
る
の
は
と
の
部
分
の
矯
正
、
予

碓
的
な
補
強
運
動
が
た
り
な
い
か
ら
起
り
易
い
、
だ
か
ら

常
に
補
強
運
動
を
や
っ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

蝿

れ
た
時
の
「
ア
キ
レ
ス
腿
切
断
」
・
さ
ら
に
は
、
腰
、
膝

を
伸
ば
し
て
着
地
す
る
の
が
流
行
し
だ
し
た
時
、
捻
り
技

が
急
激
に
取
入
れ
ら
れ
た
時
の
「
腰
痛
」
等
の
運
動
傷
害

は
全
て
・
執
し
い
テ
ク
ー
ー
ッ
ク
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
と
す
る

過
程
に
お
い
て
起
っ
て
い
る
・

と
の
「
手
首
痛
」
の
お
こ
る
原
因
に
つ
い
て
考
え
て
み

る
に
、
鞍
馬
で
手
首
を
ね
じ
る
運
動
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
と
、
と
く
に
最
近
は
、
ロ
イ
タ
！
式
低
踏
切
板

を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と

に
注
意
し
た
い
・
以
前
の
も
の
に
比
し
て
弾
力
の
あ
る
と

の
ロ
イ
タ
ー
式
低
踏
切
板
の
使
用
は
、
当
然
跳
馬
運
動
の

考
え
方
を
変
し
た
。
そ
れ
は
第
一
飛
躍
と
第
二
飛
躍
と
の

接
続
点
も
即
ち
馬
上
へ
の
着
手
時
の
手
首
の
受
け
る
瞬
間

的
な
衝
撃
は
、
い
ま
ま
で
の
低
踏
切
板
を
使
用
し
て
い
た

と
き
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
程
大
き
な
力
と
な
り
、

当
然
手
首
、
肘
関
節
や
肩
に
負
担
が
か
か
っ
て
く
る
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
、
肘
関
係
や
肩
は
腕
の
筋
肉
等
に
よ
っ

て
衝
撃
は
あ
る
程
度
や
わ
ら
げ
ら
れ
る
の
で
こ
の
部
分
は

大
し
て
痛
め
な
い
で
済
む
が
、
手
首
は
ま
と
も
に
と
の
力

を
受
け
止
め
、
強
く
は
ね
返
さ
ね
ば
な
ら
左
い
・
こ
こ
に



疲
労
と
休
養

を
誘
い
、
疾
病
を
招
き
健
康
を
害
す
、
即
ち
選
手
生
活
を

よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
自
分
の
健
康
管
理
を
す
る
こ
と

は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
，
：
典

体
操
選
手
の
場
合
や
環
境
条
件
即
ち
気
詐
温
も
郡
温
度
、
照

度
戸
器
具
の
良
否
に
よ
っ
て
そ
の
疲
労
の
隆
発
生
の
Ｊ
し
か
た

が
大
部
異
な
っ
て
く
る
。
い
わ
ゆ
る
能
率
の
上
り
方
が
違

っ
て
く
る
ｐ
ま
た
体
操
競
技
は
他
の
ス
ポ
ー
ッ
ェ
り
は
精

神
的
な
疲
労
は
大
変
な
も
の
で
、
こ
の
両
者
を
考
え
て
選

手
生
活
を
せ
ね
↓
は
な
ら
な
い
。
体
力
的
な
疲
労
だ
っ
た
ら

し
ば
ら
く
休
養
し
て
い
る
と
疲
労
物
質
（
乳
酸
な
ど
）
が

血
液
で
連
ば
れ
ひ
と
り
で
に
な
お
っ
て
く
る
も
の
だ
が
、

こ
れ
と
違
っ
て
精
神
的
な
疲
労
は
、
た
だ
じ
っ
と
し
て
い

る
だ
け
で
は
な
か
な
か
な
お
ら
な
い
。
こ
れ
は
頭
の
疲
労

は
、
疲
れ
た
と
い
う
感
覚
を
同
時
に
鈍
ら
せ
る
の
で
疲
労

が
蓄
積
さ
れ
て
か
ら
で
な
い
と
気
が
つ
か
な
い
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
に
筋
肉
運
動
の
疲
労
は
、
脈
の
う
ち
方
が
速
く

友
り
血
液
の
循
環
が
よ
く
な
る
の
だ
が
、
精
神
的
疲
労
は

脳
そ
の
も
の
を
か
な
り
使
っ
て
も
脈
は
そ
れ
ほ
ど
速
く
な

ら
な
い
の
で
、
脳
に
た
ま
っ
た
彼
労
物
質
は
と
れ
に
く
い
。

し
た
が
っ
て
頭
の
仕
事
を
し
て
飽
き
た
と
き
に
は
、
一
寸

《yIIm、
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体
や
頭
を
つ
か
っ
て
仕
事
を
し
た
あ
と
に
は
必
ら
ず
疲

労
が
や
っ
て
く
る
。

と
の
「
疲
れ
」
が
な
か
っ
た
ら
も
っ
と
仕
事
の
能
率
も

上
る
し
戸
た
の
し
く
で
き
る
こ
と
だ
ろ
う
と
田
心
わ
れ
勝
ち

だ
が
、
こ
こ
で
こ
の
疲
れ
が
な
か
っ
た
ら
ま
と
も
に
生
き

て
ゆ
く
こ
と
が
難
か
し
い
。
つ
ま
り
と
の
「
疲
れ
」
と
い

う
警
告
反
応
が
あ
る
か
ら
正
常
に
生
き
て
ゆ
か
れ
る
の
で

あ
る
。
丁
度
私
達
が
体
操
を
や
り
始
め
て
間
も
な
く
経
験

す
る
Ｐ
掌
の
マ
メ
、
皮
が
む
け
た
り
す
る
こ
と
も
警
告
反

応
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
鉄
棒
、
吊
輪
を
や
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
や
：
そ
れ
を
さ
ら
に
や
る
と
：
体
が
参
る
ぞ
と
い
う

警
告
で
あ
る
。
も
の
の
節
度
と
し
て
こ
の
疲
労
は
大
変
意

義
が
あ
る
・

ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
と
体
力
の
消
耗
に
精
神
の
疲
労
も
と

も
な
う
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
と
疲
労
の
関
係
は
余
り
明
確
で

は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
無
知
で
あ
る

こ
と
は
正
常
な
ス
ポ
ー
ツ
生
活
を
す
る
こ
と
を
妨
げ
過
労

砕
く



恥

気
分
転
換
に
窓
を
あ
け
る
と
か
ト
イ
レ
に
行
く
と
か
し
て

身
体
を
動
か
し
た
り
、
深
呼
吸
を
す
る
な
ど
全
身
の
血
液

の
循
環
を
よ
く
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
休
養
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
激
石
の
「
吾
輩
は

（
空
、
天
）
か
ら
要
求
し
て

此
世
に
生
息
す
べ
き
義
務

生
息
の
義
務
を
果
す
為
に

。
・
・
・
。
。
」

ロ
休
養
の
必
要
性
を
説
い
て
い

《
は
絶
対
に
必
要
な
こ
と
で
あ

ロ
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

一
よ
り
他
は
な
い
、
深
い
安
眠

に
よ
っ
て
消
耗
し
た
心
身
の

》
に
よ
り
大
切
な
休
養
法
で
あ

手
的
な
心
身
を
生
む
も
の
と
い

）
る
も
の
を
た
べ
よ
う
が
、
あ

』
に
勝
る
も
の
は
な
い
。
ｆ
“

へ
い
と
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

程
で
あ
る
。
連
動
を
す
る
気
力
へ

鋤
一

能
力
を
失
す
る
こ
と
と
た
る
。
す
べ
か
ら
く
「
す
ぎ
た
る

は
お
よ
ば
ざ
る
が
ご
と
し
」
で
必
要
に
応
じ
て
適
度
に
と

る
計
画
的
な
生
活
方
法
を
考
え
る
ぺ
き
で
あ
る
。

三
八
・
一
一
一
・
二
○

お
年
頃
の
皆
さ
ん
に
動
物
園
へ
行
っ
て
見
て
ご
ら
ん
、

な
ん
て
い
っ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
ワ
、
と
い
わ
れ
れ
ば
そ

れ
ま
で
の
話
。

あ
る
秋
の
昼
下
り
、
当
年
一
オ
六
ヶ
月
の
息
子
の
お
供

を
し
て
あ
る
動
物
園
へ
行
っ
た
と
思
召
せ
、
動
物
園
で
は
、

象
だ
、
キ
リ
ン
だ
、
カ
バ
だ
と
結
構
お
も
し
ろ
く
童
心
に

か
え
っ
て
し
ば
ら
く
見
て
歩
い
て
い
た
。
「
猿
ヶ
島
」
の

前
ま
で
き
た
時
、
枝
か
ら
枝
へ
と
び
移
る
小
猿
遠
を
見
て
、

い
と
も
身
の
軽
い
の
に
い
さ
さ
か
羨
望
の
感
を
覚
え
な
が

ら
し
ば
ら
く
立
止
っ
て
見
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
身
の
軽

い
猿
群
の
中
で
も
特
に
身
軽
な
小
猿
が
い
た
、
ど
こ
が
他

の
猿
ど
も
と
異
る
の
か
と
観
察
し
た
ら
、
ジ
ャ
ン
プ
を
す

る
と
き
の
腕
の
ひ
き
あ
げ
が
い
い
の
で
あ
る
。

わ
が
女
子
選
手
達
が
跳
馬
の
時
に
、
や
れ
助
走
が
弱
い

の
、
腕
の
ひ
き
上
げ
が
足
り
な
い
の
、
方
向
が
要
い
の
と

さ
ん
ざ
ん
し
ぼ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
動
物
園
へ
き
て
、

跳
躍
時
の
腕
の
ひ
き
あ
げ
方
、
方
向
の
理
想
を
猿
ヶ
島
の

小
猿
に
発
見
し
た
の
で
あ
る
。

動
物
園
へ
行
っ
て
見
て
ご
ら
ん

29

猫
で
あ
る
」
の
一
節
にぴん
て
ん

休
養
は
万
物
の
受
天
（
空
、
天
）
か
ら
要
求
し
て

然
る
べ
き
権
利
で
あ
る
。
此
世
に
生
息
す
べ
き
義
務

し
兜
ど
う

を
有
し
蕊
勤
す
る
者
は
・
生
息
の
義
務
を
果
す
為
に

休
養
を
得
ね
ば
な
ら
ぬ
。
・
・
・
…
」

と
あ
り
眠
っ
た
。
猫
自
身
も
休
養
の
必
要
性
を
説
い
て
い

る
。
疲
労
の
回
復
に
は
休
養
は
絶
対
に
必
要
な
こ
と
で
あ

る
。
心
身
の
休
養
こ
そ
最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

一
番
効
果
的
な
方
法
は
睡
眠
よ
り
他
は
な
い
、
深
い
安
眠

（
時
間
の
長
短
で
は
を
い
）
に
よ
っ
て
消
耗
し
た
心
身
の

疲
れ
を
回
復
す
る
こ
と
が
な
に
よ
り
大
切
な
休
養
法
で
あ

る
。
健
康
な
睡
眠
こ
そ
能
率
的
な
心
身
を
生
む
も
の
と
い

え
る
。
い
か
な
る
栄
養
の
あ
る
も
の
を
た
べ
よ
う
が
、
あ

る
い
は
飲
も
う
が
こ
の
睡
；
眠
に
勝
る
も
の
は
な
い
Ｐ
、

し
か
し
こ
こ
で
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

の
休
養
の
と
り
す
ぎ
は
禁
物
で
あ
る
。
連
動
を
す
る
気
力



夕
方
、
練
習
が
終
っ
て
中
庭
に
で
て
み
る
と
壱
昼
に
み

る
こ
と
の
で
き
な
い
美
し
い
草
花
が
あ
る
。
こ
の
美
し
さ

を
感
じ
る
時
は
一
日
の
中
で
一
番
た
の
し
い
と
き
だ
。
特

に
新
し
い
技
と
か
、
自
分
で
満
足
の
ゆ
く
練
習
が
で
き
た

と
き
は
美
ル
く
感
じ
、
一
つ
一
つ
の
花
び
ら
や
葉
に
頬
を

寄
せ
、
「
今
日
は
こ
れ
が
で
き
た
ん
だ
ぞ
」
と
知
ら
せ
て

や
り
た
い
。

体
操
都
に
入
っ
て
四
年
、
ふ
り
か
え
っ
て
み
愚
と
あ
れ

も
こ
れ
も
と
、
や
り
た
い
こ
と
、
気
懸
り
な
こ
と
は
沢
山

あ
っ
た
が
、
と
に
か
く
元
気
で
皆
ん
な
と
仲
良
く
部
生
活

が
で
き
た
Ｃ
一
流
選
手
に
は
な
れ
表
か
つ
た
け
．
れ
ど
も
、

誰
れ
に
も
敗
れ
な
い
充
実
し
た
部
生
活
を
し
た
つ
も
り
だ
・

誰
れ
よ
り
も
多
く
美
し
く
花
み
る
機
会
が
多
く
持
て
た
。

本
当
に
倖
せ
な
四
年
間
で
あ
っ
た
。
み
ん
な
も
自
分
に
納

得
の
ゆ
く
練
習
を
し
て
一
、
人
で
も
多
く
庭
に
咲
く
草
花
の

杏

芹
籍
庭
の
花
の
美
し
い
時

■
、
〃

四
年
中
島
元

、
守

丁
二

わ
た
し
の
名
前
は
ト
ラ
ン
》
ポ
リ
ン
・
わ
た
し
の
先
祖
は

フ
ラ
ン
ス
で
生
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
一
育
て
ら
れ
た
が
ぶ
わ
・
た

し
は
ア
メ
リ
カ
生
れ
で
去
年
日
本
に
や
っ
て
き
た
。
い
つ

も
は
三
つ
に
折
り
た
た
ま
れ
て
体
育
館
の
隅
に
置
か
れ
て

い
る
。
普
段
は
誰
か
に
似
て
お
と
な
し
い
の
で
あ
る
が
、

活
動
的
な
客
が
来
る
と
陽
気
に
な
っ
て
は
し
や
ぐ
の
が
わ

《
・
Ｌ

よ
さ
を
味
わ
っ
て
下
さ
い
。

、

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
独
り
ご
と

四
年
小
松松
↑
武
雄 認叶くう

一量0－



《
銀

少
し
で
も
気
に
入
ら
な
い
と
・
へ
・
ソ
を
曲
げ
て
し
ま
う
の
が

わ
た
し
の
欠
点
で
あ
る
。
ジ
ヤ
ン
プ
カ
を
な
く
す
の
は
ま

だ
良
い
方
で
時
に
は
枠
外
に
放
り
出
す
こ
と
も
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
わ
た
し
は
大
変
好
き
嫌
い
が
激
し
い
・
だ
か
ら

諸
君
は
好
か
れ
る
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
い
け
左
い
・

わ
た
し
に
好
か
れ
る
か
否
か
は
－
－
１
－
ト
ン
の
運
動
の
第

三
法
則
を
固
く
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
・
諸
君
の
力
の
作
用

に
半
分
は
責
任
が
あ
る
・
従
っ
て
・
変
に
力
の
方
向
を
加
え

る
人
に
は
遠
慮
な
し
に
反
抗
す
る
。
そ
こ
で
わ
た
し
の
上

に
乗
る
時
は
補
助
員
が
必
要
と
な
る
。
わ
た
し
の
為
に
怪

我
な
ど
さ
れ
て
は
申
し
訳
な
い
し
、
こ
ち
ら
も
迷
惑
で
あ

る
・
体
育
館
に
入
る
と
す
ぐ
わ
た
し
の
所
に
来
る
者
が
い

る
が
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
も
一
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
・
準

備
運
動
特
に
足
首
の
運
動
を
念
入
り
に
し
て
も
ら
い
た
い

ね
。
又
基
礎
が
大
切
左
と
と
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
同
じ
で

あ
る
・
基
礎
運
動
が
で
き
左
い
の
に
高
度
な
技
を
行
な
う

の
は
非
常
に
危
険
で
あ
り
わ
た
し
自
身
冷
汗
を
か
く
・
基

礎
が
で
き
た
ら
そ
れ
を
応
用
し
て
技
を
高
め
る
・
基
礎
運

動
と
は
ど
こ
か
ら
ど
こ
玄
で
と
は
っ
き
り
区
別
で
き
る
も

の
で
は
な
い
し
、
各
人
の
能
力
に
応
じ
て
種
目
も
異
な
る

51

、
『
…
さ
、
…
。
、
や
。
》
ぬ

た
し
の
性
質
で
あ
る
。
わ
電
た
し
を
訪
ね
て
く
る
人
典
は
い
る

い
る
い
る
が
歪
ト
ラ
ン
》
ポ
リ
ン
め
跳
躍
運
動
・
水
泳
１
の
跳

込
み
練
習
。
体
操
の
空
中
転
回
練
習
・
・
各
種
運
動
競
技
の

基
礎
ト
レ
ー
ー
ー
ン
グ
。
一
般
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
と
し

て
や
っ
て
く
る
他
に
、
時
々
女
性
が
全
身
美
容
の
為
に
や

っ
て
く
る
。
こ
ん
な
時
は
大
い
に
歓
迎
し
て
は
り
き
っ
て

し
ま
う
。
ま
た
小
さ
な
子
供
も
く
る
こ
と
も
あ
る
、
わ
た

し
は
相
当
に
も
て
る
性
質
が
あ
る
。
わ
た
し
は
器
械
体
操

の
中
で
他
の
器
械
に
は
な
い
よ
う
な
強
い
力
を
も
っ
て
い

る
。
。
例
え
ば
演
技
者
が
１
の
力
を
加
え
た
と
す
る
と
２
倍

又
は
３
倍
の
力
を
彼
等
に
返
“
す
。
従
っ
て
タ
ン
ブ
リ
ン
グ

で
は
問
題
に
表
ら
な
い
ジ
ャ
ン
プ
が
で
き
る
。
わ
た
し
を

訪
ね
て
く
る
人
の
中
に
は
と
の
超
ジ
ャ
ン
プ
に
魅
力
を
感

じ
て
来
る
者
も
い
る
。
そ
れ
に
着
地
が
両
足
は
勿
論
の
こ

と
腹
・
背
・
膝
．
．
、
腰
の
ど
こ
で
も
で
き
る
こ
と
が
わ
た
し

に
興
味
を
感
じ
る
理
由
ら
し
い
。
た
だ
し
顔
面
着
陸
だ
け

は
や
め
・
て
く
れ
／

と
の
わ
た
し
と
気
が
合
え
ば
ま
る
で
月
旅
行
で
も
し
て

い
る
か
の
よ
う
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
技
を
行
な
う
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
全
部
が
全
部
気
の
合
う
客
で
は
な
い
。



と
思
う
。
た
だ
な
ん
と
な
く
と
か
、
ど
う
に
で
も
表
れ
と

い
う
考
え
で
練
習
し
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。
い
つ
も
自

分
の
行
な
う
技
の
像
を
頭
に
描
き
研
究
し
左
が
ら
行
な
う

べ
き
で
あ
る
。
巌
後
に
わ
た
し
を
大
切
に
取
扱
っ
て
く
れ
。

特
に
二
人
で
可
愛
が
る
の
は
困
る
、
い
つ
か
は
壊
れ
る
と

い
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
。
し
か
し
壊
れ
た
ら
わ
た
し
は

ど
う
す
れ
ば
良
い
ん
だ
。
そ
れ
こ
そ
「
こ
ま
っ
ち
ゃ
う
永

い
ｈ
い

松
ち
ゃ
ん
、
）
」
で
‐
あ
る
。

郎

郁

《IIm1M、

、

些
一一

〃
〃

行
っ
た
。
そ
し
て
練
習
を
見
て
篤
ろ
い
た
、
部
と
は
名
ば

か
り
で
技
ど
こ
ろ
か
倒
立
す
ら
満
足
に
立
て
な
い
、
一
瞬

我
を
わ
す
れ
た
く
ら
い
だ
・

顧
門
は
一
ヶ
月
後
に
ひ
か
え
た
試
合
に
出
す
と
の
話
し
、

そ
し
て
私
に
与
え
ら
れ
た
期
間
は
試
合
ま
で
の
三
十
日
間

し
か
も
私
自
身
大
学
の
合
宿
へ
参
加
し
な
く
て
は
な
ら
な

か
っ
た
。
実
際
に
は
一
一
十
余
日
と
い
う
短
期
間
に
い
か
に

四
種
目
が
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
か
思
案
に
く
れ
た
、
そ

こ
で
練
習
時
間
の
内
一
時
間
を
補
強
に
使
っ
た
、
補
強
も

な
ま
や
さ
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
壱
泣
く
者
続
出
そ
れ

１
仰

大
学
生
活
三
年
目
の
と
あ
る
日
、
監
督
か
ら
コ
ー
チ
を

し
な
い
か
と
言
わ
れ
軽
い
気
持
で
承
知
し
た
。
し
か
し
女

子
と
聞
い
て
尻
込
み
も
し
た
が
承
知
し
た
以
上
や
り
ぬ
く

決
心
を
し
た
・

コ
ー
チ
を
呼
ぶ
く
ら
い
だ
か
ら
と
・
内
心
そ
ん
な
気
持
で

ど
ん
ぐ
り
コ
ー
チ

四
年

小

栗

一ろ2－



で
も
し
ぼ
っ
た
も
の
だ
。
蝿

日
一
日
と
起
し
さ
を
増
し
て
い
く
、
十
日
に
し
て
規
定

種
目
を
マ
ス
タ
ー
し
た
も
の
数
名
、
実
に
成
長
の
早
い
の

に
驚
い
た
ｐ
合
宿
も
共
に
寝
起
し
技
に
対
し
て
は
納
得
の

ゆ
く
ま
で
練
習
を
し
研
究
を
し
た
・
二
十
日
間
も
た
つ
と

全
員
が
規
定
種
目
を
マ
ス
タ
ー
す
る
ま
で
に
成
長
し
た
、

そ
し
て
三
十
日
間
が
過
ぎ
晴
れ
の
試
合
に
出
場
し
た
、
真

新
し
い
ユ
ー
ー
ホ
ー
ム
に
白
い
ネ
ー
ム
実
に
美
し
い
姿
だ
、

参
加
十
三
チ
ー
ム
、
初
出
場
の
我
が
チ
ー
ム
も
緊
張
し
た

試
合
場
に
姿
を
塊
わ
し
た
。
演
技
開
始
、
弾
丸
の
よ
う
に

跳
ん
で
く
る
す
ご
い
迫
力
、
サ
ル
の
よ
う
に
し
が
み
つ
く
、

美
し
い
バ
ラ
ン
ス
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
だ
そ
し
て
白
鳥
が
舞
う

が
ご
と
く
に
や
さ
し
い
、
実
に
素
晴
ら
し
い
、
コ
ー
チ
の

喜
び
も
こ
こ
に
あ
る
、
た
れ
に
も
う
ば
う
こ
と
の
出
来
な

い
宝
物
で
も
あ
る
・
素
人
の
彼
女
ら
が
こ
こ
ま
で
努
力
し

た
こ
と
に
私
は
涙
の
出
る
ほ
ど
う
れ
し
く
胸
が
つ
ま
っ
た
、

そ
し
て
こ
こ
で
得
た
も
う
…
一
つ
は
彼
ら
に
は
限
界
が
な
い

こ
と
だ
、
し
ぼ
れ
ば
し
ぼ
る
ほ
ど
味
を
出
し
円
熟
し
て
い

く
、
そ
し
て
名
が
世
界
に
篭
ろ
く
の
で
あ
る
、
コ
ー
チ
は

派
手
で
は
な
い
し
か
し
実
に
す
ば
ら
し
い
准
験
を
し
な
く

熱
も

れ
た
、
こ
れ
か
ら
も

う
。 な

り
と
も
味
わ
っ
た
よ
う
だ
、
そ
し
て
体
操
に
対
す
る
情

て
は
わ
か
ら
な
い
鰐
い
が
あ
る
の
だ
。

彼
ら
は
私
に
も
限
り
な
い
喜
び
と
愛
情
と
を
与
え
て
く

彼
ら
一
は
こ
れ
に
よ
っ
て
体
操
・
と
い
う
も
の
の
味
を
少
し
一

若
鮎
の
ご
と
く
活
躍
す
る
と
と
だ
ろ

ー＝一

蕊
霧雪雲琴雪雪雲雲塞雲雲室豊-==~葵雲雲窒雲妻雲雪害=~－

－551－



抱
負一

勅
主
将
真
島
孝

礼

先
輩
共
相
談
し
た
結
果
、
や
は
り
進
学
し
た
方
が
良
い
と

い
う
事
で
、
私
も
そ
こ
で
は
っ
き
り
、
大
学
に
入
っ
て
体

操
を
や
る
ん
だ
。
と
い
う
意
欲
を
い
だ
い
た
も
の
で
し
た
。

そ
の
当
時
、
高
校
の
先
生
に
こ
ん
な
事
を
二
言
わ
れ
た
事
を

今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
大
学
の
運
動
部
は
高
校
と
違
河
揮
善
な
ま
や

さ
し
い
も
の
で
は
な
い
・
今
の
実
力
で
は
、
と
う
て
い
お

●
し
皇
．
。
。

ぼ
つ
か
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
お
前
が
上
達
す
諺
か
雲

そ
れ
と
も
脱
落
す
る
か
は
努
力
次
第
だ
。
ま
ず
レ
ギ
ュ
ラ

ー
に
な
る
事
を
目
標
に
し
て
頑
張
れ
。
と
言
わ
れ
た
事
で

す
。そ
の
話
を
蝿
い
て
、
〃
私
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
る
〃
と
い

う
事
を
目
標
に
し
て
こ
の
日
大
に
入
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま

す
が
、
や
は
り
言
わ
れ
た
通
お
り
大
学
と
い
う
と
こ
ろ
は

大
変
層
が
厚
く
、
七
、
八
十
名
の
部
員
の
中
か
ら
、
た
っ

た
の
六
名
に
入
る
の
は
並
大
底
の
事
で
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
い
つ
も
そ
の
事
を
頭
に
入
れ
、
一
年
の
頃
は
良
く

頑
張
っ
た
と
思
う
。

そ
う
し
た
事
が
今
に
な
っ
て
役
立
っ
た
と
思
う
。
；
ず

又
高
校
の
先
生
に
も
言
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
一
別
の
意

７
〆
ｌ
紅
土
Ｊ
豆
一
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私
が
体
操
を
や
り
始
め
た
の
は
中
学
二
年
の
時
だ
っ
た
。

当
時
何
の
目
的
も
な
く
ず
る
ず
る
と
入
っ
た
私
は
、
中
学
、

高
校
と
別
に
体
操
で
生
き
よ
う
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ

た
し
、
そ
う
い
う
意
味
か
ら
も
何
の
気
苦
労
も
な
く
。
の

び
の
び
と
や
っ
て
と
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
壱
こ
ん
に
ち

の
考
え
で
は
〃
私
に
は
、
体
操
と
い
う
も
の
だ
け
し
か
な

い
。
〃
と
思
っ
て
い
る
。
時
々
、
と
ん
を
事
を
考
え
る
。

現
在
、
体
操
を
省
い
た
ら
何
か
出
来
る
か
？
何
も
出
来

な
い
で
は
な
い
か
。
単
な
る
一
学
生
と
い
う
事
だ
け
で
あ

っ
て
、
そ
れ
よ
ｐ
も
、
も
っ
と
下
《
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ

う
い
う
点
か
ら
も
体
操
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
に
魅
力
が
あ
り
、

私
自
身
愛
着
し
、
離
れ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
高
校
を
卒

業
す
る
一
隙
、
実
菜
学
校
で
あ
る
関
係
上
、
就
職
か
進
学
か

で
大
分
私
も
迷
っ
た
９
し
か
し
、
私
個
人
の
考
え
と
し
て

は
、
今
後
も
体
操
を
航
け
た
か
つ
た
し
、
一
応
、
先
生
？

岬



味
で
変
っ
て
い
た
事
だ
ろ
う
‐

二
年
の
イ
ン
カ
レ
か
ら
ど
う
に
か
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に

な
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
監
督
、
コ
ー
チ
他
”
先
輩
の
御

指
導
が
あ
：
つ
た
か
ら
こ
そ
で
、
こ
こ
で
と
の
べ
Ｉ
ジ
を
借

り
て
感
謝
蚊
し
ま
す
℃

今
年
の
反
省

新
総
務
鶴
見
興
人

蝿、

優
勝
と
い
う
成
績
を
残
し
た
の
で
あ
る
・
と
の
試
合
は
シ

ー
ズ
ン
始
め
だ
っ
た
の
で
イ
ン
ヵ
レ
で
優
勝
を
ね
ら
う
他

校
に
は
春
の
事
件
の
直
後
だ
っ
た
だ
け
に
驚
異
で
あ
っ
た

に
違
い
な
い
。
六
月
三
十
日
、
関
東
イ
ン
ヵ
レ
が
横
浜
で

開
催
さ
れ
た
・
こ
れ
は
直
接
全
日
本
イ
ン
ヵ
レ
に
つ
な
が

る
試
合
で
あ
り
、
本
学
は
、
昨
年
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
三
人

を
送
り
出
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
穴
を
う
め
て
ど
の
よ
う

に
戦
う
か
と
い
う
大
事
な
試
合
で
も
あ
っ
た
。
最
初
の
種

目
が
比
較
的
調
子
の
出
や
す
い
跳
馬
だ
っ
た
の
で
全
員
好

調
の
う
ち
に
波
に
乗
り
平
行
棒
、
鉄
棒
と
前
半
三
種
目
を

終
え
ラ
イ
バ
ル
教
育
大
と
互
角
に
戦
っ
た
が
、
後
半
の
徒

手
で
思
わ
ぬ
エ
ラ
ー
が
続
出
し
つ
い
に
優
勝
を
の
が
し
て

し
ま
っ
た
。
一
方
女
子
は
、
優
勝
を
ね
ら
う
べ
く
着
々
と

得
点
を
重
ね
た
が
、
二
・
一
年
生
が
主
体
の
チ
ー
ム
の
た

め
あ
と
一
歩
と
い
う
所
が
足
ら
ず
日
体
大
に
僅
差
で
優
勝

を
う
ば
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
男
女
と
も
残
念
な
が
ら
優
勝

は
出
来
左
か
つ
た
が
、
全
日
本
イ
ン
カ
レ
の
目
安
が
つ
い

た
点
で
は
非
常
に
有
意
義
な
大
会
で
あ
っ
た
・

全
日
本
学
生
選
手
権
が
広
島
で
行
わ
れ
る
た
め
男
女
レ

ギ
ュ
ラ
ー
一
一
十
六
名
は
、
七
月
一
一
十
二
日
よ
り
岡
山
県
営

体
育
館
で
合
宿
を
行
な
っ
た
。
毎
日
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ

で
あ
っ
た
が
熱
意
あ
る
地
元
の
後
援
も
あ
っ
て
、
監
督
は

じ
め
コ
ー
チ
、
選
手
が
一
丸
と
な
り
イ
ン
カ
レ
を
目
ざ
し

技
術
の
向
上
を
図
り
、
チ
ー
ム
融
合
を
期
し
て
の
効
果
の

上
っ
た
合
宿
で
あ
っ
た
。

麹
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昭
和
三
十
八
年
度
は
、
実
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ

た
。
特
に
春
季
合
宿
時
に
お
け
る
四
十
名
に
も
及
ぶ
急
性

腸
炎
事
件
は
大
き
な
不
祥
事
で
あ
り
深
い
反
省
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
・

春
季
合
宿
は
、
三
月
一
一
十
七
日
か
ら
八
日
間
、
豊
橋
市

体
育
館
で
新
入
生
を
含
め
総
勢
六
十
余
名
と
い
う
大
世
帯

で
行
な
っ
た
が
、
合
宿
半
ば
に
半
数
以
上
が
胃
腸
を
こ
わ

し
途
中
で
練
習
を
打
ち
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
合
宿
が
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
っ
て
来
た
と
こ
ろ
だ

け
に
残
念
で
あ
っ
た
。

五
月
五
日
、
教
育
大
に
於
い
て
開
か
れ
た
新
人
戦
は
春

季
合
宿
の
不
成
巧
を
ど
こ
ま
で
取
戻
し
て
い
る
か
全
く
不

安
で
あ
っ
た
が
、
新
入
生
が
キ
ビ
キ
ビ
し
た
演
技
を
行
な

い
結
局
男
女
個
人
総
合
を
独
占
、
種
目
別
で
も
四
種
目
に



《111m'、

そ
の
夜
床
の
中
で
、
私
の
主
人
は
“
桜
樹
“
の
寄
稿
に

余
念
が
な
か
っ
た
幾
度
も
幾
度
も
私
の
握
匁
し
め
て
い
る

ペ
ン
を
原
稿
の
上
に
投
げ
出
し
て
は
何
か
思
案
に
沈
ず
む

の
で
し
た
、
し
か
し
そ
の
夜
は
あ
ま
り
う
ま
い
創
作
が
浮

ば
ぬ
ま
ま
に
た
だ
い
た
ず
ら
に
時
を
過
す
ば
か
り
で
し
た

と
云
う
の
も
私
が
ペ
ン
を
取
る
回
数
を
数
え
る
事
に
よ
っ

て
も
容
易
に
知
る
事
が
出
来
る
。
ふ
と
、
ｆ
床
の
外
に
な
げ

出
さ
れ
た
私
の
見
上
げ
た
時
計
は
も
う
真
夜
中
の
一
時
を

過
ぎ
て
い
る
、
思
わ
ぬ
時
の
早
さ
に
感
付
い
て
？
そ
の
時

分
に
表
っ
て
急
に
眠
気
が
広
が
っ
て
米
た
の
か
、
》
私
の
主

人
も
『
こ
れ
は
、
い
か
ん
／
」
と
言
い
な
が
ら
今
迄
書
い

た
原
稿
を
読
み
返
え
し
て
、
そ
れ
か
ら
い
つ
の
間
に
か
イ

ン
ク
ピ
ン
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
ペ
ン
を
紙
面
の
上
に
投

げ
出
す
と
イ
ン
ク
ピ
ン
に
蓋
を
し
、
そ
し
て
い
つ
も
の
様

我
輩
別
は
↑
掌
で
あ
る

鳥
率
掌
、
の
手
柄
◇

縁

三
年
§
平
野
／
白
冒
ぷ
宏

56

ｉ
七
月
耐
二
十
、
九
日
い
よ
い
主
試
合
が
始
ま
る
。
第
一
臼
を

終
也
廟
男
女
共
ま
ず
ま
ず
の
出
来
、
自
由
問
題
で
の
追
込
，
み

が
期
待
さ
れ
た
が
試
合
を
明
日
に
ひ
か
え
た
三
十
日
の
夕

方
か
ら
全
員
腹
痛
を
う
っ
た
え
旅
館
は
全
く
病
院
の
よ
う

課
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
と
で
わ
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が

↑
食
中
毒
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
他
の
大
学
も
五
、
六
校
や

ら
れ
た
ら
し
い
）
途
中
で
棄
権
す
る
訳
に
も
い
か
ず
注
射

を
う
っ
て
試
合
に
臨
ん
だ
が
、
天
わ
れ
に
利
せ
ず
ま
た
し

て
も
教
育
大
、
日
体
大
に
大
き
く
リ
ー
ド
を
ゆ
る
し
て
準
し

ま
っ
た
。
女
子
も
全
く
同
じ
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
が
、

‐
下
手
堂
佐
藤
両
選
手
が
良
く
頑
張
り
個
人
総
合
優
勝
、
一
一
一

位
を
獲
得
し
た
の
が
せ
め
て
も
の
慰
め
で
あ
っ
た
。
；

以
上
の
よ
う
に
今
年
は
病
気
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
合
宿

で
の
正
規
の
食
事
以
外
の
外
食
へ
：
間
食
等
の
暴
飲
暴
食
を

慎
し
み
二
度
と
再
び
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
起
さ
な
い
よ
う

個
人
個
人
良
く
注
意
し
て
欲
い
も
の
で
あ
る
。

最
后
に
な
り
ま
し
た
か
、
秋
葉
安
太
郎
先
生
が
大
学
の

お
仕
事
多
忙
の
た
め
体
操
部
長
を
お
辞
め
に
な
ら
れ
た
こ

と
は
大
変
淋
し
い
と
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
新
部
長
と

し
て
文
理
学
部
教
授
平
野
平
三
先
生
を
お
迎
え
し
、
部
員

一
同
団
結
し
心
気
一
転
優
勝
を
目
標
に
頑
張
り
た
い
と
念

願
し
て
お
り
ま
す
。



私
の
主
人
は
大
掲
生
活
に
於
い
て
は
ま
だ
一
年
生
で
し

た
、
そ
れ
で
高
校
卒
業
後
精
一
杯
に
努
力
し
て
育
て
あ
げ

た
頭
髪
も
今
で
は
大
学
生
連
動
部
員
と
し
て
新
気
一
転
精

進
し
た
け
れ
ば
と
云
う
訳
で
先
輩
連
に
坊
子
頭
に
さ
れ
た

も
の
で
し
た
。
以
前
は
私
も
ず
い
分
整
髪
の
手
伝
い
し
た

も
の
で
す
が
今
で
は
そ
れ
に
関
し
て
は
全
く
手
持
ち
ぶ
さ

た
と
い
っ
た
所
で
す
頭
髪
が
伸
び
て
い
る
時
は
全
く
必
要

無
い
も
の
で
し
た
が
、
彼
が
急
に
坊
子
頭
に
な
っ
た
の
と
、

彼
特
有
の
恥
心
が
働
き
か
け
帽
子
を
求
め
た
の
で
す
。
そ

し
て
主
人
は
こ
れ
を
毎
日
か
か
さ
ず
学
校
へ
、
そ
し
て
最

初
の
頃
は
、
ち
ょ
っ
と
外
へ
使
い
に
行
く
と
き
、
遊
び
に

行
く
と
き
、
更
に
風
呂
に
行
く
時
迄
に
も
お
よ
ん
だ
の
で

す
、
た
び
た
び
学
校
へ
行
く
時
間
に
な
っ
て
帽
子
が
な
い

事
に
気
付
き
、
さ
ん
ざ
ん
探
し
麺
っ
た
挙
句
休
ん
だ
事
も

あ
る
位
で
す
・

今
主
人
の
室
に
侵
入
し
た
者
は
そ
う
し
た
主
人
の
帽
子

と
の
関
係
を
よ
く
知
っ
て
い
た
の
で
し
た
。
気
心
の
知
れ

た
同
宿
人
で
あ
る
事
と
私
の
主
人
の
先
輩
で
あ
る
事
を
か

か
げ
、
彼
は
茶
目
気
の
発
揮
と
先
輩
ら
し
い
自
己
満
足
と

を
得
る
為
、
私
の
主
人
の
帽
子
を
一
寸
預
か
り
主
人
の
狼

－57－

蝿
Ｊ

に
私
に
充
分
な
メ
ン
タ
ム
を
施
し
床
の
中
に
も
ぐ
り
込
ん

だ
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
ど
の
位
時
間
が
経
っ
た
ろ
う
か
、

私
は
主
人
の
大
き
な
寝
返
り
に
目
を
醒
し
た
の
で
す
、
そ

し
て
払
は
床
の
外
に
投
げ
出
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の

瞬
間
私
は
鋭
い
沈
痛
に
襲
わ
れ
、
直
ぐ
後
冷
い
液
状
の
も

の
が
は
ら
は
ら
と
私
に
振
り
掛
っ
た
の
で
す
・
私
は
主
人

の
大
き
な
寝
返
り
の
為
、
先
程
紙
面
上
に
そ
の
蚕
ま
に
な

っ
て
い
た
ペ
ン
を
引
か
け
て
し
ま
い
ペ
ン
に
つ
い
て
い
た

イ
ン
ク
が
私
の
顔
に
飛
び
散
っ
た
の
で
す
。
私
は
早
く
主

人
が
気
が
つ
い
て
顔
か
ら
イ
ン
ク
を
拭
い
て
く
れ
る
事
を

願
っ
た
の
で
す
が
そ
の
ま
ま
眠
っ
て
い
る
ば
か
り
で
す
、

そ
の
為
し
ば
ら
く
の
間
眠
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
時
を
過
し
て
お

り
ま
し
た
。

や
が
て
私
は
た
だ
な
ら
ぬ
気
配
に
気
が
付
い
た
の
で
す
、

半
開
き
戸
が
静
か
に
開
い
た
か
と
思
う
と
そ
こ
か
ら
顔
を

出
し
て
中
を
伺
が
っ
て
い
る
者
が
い
た
の
で
す
、
そ
し
て

し
ば
ら
く
室
の
中
の
様
子
を
探
ぐ
っ
て
い
る
様
で
し
た
が
、

主
人
の
い
び
き
を
聞
い
た
の
か
安
心
し
た
様
子
で
全
身
を

主
人
の
室
の
中
に
黒
々
と
姿
を
現
ら
わ
し
た
の
で
す
。



さ
て
次
の
日
不
思
議
な
事
が
起
っ
た
の
で
す
り
釧
私
の
主

人
の
頭
に
は
ち
ゃ
ん
と
帽
子
が
乗
っ
て
い
る
で
は
あ
り
注

せ
ん
か
、
同
輩
と
共
に
登
校
し
て
い
ま
す
、
主
人
の
室
に

侵
入
し
た
先
輩
は
た
し
か
に
帽
子
を
持
っ
て
い
っ
た
し
そ

れ
で
は
先
輩
が
主
人
の
狼
狽
に
同
情
し
て
出
し
て
く
れ
た

の
か
、
同
輩
の
も
の
を
借
り
た
の
か
、
い
や
違
い
ま
す
、

正
真
正
銘
の
主
人
の
帽
子
な
の
で
す
。
も
し
主
人
が
同
じ

下
宿
に
住
ん
で
い
る
者
の
中
や
誰
か
が
持
ち
出
し
た
も
の

と
気
付
い
て
も
先
輩
が
五
人
そ
れ
に
同
輩
が
二
人
即
ち
容

疑
者
が
先
輩
五
人
同
輩
二
人
の
七
人
に
な
る
訳
で
、
あ
の

時
主
人
が
熟
睡
し
て
い
た
事
は
私
が
証
明
出
来
ま
す
。
そ

の
者
の
顔
を
見
な
け
れ
ば
姿
さ
え
も
見
る
事
が
出
米
な
か

っ
た
は
ず
〃
し
か
し
私
の
主
人
は
容
易
に
無
く
な
っ
た
帽

子
を
手
に
入
れ
る
事
が
出
来
た
の
で
す
。
そ
れ
は
私
が
主

岬

た
所
は
私
の
上
で
し
た
の
で
思
わ
ず
気
が
付
い
た
か
と
ば

か
ｂ
に
観
念
の
色
さ
え
感
じ
ら
れ
た
の
で
す
が
、
し
か
し

あ
く
ま
で
熟
睡
し
て
い
る
主
人
か
ら
は
何
ん
の
力
を
加
え

ら
れ
る
事
も
な
し
に
、
み
す
み
す
彼
に
目
的
を
果
さ
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

ろ8

狽
を
楽
し
も
う
と
し
た
の
で
す
ｂ

主
人
に
感
付
か
れ
る
事
な
し
に
侵
入
に
成
功
し
た
彼
は

帽
子
を
求
め
て
目
を
光
ら
せ
ま
す
・
感
付
か
れ
る
事
を
用

心
し
て
か
あ
ま
り
歩
き
廻
ら
ず
に
目
を
四
方
八
方
へ
目
を

移
し
ま
す
、
私
は
気
が
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
私
の
主
人

が
目
を
鯉
す
の
を
一
生
懸
命
祈
っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
中
に
目
的
物
を
見
つ
け
た
の
か
私
の
方
へ
寄
っ
て

来
ま
し
た
、
私
は
た
だ
夢
中
に
左
ｂ
主
人
へ
の
知
ら
せ
に

あ
せ
り
ま
し
た
、
そ
し
て
主
人
が
私
に
力
を
与
え
て
く
れ

る
事
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

到
々
彼
は
机
の
上
に
．
あ
る
帽
子
に
手
を
か
け
よ
う
と
し

ま
し
た
。
し
か
し
帽
子
を
取
る
瞬
間
彼
は
前
に
突
伏
し
た

の
で
す
、
い
か
な
る
場
合
に
せ
よ
自
分
が
侵
入
者
た
る
事

を
認
め
て
い
た
の
か
、
早
々
に
事
を
成
す
為
に
手
先
の
事

に
だ
け
、
気
を
と
ら
れ
て
、
お
そ
ら
く
全
神
経
を
集
中
し
て

い
て
、
足
先
へ
は
無
の
状
態
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
暗
い

室
の
中
で
何
か
に
つ
ま
ず
い
た
の
で
し
た
、
そ
れ
で
も
流

石
か
体
傑
マ
ン
ら
し
く
身
の
こ
な
し
の
柔
か
い
よ
ろ
め
き

を
す
る
と
音
も
な
く
私
の
上
に
彼
の
手
を
置
い
た
の
で
し

た
。
そ
の
時
評
仮
は
思
わ
ぬ
失
敗
に
驚
き
そ
れ
も
手
の
付
い

ぃ



大
学
日
本
の
学
生
と
左
っ
て
い
る
現
在
、
高
校
時
代
と

比
較
し
て
み
て
い
る
と
新
人
諸
君
始
め
皆
ん
な
が
異
な
っ

た
所
を
見
つ
け
る
事
が
多
い
が
、
そ
の
内
体
操
部
の
中
に

入
っ
て
い
て
も
又
違
っ
て
い
る
事
、
異
な
っ
て
い
る
事
が

多
い
。
例
え
ば
言
葉
で
あ
る
。
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖

維
室
で
そ
の
地
方
か
ら
出
て
来
た
人
が
そ
れ
ぞ
れ
好
き
勝

手
に
自
分
の
地
方
で
使
う
言
葉
を
乱
発
し
て
い
る
の
を
み

る
と
大
学
と
い
う
所
が
い
か
に
大
で
あ
る
か
を
び
っ
く
り

す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
と
共
に
そ
の
地
方
地
方
の
言
葉
に
ど

《

言
語
学
専
攻

三
年
梅
崎
捷
也

－5’一

《
・

人
の
寝
返
り
の
為
に
顔
に
ペ
ン
を
引
掛
け
た
事
に
解
決
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ
た
訳
で
し
た
。
私
が
あ
の
時
主
人
の
力

を
与
え
て
く
れ
る
事
を
祈
り
な
が
ら
も
与
え
て
く
れ
表
か

つ
た
事
に
非
常
に
悔
み
表
が
ら
も
必
死
の
機
転
を
施
し
た

事
を
後
に
左
っ
て
自
慢
す
る
思
い
で
す
。

あ
の
時
私
に
は
メ
ン
タ
ム
が
ぬ
ら
れ
て
お
り
歪
そ
れ
に

イ
ン
ク
が
飛
び
散
り
メ
ン
タ
ム
の
上
に
乾
き
も
せ
ず
に
そ

の
ま
き
に
な
っ
て
い
た
の
で
し
た
、
そ
し
て
あ
の
時
”
主

人
の
先
輩
の
掌
に
完
全
茂
る
侵
入
者
た
る
印
を
付
け
て
い

た
の
で
し
た
。
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な
ん
で
す
か
」
そ
う
聞
か
れ
た
時
、
小
生
も
が
っ
く
り
、

「
お
じ
さ
ん
・
今
何
捜
し
て
た
の
」
と
い
う
と
箱
か
な
に

か
に
い
り
と
と
い
う
名
が
あ
る
か
な
い
か
を
確
め
て
い
た

そ
う
で
、
新
し
い
に
ぽ
し
を
出
し
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い

た
小
生
が
お
か
し
く
て
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
。
ま
あ
こ
ん

な
事
で
は
あ
る
が
、
誰
し
も
経
験
し
得
る
事
だ
と
思
う
。

地
方
地
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
言
い
方
が
違
っ
た
り
湾
発
音

が
お
か
し
か
っ
た
り
す
る
け
ど
も
雫
そ
れ
は
そ
れ
で
良
い

と
思
う
が
、
郷
に
入
ら
ず
ん
ば
郷
に
し
た
が
え
で
亨
現
在

標
準
語
と
さ
れ
て
る
、
東
京
山
ノ
手
の
中
流
家
庭
の
言
葉

を
少
し
で
も
多
く
お
ぼ
え
話
せ
る
様
に
な
る
事
が
将
来
の

為
に
も
小
生
の
様
な
あ
る
一
つ
の
失
敗
だ
け
ど
も
そ
の
一

シ
の
失
敗
も
し
な
く
て
も
良
い
よ
う
に
東
京
弁
と
い
う
も

の
に
た
れ
る
と
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
又
自
分
の
郷

里
の
言
葉
と
東
京
弁
を
話
せ
る
事
は
特
別
言
葉
に
於
い
て

気
を
使
う
事
が
な
く
な
る
か
ら
大
変
便
利
で
あ
る
・

そ
の
点
体
操
部
は
東
北
弁
一
九
州
弁
、
四
国
弁
農
《
大
阪

。
《
じ

弁
・
・
…
．
・
を
実
際
に
き
い
て
話
し
を
す
る
事
が
で
き
る

の
で
こ
れ
を
全
部
話
せ
る
棟
に
左
っ
た
ら
言
語
学
の
あ
る

一
点
を
マ
ス
タ
ー
し
た
様
な
も
の
で
あ
る
、
本
当
。
つ
ま

(1Iim感、
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と
も
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
事
を
気
が
つ
く
と
思
う
。
ま
ず
体

操
部
は
本
当
に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
人
達
が
始
ま
っ

て
い
る
の
で
話
を
聞
い
て
い
て
も
楽
し
い
事
で
一
ぱ
い
で

あ
る
・
小
生
も
大
学
に
入
っ
て
上
京
し
て
の
失
敗
談
を
述

べ
る
。

●
、
●

あ
る
雑
貨
店
で
東
京
で
い
う
に
ぼ
し
の
事
を
九
州
で
は

●
、
●

い
り
と
と
い
う
こ
れ
は
ど
う
し
て
こ
う
違
う
か
知
ら
な
い

け
ど
も
そ
れ
は
そ
う
と
し
て
店
の
前
で
大
き
な
声
で
小
生

＠
●
●

が
〃
い
り
と
下
さ
い
〃
す
る
と
お
ば
さ
ん
が
出
て
来
て
不

●
●
○

思
議
そ
う
左
顔
を
し
て
〃
父
ち
ゃ
ん
家
に
い
り
と
と
い
う

の
お
い
て
ま
す
か
？
〃
と
↑
そ
こ
の
お
や
じ
さ
ん
が
出
て

来
て
〃
さ
め
ど
こ
に
置
い
た
か
左
〃
と
捜
し
始
め
た
の
で

こ
ち
ら
は
目
の
前
に
・
に
ぼ
し
は
あ
る
ん
だ
け
ど
き
っ
と

ま
だ
新
し
い
の
を
出
し
て
く
れ
る
ん
だ
ろ
う
な
ん
て
思
っ

て
見
て
い
る
と
”
二
・
三
分
捜
し
た
あ
げ
く
親
父
さ
ん
は

●
●
○

″
家
は
丁
度
今
い
り
と
を
仕
入
れ
て
な
か
っ
た
様
で
す
ど

う
も
す
み
ま
せ
ん
〃
と
い
う
返
事
、
小
生
は
「
じ
や
ｌ
と

れ
で
も
い
い
か
ら
少
し
下
さ
い
」
と
い
う
と
御
母
さ
ん
は

「
は
い
は
い
」
と
安
心
し
た
様
な
顔
を
し
て
そ
れ
を
は
か

●
●
●

り
に
か
け
て
い
た
。
親
父
さ
ん
は
「
と
こ
ろ
で
い
り
と
て



《

り
我
々
は
体
操
部
に
入
る
と
同
時
に
言
語
学
を
専
攻
し
て

い
る
様
な
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
小
生
の
酬
究
し
た
「
も
う
い
い
で
し
ょ
う
」
を

い
ろ
い
ろ
の
べ
る
。
〃
も
う
い
い
べ
し
や
〃
東
北
、
〃
も

う
エ
エ
で
か
ら
〃
・
”
も
う
よ
か
ろ
う
〃
九
州
、
〃
も
う
よ

か
や
ん
か
Ｉ
“
そ
の
他
い
ろ
い
ろ

こ
の
辺
で
ご
め
ん
な
ん
し
よ
。

あ
る
小
さ
な
後
悔

三
年
河
原
正
昭

《

原
君
は
体
が
小
さ
い
の
に
良
く
飛
べ
ま
し
た
ね
、
と
誉
め

ら
れ
ク
ラ
ス
の
人
達
か
ら
も
運
動
神
経
が
発
達
し
て
い
る

と
煽
て
ら
れ
そ
こ
で
私
は
大
い
に
得
意
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
か
ら
は
鉄
棒
《
マ
ッ
ト
の
外
に
相
撲
、
ケ
ン
カ

等
壷
種
左
の
こ
と
を
積
極
的
に
参
加
披
露
し
て
他
の
者
よ

り
良
い
所
を
見
せ
る
為
大
部
無
理
な
こ
と
で
も
行
動
し
た
。

ま
た
他
の
小
学
校
四
校
と
の
連
合
運
動
会
に
お
い
て
騎
馬

戦
大
会
杉
並
第
六
小
学
校
の
大
将
と
し
て
選
ば
れ
い
よ
い

よ
暴
れ
る
事
に
自
信
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
杉
六

小
の
二
番
餓
鬼
大
将
と
云
う
肩
書
を
持
っ
て
卒
業
し
そ
の

頃
先
生
方
か
ら
将
来
の
希
望
は
？
．
と
閏
か
れ
解
ら
左
い

と
答
え
る
と
君
は
体
操
の
先
生
に
向
い
て
居
る
か
も
し
れ

左
い
ね
と
云
わ
れ
私
も
、
解
ら
左
い
童
ま
に
そ
う
だ
体
操

の
先
生
に
宏
ら
向
く
だ
ろ
う
幸
い
体
操
の
先
生
に
好
感
を

も
っ
て
い
た
の
で
体
操
の
先
生
に
な
っ
て
や
ろ
う
と
頭
か

ら
決
め
つ
け
て
し
ま
っ
た
。
中
学
は
日
大
一
一
中
に
入
り
中

学
一
、
二
年
期
は
ク
ラ
ス
の
友
人
と
暴
れ
廻
り
そ
れ
で
は

物
足
、
り
な
く
三
年
で
体
操
部
に
入
っ
た
、
当
初
は
マ
ッ
ト

で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
だ
け
で
、
疲
れ
他
の
部
員
は
地
上

転
回
飛
び
込
み
前
転
、
バ
ッ
ク
転
、
バ
ッ
ク
宙
》
等
雫
ど
ん

41＝

私
が
小
学
校
四
年
当
時
、
担
任
の
先
生
は
女
性
で
あ
っ

た
が
↓
今
か
ら
思
え
ば
張
切
っ
た
人
で
あ
っ
た
。
と
の
先

生
が
体
操
の
時
間
飛
箱
を
出
さ
せ
ク
ラ
ス
全
員
に
飛
ば
せ

た
。
は
じ
め
は
二
段
そ
れ
か
ら
三
段
四
段
五
段
と
高
さ
を

順
次
上
げ
て
六
段
に
左
る
と
武
石
君
と
私
だ
け
が
残
り
あ

と
の
者
は
自
信
な
く
飛
ば
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
先
生
が
河



に
入
学
し
て
か
ら
も
器
械
体
操
部
に
入
部
し
一
年
の
時
は

練
習
を
し
な
い
日
が
二
日
続
く
と
体
の
調
子
が
変
っ
た
様

で
自
宅
内
で
倒
立
、
腕
立
て
”
パ
ッ
ク
宙
等
を
し
唐
紙
を

破
っ
た
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
。
二
年
の
前
期
で
潮
ぐ
私
も

大
学
生
に
な
っ
た
の
だ
と
自
覚
し
始
め
た
。
こ
の
自
覚
と

共
に
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
思
考
・
行
動
を
見
直
し
て
私
は

こ
れ
か
ら
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
？
そ
の
時
々

の
気
持
に
左
右
さ
れ
て
な
ん
と
不
安
な
長
い
時
を
暮
し
て

来
た
も
の
だ
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い
・
と
の
大
学
二
年
の

中
期
よ
り
三
年
の
前
期
ま
で
に
何
ん
と
か
し
左
け
れ
ば
と

思
い
つ
つ
現
在
；
に
致
っ
て
お
る
。
私
は
望
む
、
特
に
後
輩

諸
君
に
／
ａ
私
と
同
じ
様
な
気
持
を
持
っ
て
い
る
者
も
何

人
か
お
る
と
思
う
諺
勿
論
体
操
に
精
進
す
る
の
は
良
い
こ

と
で
あ
る
が
同
じ
や
る
な
ら
何
ん
で
も
良
い
か
ら
目
的
を

圭
・
一
◇
！
．
。
．
。
。

作
り
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
悔
い
な
く
発
散
さ
せ
た
な
ら
後

悔
を
そ
と
云
う
も
の
は
考
え
ら
れ
ず
飼
楽
し
い
思
い
出
が

残
る
の
で
は
な
い
か
ｐ
：

(mIIm愚、

42

ど
ん
練
習
し
て
差
が
付
い
て
い
た
が
私
も
好
き
な
道
な
の

で
日
大
二
高
一
年
に
な
り
皆
の
出
来
る
技
ほ
と
ん
ど
出
来

る
様
に
な
り
練
習
も
楽
し
い
と
思
う
様
に
た
つ
‐
た
ｐ
し
か

し
高
一
の
中
期
肋
膜
癒
着
で
約
一
年
間
練
習
を
休
み
高
一
一

の
中
期
か
ら
ま
た
や
り
出
し
た
ｐ
休
ん
で
い
た
時
暴
れ
た

く
て
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
が
医
者
か
ら
止
め
ら
れ
て
い
た

の
で
我
慢
し
半
年
間
の
辛
抱
の
未
や
っ
と
許
可
が
下
り
た
。

今
Ｔ
ロ
ー
●
◆
・
句

そ
の
我
慢
が
一
度
に
爆
発
し
二
年
の
中
期
か
ら
一
一
一
年
の
初

期
ま
で
に
ク
ラ
ブ
内
の
者
に
引
け
は
取
ら
な
い
椋
に
な
っ

た
。
こ
の
時
役
員
改
選
で
主
将
に
選
ば
れ
又
部
長
が
日
体

大
出
身
の
江
崎
先
生
だ
っ
た
の
で
高
三
で
日
体
大
の
Ｂ
級

の
人
達
の
合
宿
に
只
”
一
人
参
一
加
さ
》
せ
ら
れ
た
。
こ
の
合
宿

で
自
分
も
自
信
を
斗
付
：
け
ク
ラ
ブ
の
者
達
も
認
め
て
く
れ
た
。

し
か
し
所
詮
「
井
の
中
の
蛙
」
で
日
大
二
高
の
体
操
の
レ

ベ
ル
が
低
い
こ
と
を
考
え
ず
得
意
に
を
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
気
付
か
ず
先
生
に
な
る
望
み
も
小
学
校
以
来

未
だ
持
ち
枕
け
て
い
た
の
で
あ
る
ｐ
そ
う
か
と
云
っ
て
学

科
の
勉
強
は
殆
ど
せ
ず
体
操
の
先
生
に
な
る
に
は
実
技
が

出
米
れ
は
そ
れ
で
良
い
と
思
っ
て
い
た
、
良
く
云
っ
て
単

純
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
日
大
文
理
学
部
体
育
学
科

紗



ふ
と
手
夏
休
み
の
こ
と
が

三
年
川
口
幸
彦

蝿

蝋
』

服
し
た
者
は
戸
自
分
の
五
体
を
通
し
て
思
う
存
分
に
迄
自

由
自
在
に
操
少
、
己
れ
の
能
力
に
陶
酔
し
、
清
い
空
気
を

胸
一
杯
に
吸
う
の
だ
。

冷
酷
そ
う
に
見
え
る
鉄
棒
の
姿
も
一
変
し
て
し
ま
う
の

も
と
の
瞬
間
な
の
だ
・
そ
ん
左
・
事
を
考
え
な
ら
練
習
し
て

い
た
。
そ
の
内
に
監
督
さ
ん
が
毎
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
来

た
。
先
輩
に
何
や
ら
話
し
を
し
、
体
育
館
の
方
へ
ど
姿
を

消
し
た
・
も
の
の
五
分
も
し
な
い
内
に
、
ス
コ
ッ
プ
、
ツ

ル
ハ
シ
そ
し
て
ホ
ウ
キ
を
無
造
作
な
持
ち
方
を
し
て
、
こ

ち
ら
へ
と
や
っ
て
来
た
．
そ
の
姿
は
、
練
習
着
姿
を
し
た

一
年
生
達
だ
っ
た
ｃ
お
や
女
子
も
い
る
ぞ
。
・
・
・
…

み
ん
な
が
集
ま
っ
た
・
先
程
監
督
さ
ん
が
↑
先
輩
に
指
示

し
た
の
は
こ
の
た
め
か
。
と
↑
先
輩
が
彼
ら
に
指
示
し
た
・

十
五
人
位
も
い
た
か
を
あ
・
…
、
彼
ら
が
仕
事
を
始
め
た
・

盛
り
上
が
っ
て
い
る
土
や
ジ
ャ
リ
石
で
無
恰
好
左
山
を
呈

し
て
い
る
そ
の
ジ
ヤ
リ
石
を
ス
コ
ッ
プ
で
運
び
始
た
。
シ

、
四
－
’
一
、

ル
ハ
シ
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
士
が
掘
り
出
さ
れ
た
。
当

ｆ
然
僕
達
は
練
習
を
中
止
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
作
業
を
し

始
め
た
一
挙
一
動
に
、
じ
っ
と
好
奇
の
眼
差
し
で
、
見
て

い
た
。
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外
に
立
っ
て
い
る
鉄
棒
。
そ
の
鉄
棒
で
私
と
先
輩
と
一
一

人
で
線
昔
し
て
い
た
。
時
間
な
ど
度
外
視
で
あ
っ
た
。

鉄
棒
の
立
っ
て
い
る
位
置
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て

い
た
だ
ろ
う
か
、
重
童
挙
の
部
員
達
の
、
ふ
と
く
て
短
い

そ
の
威
勢
の
い
い
声
が
僕
達
の
ぐ
る
り
を
取
り
ま
い
て
ト

リ
コ
に
せ
ず
に
は
お
か
ぬ
無
常
を
鉄
棒
も
こ
の
時
ば
か
り

は
僕
達
同
様
、
圧
倒
さ
れ
た
観
が
あ
っ
た
。

鉄
棒
よ
、
お
前
の
そ
の
姿
に
も
心
が
あ
る
の
か
、
と
・

何
時
、
い
か
な
る
時
・
状
態
に
あ
っ
て
も
鉄
棒
と
名
の

付
．
い
て
い
る
限
り
、
冷
た
く
強
く
感
じ
ら
れ
る
・
で
も
、

冷
た
く
っ
て
冷
静
感
の
あ
る
”
し
か
も
強
そ
う
な
姿
を
し

て
い
て
も
”
人
間
様
の
器
用
さ
に
掛
っ
て
し
ま
お
う
も
の

な
ら
、
静
か
に
青
い
空
を
、
或
い
は
夕
暮
空
の
こ
こ
ち
よ

い
空
を
、
み
す
ま
し
て
い
る
鉄
棒
も
、
こ
の
時
ば
か
り
は

人
間
の
奴
隷
と
化
し
て
い
る
の
だ
・
鉄
棒
の
冷
酷
さ
を
征



ス
コ
ッ
プ
で
土
を
掘
り
投
げ
出
さ
れ
た
時
、
ジ
ャ
リ
石

が
、
こ
き
み
よ
く
投
げ
出
さ
れ
士
面
に
音
を
立
て
た
そ
の

音
が
や
「
ふ
と
過
ぎ
し
夏
休
み
の
こ
と
が
」
想
い
出
さ
れ

た
の
だ
。
一
年
生
時
の
夏
休
み
の
こ
と
の
出
来
事
、
そ
し

て
一
一
年
生
時
の
夏
休
み
の
つ
ら
か
っ
た
こ
と
が
想
い
出
さ

れ
た
。一

年
の
夏
休
み
の
時
は
↑
兄
の
勤
め
て
い
る
会
社
で
の
、

臨
時
旦
屋
の
名
目
で
一
昼
夜
の
仕
事
で
あ
っ
た
・
僕
の
次

の
兄
貴
も
一
緒
に
と
の
仕
事
を
や
っ
た
。
朝
出
掛
け
次
の

朝
に
帰
っ
て
来
る
仕
事
で
あ
っ
た
。
勿
論
お
金
の
方
も
よ

か
っ
た
。
千
六
百
八
十
円
也
・

と
て
も
不
安
な
毎
日
だ
っ
た
。
と
て
も
苦
し
く
、
長
く

感
じ
た
毎
日
の
連
続
だ
っ
た
。
主
に
外
船
だ
っ
た
。
鉄
鋼

関
係
の
船
な
の
で
馬
鹿
み
た
い
を
大
き
な
船
寧
船
底
だ
っ

た
。
大
ス
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
暗
い
船
底
へ
と
下
り
て
、
石

炭
と
か
粉
灰
、
鉄
鉱
石
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
等
を
ス
コ
ッ
プ
で

モ
ッ
コ
の
中
へ
入
れ
た
り
”
針
金
で
し
ば
っ
た
り
．
．
・
・
・
・

二
年
目
の
良
休
み
は
、
自
分
の
住
ん
で
お
る
町
で
土
方

を
や
っ
て
み
た
。
建
物
の
基
礎
工
事
を
主
と
し
た
土
方
仕

事
だ
っ
た
。
こ
こ
で
感
じ
た
こ
と
は
飾
り
気
の
を
い
労
働

‘!’I､鼎、

試
合
に
備
え
て
”
合
宿
、
強
化
練
習
を
す
る
が
、
試
合

が
近
く
な
る
と
、
こ
れ
に
続
い
て
調
整
練
習
に
入
る
．
わ
け

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
。
シ
ー
ズ
ン
・
オ
フ
に
よ
っ
て
得
た

筋
力
、
持
久
力
を
強
化
練
習
や
、
合
宿
練
習
に
よ
り
そ
の

種
目
に
集
中
的
に
適
合
さ
せ
る
よ
う
に
し
、
さ
ら
に
試
合

前
の
一
週
間
で
は
、
筋
力
、
持
久
力
を
増
す
と
い
う
よ
り

む
し
ろ
、
中
枢
神
経
の
統
制
の
も
と
に
よ
く
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
、
身
体
運
動
の
能
率
を
高
め
る
様
に
し
な
け
れ
ば
左

に
対
し
て
揮
身
の
力
を
注
ぎ
、
共
に
助
け
合
っ
て
働
く
美

し
い
姿
で
あ
っ
た
。
そ
の
単
純
な
動
作
の
中
に
謙
虚
さ
が

感
ぜ
ら
れ
、
共
に
楽
し
く
仕
事
に
従
事
し
、
自
分
を
生
か

し
曇
他
人
を
も
生
か
す
、
こ
こ
で
働
く
土
方
の
人
達
は
立

派
な
人
達
だ
っ
た
。
…
…

砂
を
掘
り
か
え
し
て
い
る
部
員
の
姿
を
み
な
が
ら
ふ
と

過
ぎ
し
夏
休
み
中
の
こ
と
が
想
い
出
さ
れ
た
。

試
合
前
、
一
週
間
の
練
習
法
一
考
察

’1W､''、

三
年
田
中
寿
男

宙
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蝿
Ｊ

ら
な
い
。
し
か
し
・
と
の
一
週
間
は
．
そ
れ
蚕
で
の
練
習

に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
た
・
身
体
活
動
の
レ
ベ
ル
が
下
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
し
、
こ
の
時
期
に
壬
強
い
練
習
を
し
て
疲
労

に
陥
る
こ
と
は
、
大
き
な
損
失
と
な
る
。
そ
の
為
に
は
、

一
日
の
内
の
多
く
の
時
間
を
技
術
中
心
と
し
た
軽
い
種
目

や
労
作
の
練
習
に
あ
て
、
一
日
の
内
の
短
時
間
は
、
強
く

力
を
必
要
と
す
る
種
目
や
労
作
の
練
習
を
し
、
そ
の
種
目

の
技
術
を
調
整
す
る
と
と
も
に
℃
高
め
ら
れ
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
水
準
（
自
分
の
身
体
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
）
を
落
さ
な

い
よ
う
に
、
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
試
合
直
前
の

一
週
間
は
、
そ
れ
ま
で
の
練
習
と
異
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
水
割
準
の
高
い
も
の
か
ら
（
強
労
作
の
も
の
）
神
経
性
調

整
の
高
い
も
の
へ
軽
労
作
に
よ
っ
て
精
神
的
安
定
を
は
か

る
）
へ
の
移
行
を
意
図
と
し
た
練
習
方
法
を
と
る
べ
き
で

あ
る
。
こ
の
時
期
の
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
期
間
に

お
け
る
練
習
に
あ
ま
り
に
神
催
質
に
な
ら
ず
、
食
物
に
つ

い
て
腹
を
こ
わ
す
様
な
不
消
化
左
も
の
は
避
け
、
ま
た
怪

我
を
し
な
い
よ
う
に
充
分
注
意
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を

我
を
し
な
い
よ
う
に
充
分
注
意
し
て
、
エ

た
く
わ
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

以
上
の
事
は
、
御
承
知
の
こ
と
と
思
う
が
．
以
外
と
実

蝿

施
さ
れ
て
い
な
い
向
き
が
多
分
に
あ
り
、
ど
う
し
て
も
、

勝
敗
に
対
す
る
考
え
が
先
に
立
つ
も
の
で
あ
る
が
、
や
は

り
勝
つ
為
に
は
．
そ
れ
だ
け
の
自
信
と
余
裕
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。
そ
れ
は
”
常
日
頃
の
練
習
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
試
合
前
一
週
間
の
練
習
の
如
何
も
大
切
に
な

っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
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△
雲
抄
、

昨
秋
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
外
国
優
秀
選
手
を
ま
じ
錠
這
疑
合
を
行
っ
た

の
で
い
ろ
い
ろ
の
耐
で
勉
強
に
左
っ
た
。
挙
燕
・
ハ
蛾
、
踊
撫
柊
驚
：
湾
ｂ
ｂ
■
易
■

記
屯
廿
面

私
は
平
行
棒
の
審
判
を
や
っ
て
い
た
関
係
上
、
他
の
種
目
を
じ
っ
く
、
り
と
見
る
機
会
は
左
か
つ
た
が
、
、

平
行
棒
で
一
雷
強
く
感
じ
た
こ
と
を
一
つ
、

そ
れ
は
ひ
ざ
の
伸
ば
し
方
の
不
十
分
な
選
手
の
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
ひ
ざ
く
せ
」
の

恐
さ
で
あ
る
。

こ
の
大
会
で
わ
が
・
日
本
、
大
学
チ
ー
ム
は
、
ソ
連
チ
ー
ム
の
後
を
追
っ
て
試
合
を
進
め
た
が
、
有
利
な
面

も
あ
っ
た
が
”
反
面
と
の
一
流
チ
ー
ム
と
比
較
対
称
し
て
、
「
ひ
ざ
く
せ
」
の
悪
さ
は
特
に
目
立
っ
た
。

ま
た
日
本
の
女
子
選
手
の
中
で
、
一
流
と
い
わ
れ
る
人
達
で
さ
え
、
「
ひ
ざ
く
せ
」
の
い
い
選
手
は
残
念

な
こ
と
に
は
一
人
も
い
左
い
・
こ
れ
ま
で
の
日
本
女
子
体
操
の
指
導
尋
練
習
の
あ
り
方
に
つ
い
て
一
考
も

二
考
も
髪
す
る
問
題
点
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
左
難
度
の
高
い
技
術
を
マ
ス
ダ
Ｉ
す
る
以
前
に
解
決
さ
れ
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
・

脚
の
長
さ
と
か
、
恰
好
に
お
い
て
は
ソ
連
選
手
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
が
、
恰
好
が
悪
い
か
ら
と
い
っ

て
”
使
い
方
ま
で
手
を
抜
い
て
し
孝
弓
っ
た
の
で
は
、
ま
す
ま
す
ハ
ン
デ
ィ
が
つ
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ひ
ざ
が
ゆ
る
む
の
か
悪
い
の
は
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
が
ど
う
す
れ
ば
の
び
る
の
か
、

そ
れ
は
、
ひ
ざ
を
の
ば
す
よ
う
に
「
く
せ
」
を
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
・
膝
を
の
ば
そ
う
と
し
て
、
や
た

、

凸

「
ひ
ざ
く
せ
」
に
つ
い
て

『、

《
Ｉ

f….．、－
－冷●、い

，..詞､41〉
ザ
ｒ
ふ
ク
分
上

草
や
、
①

苓
守

早
】

一一
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ら
に
脚
に
力
を
強
く
入
れ
て
も
の
ひ
る
も
の
で
は
な
い
し
・
演
技
中
に
と
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
の

で
は
、
全
体
の
動
き
は
固
い
も
の
Ｌ
』
た
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
し
か
ら
ば
ど
う
し
た
ら
い
い
か
《

腹
筋
を
幾
分
し
め
加
減
に
し
て
、
の
ば
し
た
脚
を
さ
ら
に
遠
く
へ
の
ば
す
よ
う
に
す
る
・

ち
ょ
っ
と
試
し
て
み
て
下
さ
い
ｐ
腹
筋
を
し
め
て
の
ば
し
た
脚
を
さ
ら
に
遠
く
へ
の
ば
す
、
そ
う
、
そ

＠
時
に
上
半
身
、
特
に
一
眉
に
力
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
皇
眉
の
力
ば
抜
い
て
下
さ
い
・
脚
の
し
め
が
腹

筋
の
と
こ
ろ
ま
で
そ
れ
以
上
う
え
に
ひ
び
か
ぬ
よ
う
に
。
そ
し
て
脚
を
ぐ
っ
と
遠
く
へ
の
ば
し
た
姿
勢
の

ま
ま
少
な
く
と
も
一
分
間
は
同
じ
状
態
で
保
っ
て
お
ら
れ
な
け
れ
ば
、
選
手
と
名
の
る
の
が
恥
か
し
い
・

生
れ
つ
き
の
ス
タ
イ
ル
を
気
に
す
る
前
に
、
そ
れ
を
い
か
に
使
っ
た
ら
よ
り
よ
く
友
少
や
美
し
く
見
え

る
か
に
気
一
種
つ
か
う
べ
き
だ
。

（
三
九
。
一
。
一
○
門
脇
和
子
）

“
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ど
う
し
て
都
生
活
が
も
う
す
こ
し
家
庭
的
に
な
ら
な
い

も
の
か
先
輩
か
ら
の
話
し
の
時
に
い
つ
も
そ
う
思
う
。
い

つ
も
表
が
ら
先
輩
か
ら
の
一
方
的
な
話
し
で
私
達
は
い
つ

も
ヌ
イ
重
ハ
イ
わ
か
り
ま
し
た
。
」
で
あ
る
。
あ
る
先

輩
は
「
上
級
生
に
は
絶
対
服
従
だ
。
」
と
い
っ
た
。
そ
れ

で
部
生
活
が
良
く
な
る
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
良

く
「
体
操
だ
け
上
達
し
て
も
ダ
メ
だ
人
間
を
つ
く
ら
な
く

て
は
」
な
ん
て
云
っ
て
い
る
人
も
い
る
が
私
達
の
よ
う
に

ヌ
イ
、
ハ
イ
わ
か
り
ま
し
た
」
で
は
た
し
て
人
間
が
出

来
る
か
？
詰
し
合
い
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
ま
と
さ
り
の

あ
る
都
生
楢
が
出
米
る
の
で
は
な
い
か
叉
各
人
も
自
分
の

意
見
を
発
表
し
て
悪
い
所
を
知
嵐
前
記
の
ヌ
イ
、
ハ
イ

わ
か
り
ま
し
た
」
主
ｂ
艮
い
で
は
左
い
か
、
一
年
生
が
あ

る
か
ら
四
年
生
が
あ
る
。
一
年
生
が
い
な
い
こ
と
を
考
え

れ
ば
一
年
生
の
重
安
さ
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
一
一
年
、
三
年

部

生
活二

年
藤
田

‘限''、

下
高
井
に
長
く
住
み
つ
い
て
い
た
が
、
こ
ん
ど
勤
務
先

の
関
係
で
千
住
の
方
へ
住
い
を
変
え
た
。
こ
こ
は
、
東
京

の
地
図
か
ら
み
れ
ば
丁
度
下
高
井
戸
と
は
反
対
側
の
場
所

に
な
る
。
そ
れ
に
し
て
も
下
高
井
戸
は
住
み
よ
か
っ
た
ｃ

金
が
な
く
と
も
近
一
助
の
誰
れ
か
の
と
こ
ろ
へ
行
け
ば
飯
は

く
え
た
。
空
気
も
よ
か
っ
た
。
人
情
・
も
よ
か
っ
た
。
千
住

は
、
い
わ
ゆ
る
下
町
で
活
気
が
あ
る
。
み
ん
な
働
い
て
い

る
。
い
ろ
ん
な
も
の
が
雑
然
と
入
り
く
ん
で
い
る
。
オ
デ

ン
の
鍋
の
中
の
よ
う
だ
。
親
し
く
た
の
し
み
が
湧
き
そ
う

だ
。
「
住
め
ば
都
」
と
は
よ
く
い
っ
た
も
の
だ
・
誰
れ
だ
、

「
菊
地
が
下
高
井
戸
か
ら
い
な
く
な
っ
た
の
で
助
っ
た
‐
一

な
ん
て
い
う
の
は
。

勤
務
先

に
つ
い
て
も
同
じ
事
が
い
‐
え
る
『
だ
ろ
う
。
．
年
生
は
坊

頭
に
す
る
こ
と
」
「
ど
う
し
て
で
す
か
？
．
」
と
い
う
と
誰

も
正
し
い
解
答
は
出
来
逢
い
だ
ろ
う
。
一
番
悪
い
例
で
あ

る
。
も
う
す
と
し
上
下
級
生
間
の
話
し
合
い
の
出
来
る
部

生
活
を
望
み
た
い
。

Ｏ
Ｂ
の
近
況
菊
地
君
男

日
本
大
学
理
工
学
部
習
志
野
校
舎

電
話
：
習
志
野
⑦
一
一
、
一
二
１
〈

昭
和
三
七
年
文
理
学
部
体
育
学
科
卒

岬
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来
る
日
も
、
同
じ
様
な
こ
と
律

悪
い
か
ら
季
そ
う
な
る
の
で
ｆ

に
や
っ
て
い
た
訳
で
は
左
い
・

私
の
場
合
は
？
一
年
の
計
画
を
、
体
協
の
年
中
計
画
に

合
せ
て
作
り
．
一
カ
月
の
計
画
を
密
接
に
自
分
の
生
活
に

お
り
こ
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
な
か
毒
か

う
ま
く
い
か
だ
い
し
、
・
け
が
を
す
る
と
狂
っ
て
し
玄
う
・

同
じ
と
こ
ろ
で
の
失
敗
が
目
立
つ
。
タ
イ
ミ
ン
グ
の
と

り
方
が
ま
ず
い
の
か
を
／

明
日
か
ら
は
、
こ
こ
を
夢
中
心
に
や
っ
て
見
：
よ
う
・

大
学
に
入
っ
て
、
“
入
職
数
が
多
ぐ
な
り
、
積
極
蝋
的
な
練
習

を
し
屋
け
れ
ば
、
上
手
に
な
る
こ
と
が
難
し
い
状
態
に
左

そ
こ
で
、
気
の
む
い
た
日
と
か
・

だ
日
な
ど
に
毒
書
く
こ
と
に
し
た
。

毎
日
練
習
日
記
を
つ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
来
る
日
も

る
日
も
雷
同
じ
様
な
こ
と
ば
か
り
。
も
ち
ろ
ん
自
分
が

い
か
ら
語
そ
う
な
る
の
で
あ
る
が
、
と
い
っ
て
無
計
画

練
習
・
日

二
年
吉
川
公
子

記

餌唾

新
種
目
に
と
り
く
ん

■

《

っ
て
来
る
と
、
と
の
日
記
は
大
切
に
表
っ
て
く
る
。

毎
日
は
、
書
か
な
く
て
も
、
新
種
目
の
覚
え
初
め
か
ら
、

マ
ス
タ
ー
出
来
る
童
で
の
記
録
で
も
良
い
と
思
う
。
と
れ

は
、
き
っ
と
役
立
つ
と
思
う
し

他
人
に
教
え
る
時
も
そ
う
だ
し
》
自
分
が
狂
っ
て
出
来

左
く
な
っ
た
時
左
ど
”
出
し
て
み
て
、
最
初
か
ら
や
っ
て

み
る
の
は
一
番
早
く
《
治
せ
る
方
法
だ
と
思
う
。

『
４
９
８
．
ｓ
ｅ
・
１
６
』
「
あ
些
可
と
の
本
は
四
階

だ
」
自
動
式
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ポ
タ
ゾ
の
④
の
と
こ
ろ
を

押
し
て
上
っ
て
行
き
、
ロ
の
中
で
「
４
９
８
．
ｓ
ｅ
ｏ
１

６
，
Ｊ
４
９
８
．
ｓ
ｅ
・
１
６
ｎ
研
と
、
唱
え
な
・
が
ら
ラ
ベ

ル
を
追
っ
て
行
く
。
二
十
秒
．
以
内
で
見
つ
け
ら
れ
た
時
は

ご
き
げ
ん
で
あ
る
。
「
案
外
感
は
良
い
方
だ
や
」
巌
ん
て

近
況

報

二
年
海
谷
美
代
子

生
ロ
／
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。
●
⑨
●

い
う
大
そ
れ
た
考
え
を
持
っ
て
エ
レ
ベ
ー
タ
・
‐
．
，
で
上
っ
て
●
●

行
く
。
ノ
ー
ト
の
整
理
が
一
通
圧
り
済
む
と
、
今
度
は
大
い

●
●
左
る
向
学
心
を
発
揮
、
‐
‐
）
て
「
哲
学
と
は
何
ぞ
や
」
な
ど
と

偉
そ
う
友
心
地
に
な
っ
て
、
金
文
字
の
記
し
て
あ
る
厚
ぼ

つ
た
い
本
を
手
に
取
っ
て
見
る
。
「
フ
ン
、
フ
ン
」
と
目

を
斜
線
に
走
ら
せ
る
け
れ
ど
も
”
一
向
に
要
領
を
得
な
い
・

こ
ん
左
事
を
夢
中
で
や
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
う
今
日
で
《

一
週
間
過
ご
し
た
こ
と
に
左
る
・
大
体
の
要
領
は
解
か
っ

て
き
た
と
同
時
に
困
難
さ
も
解
か
っ
て
き
た
。
試
合
を
日
〕

前
に
控
え
て
、
一
日
四
時
間
程
度
の
練
習
皇
里
を
ど
う
都
合
託

し
た
ら
良
い
か
を
考
え
る
と
、
気
ば
か
り
あ
せ
っ
て
い
ら

の
ん

い
ら
し
て
く
る
。
元
来
は
暢
気
に
出
来
て
い
る
ら
‐
ｒ
）
い
私

の
ん

で
す
が
、
今
度
ば
か
ｈ
ン
は
暢
気
に
構
え
て
は
い
ら
れ
な
い
。

い
か
に
し
た
ら
両
方
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、
能
率

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
現
在
の
課

題
で
あ
る
。

（
三
八
・
六
・
八
）

編
集
者
註
・
海
谷
さ
ん
は
四
月
か
ら
図
書
館
で
事
務
手

伝
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
や
っ
て
い
る
。

‘､'''、
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自
己
満
足
を
覚
え
る
。
そ
し
て
、
本
を
手
渡
す
時
に
も
、

「
早
か
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
、
言
わ
ん
ば
か
り
の
顔
を
し

て
い
る
ら
し
い
（
後
日
に
な
っ
て
思
い
出
し
た
時
の
感
想

で
あ
る
）
・

四
’
五
時
の
間
は
、
絶
え
間
な
く
学
生
が
出
入
り
し
、

本
を
借
り
て
行
く
。
こ
の
一
時
間
中
は
立
ち
通
し
で
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
た
り
、
階
段
を
上
下
し
た
り
、
本
棚
の

間
を
歩
き
廻
っ
た
り
で
、
い
い
か
け
ん
に
腰
を
下
し
た
く

な
る
。
け
れ
ど
も
、
体
育
館
で
は
い
ま
平
均
台
や
平
行
棒

を
や
っ
て
い
る
頃
だ
と
思
う
と
、
坐
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

も
し
坐
り
で
も
し
た
ら
、
平
均
台
を
二
廻
り
位
抜
か
さ
れ

た
よ
う
な
気
分
に
な
っ
て
く
る
。
五
’
六
時
に
左
る
と
、

借
り
る
人
は
ま
ば
ら
と
な
り
、
六
’
七
。
八
時
と
な
る
頃

に
は
．
勉
々
強
し
て
い
る
人
が
五
・
六
人
位
で
、
借
り
る
人

は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
る
。
こ
の
時
間
に
な
る
と
、
「
お

い
ら
の
沓
だ
」
そ
の
言
葉
が
ず
ば
り
で
す
。
一
’
五
階
蚕
で

あ
る
本
棚
が
．
自
分
の
家
、
自
分
の
本
で
も
．
あ
る
か
の
よ

う
な
錯
覚
を
起
こ
し
、
ま
ず
・
今
日
の
講
義
ノ
ー
ト
を
開

き
、
「
先
生
は
こ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
た
け
れ
ど
も
”
も

っ
と
く
わ
し
く
書
い
て
、
あ
る
本
は
な
い
か
し
ら
」
を
ど
と

砂



変
な
眠
り一年

》
船
木
政
明

へ

と
考
え
な
が
ら
今
鳥
に
覚
え
た
種
目
を
ど
の
様
に
組
合
せ

今
度
は
何
を
覚
え
主
う
か
等
色
々
考
え
て
い
る
う
ち
に
全

身
が
汗
ば
ん
で
来
島
。
そ
し
て
「
今
日
の
練
習
は
苦
し
か

っ
た
。
け
れ
ど
終
っ
た
時
は
気
持
が
良
か
っ
た
な
あ
。
こ

れ
か
ら
も
が
ん
ば
る
ぞ
Ⅲ
」
と
思
う
気
持
に
キ
ュ
ッ
と
拳

を
に
ぎ
り
「
明
日
も
や
る
ぞ
Ⅲ
が
ん
ば
る
ぞ
Ⅲ
が
ん
ば
る

ん
だ
Ⅲ
．
・
・
・
．
。
・
さ
あ
も
う
遅
い
か
ら
寝
よ
う
。
」
た
が

な
か
な
か
寝
付
け
な
い
。
そ
の
う
ち
に
い
つ
の
間
に
か
上

ま
ぶ
た
と
下
ま
ぶ
た
が
仲
良
く
な
っ
て
深
い
眠
り
に
入
り
、

今
度
は
夢
の
中
で
練
習
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
何
を
や
っ

た
の
か
曲
げ
て
い
た
足
が
急
に
。
ハ
ツ
と
延
び
腕
が
キ
ュ
と

縮
む
。
ふ
っ
と
目
が
覚
め
「
な
ん
だ
夢
だ
っ
た
の
か
。
ふ

ふ
．
：
。
・
・
・
」
自
分
で
も
可
笑
く
な
っ
て
笑
い
出
す
。

「
あ
れ
／
・
で
も
今
夢
で
で
き
た
種
目
は
何
だ
っ
た
ろ
う
。

あ
あ
／
あ
れ
だ
俺
の
も
っ
と
も
覚
え
た
い
種
目
だ
／
夢
で

出
来
て
い
る
ん
だ
俺
に
も
出
来
為
の
だ
明
日
か
ら
練
習
し

て
み
よ
う
．
．
・
・
必
ず
自
分
の
も
の
に
し
て
み
る
ぞ
川
」
と

思
い
な
が
ら
ま
た
眠
り
に
入
る
。

次
の
朝
は
生
き
生
き
と
し
て
学
校
に
行
く
・

私
は
こ
ん
な
こ
と
を
何
度
繰
り
返
し
た
こ
と
だ
ろ
う
か
目

分
な
が
ら
誕
な
気
持
で
お
為
。
で
も
た
の
し
い
、
体
操
は

お
も
し
ろ
い
。

51

夜
寝
る
前
に
ふ
っ
と
考
え
込
む
。
「
体
操
体
操
・
・
・
・
」
・

と
何
度
も
何
度
も
く
り
か
え
し
く
り
か
え
し
。
一
体
、
体

操
と
は
何
だ
ろ
う
か
と
、
二
体
ど
う
し
て
俺
は
体
操
な

ん
か
や
ろ
気
に
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
／
も
っ
と
別
に
自
分

に
向
い
た
運
動
が
有
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

何
の
た
め
に
こ
ん
な
体
操
な
ん
か
や
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
」

と
自
問
自
答
す
る
。
「
俺
は
何
故
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
込

み
苦
し
む
の
だ
ろ
う
か
蕊
自
分
が
不
調
で
あ
る
こ
と
か
ら

く
ろ
の
か
／
何
故
自
分
で
調
子
を
上
げ
様
と
も
っ
と
も
っ

と
努
力
し
な
い
の
か
馬
鹿
め
／
政
明
の
馬
鹿
．
．
。
：
。
。
」

と
心
の
中
で
強
く
罵
り
叫
ぶ
。
そ
の
う
ち
「
あ
あ
め
ん
ど

う
く
さ
い
。
」
と
考
え
る
。
夜
が
明
け
昨
夜
の
こ
と
は
忘

れ
た
様
な
顔
を
し
て
そ
そ
く
さ
と
身
仕
度
を
し
て
電
車
に

揺
ら
れ
て
学
校
に
行
く
。

ま
た
或
時
は
前
と
は
反
対
に
怪
我
も
無
く
、
・
調
子
の
い
い

時
は
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
込
む
。
「
今
日
は
調
子
が
良
か

っ
た
な
あ
Ｉ
。
あ
の
種
目
も
覚
え
た
と
の
種
目
も
出
来
た
。
」



大
学
生
活
二
ケ
月

一
年
宮
崎

節

子

っ
た
り
、
困
っ
て
い
る
う
ち
に
結
局
や
る
気
が
な
く
な
り

外
食
・

上
の
様
な
過
程
で
食
べ
ら
れ
る
様
な
食
事
が
で
き
だ
し
た

の
は
一
週
間
目
位
で
す
。
そ
し
て
練
習
か
ら
帰
っ
て
食
事

を
す
る
の
が
九
時
頃
、
お
風
呂
に
行
く
の
が
十
時
半
と
時

間
の
た
つ
の
が
早
く
時
計
を
止
め
て
お
き
た
い
気
持
に
な

っ
た
の
は
幾
度
も
あ
り
随
分
無
駄
な
時
間
の
や
り
く
り
で

し
た
。
で
も
こ
の
頃
で
は
大
分
時
間
の
使
い
方
が
う
ま
く

左
り
自
分
を
考
え
そ
し
て
見
つ
め
る
時
間
が
持
て
る
様
に

な
り
ま
し
た
。

自
分
の
時
間
が
持
て
る
様
に
な
る
と
今
度
は
家
の
こ
と
が

気
に
な
り
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
か
か
り
そ
う
で
す
。
で
も
今

の
所
練
習
の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
で
す
・

高
校
時
代
に
、
時
に
は
先
生
の
考
え
方
に
つ
い
て
ゆ
け
ず

体
操
な
ん
か
や
め
て
し
蚕
お
う
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
で
も
今
の
私
に
は
こ
こ
ま
で
来
た
以
上
一
つ
の
目

標
に
向
っ
て
進
む
の
み
で
す
。

《
Ｉ

一°2－

私
が
日
本
大
学
に
入
学
し
て
は
や
二
ケ
月
た
ち
ま
し
た
。

月
日
の
た
つ
の
は
早
い
も
の
だ
と
よ
く
人
は
言
い
ま
す
が
、

自
分
自
身
で
早
い
な
』
と
感
じ
た
の
は
始
め
て
で
す
・
学

生
生
活
に
も
大
分
馴
れ
て
き
た
今
日
こ
の
頃
で
す
が
私
が

上
京
す
る
事
に
関
し
て
家
の
人
の
心
配
の
仕
方
と
言
っ
た

ら
．
．
・
・
・
・
子
供
扱
い
も
い
い
加
減
に
し
て
く
れ
な
い
か
と

思
っ
て
母
や
父
と
も
よ
く
喧
嘩
も
し
ま
し
た
・
母
の
心
配

と
言
う
の
は
今
ま
で
洗
濯
。
炊
事
一
つ
し
な
か
っ
た
（
又

し
よ
う
と
思
っ
て
も
す
ろ
暇
を
見
つ
け
る
の
に
困
難
で
し

た
。
）
私
が
東
京
に
一
人
出
て
、
そ
の
上
下
宿
で
の
自
炊

生
活
を
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
行
く
だ
ろ
う
か
と
言
う
事
で

す
。
た
し
か
に
最
初
は
迷
い
ま
し
た
。
迷
っ
た
事
は
二
つ

あ
り
一
つ
は
食
事
も
う
一
つ
は
時
間
で
し
た
。
自
炊
第
一

日
目
は
台
所
の
必
需
品
を
揃
え
る
た
め
に
外
に
出
る
、
つ

い
で
に
外
食
。
二
日
目
は
練
習
帰
り
に
晩
の
お
か
ず
を
買

っ
て
帰
り
張
切
っ
て
料
理
を
し
上
う
と
思
っ
て
い
ざ
エ
プ

ロ
ン
を
つ
け
て
見
る
と
、
鍋
が
な
御
っ
た
り
、
箸
が
な
か



昨
年
高
校
三
年
の
時
兄
と
一
緒
に
前
橋
の
合
宿
に
参
加

し
ま
し
た
が
震
こ
れ
が
僕
の
初
め
て
の
合
宿
生
活
で
し
た
。

こ
の
時
は
、
ま
だ
気
持
も
は
っ
き
り
と
決
っ
て
い
ず
練
習

の
時
も
大
部
分
は
自
分
の
好
き
な
様
に
や
っ
て
終
り
ま
し

た
。
し
か
し
今
年
の
合
宿
は
日
大
生
と
し
て
こ
の
新
し
い
希

望
の
下
に
参
加
し
た
訳
で
す
。

で
す
か
ら
練
習
の
時
に
は
希
望
に
勝
て
る
様
に
と
思
っ
て

頑
張
り
ま
し
た
が
途
中
で
誰
も
が
予
想
し
て
な
い
不
慮
の

事
故
に
出
合
っ
て
ま
っ
た
く
残
念
で
し
か
た
が
意
か
つ
た

で
す
、
僕
も
そ
の
事
故
の
一
人
と
し
入
院
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
病
院
生
活
二
週
間
．
。
．
．
・
・
な
ん
と
長
い
日
々
で
あ
っ
た

こ
と
か
、
こ
れ
も
運
命
で
あ
る
と
思
う
と
〃
ハ
イ
そ
れ
ま

で
よ
〃
ベ
ッ
ド
の
中
で
考
え
ま
し
た
〃
こ
ん
な
に
休
ん
で
し
ま

っ
て
は
身
体
は
ナ
マ
ル
し
効
果
は
出
な
い
だ
ろ
う
、
と
思

合
宿
に
参
加
し
て

一
年
川
口
亨

へ

○
月
○
日

何
と
ス
テ
キ
な
有
意
義
な
一
日
を
過
し
た
こ
と
だ
。
こ

こ
二
、
三
日
の
私
は
ク
ラ
ブ
の
だ
れ
よ
り
も
、
賢
明
な
様

に
思
わ
れ
る
。
私
の
今
の
心
境
は
か
つ
て
感
じ
た
事
の
な

い
寛
大
な
も
の
だ
。
私
は
自
分
が
こ
の
ク
ラ
ブ
生
活
に
入

っ
た
こ
と
に
関
し
、
何
者
か
に
感
謝
し
た
い
気
持
で
一
杯

だ
、
夜
空
の
星
も
月
も
、
い
つ
も
と
は
異
ら
た
輝
き
で
祝

福
し
て
く
れ
て
い
る
。
私
ゞ
は
こ
の
ク
ラ
ブ
生
活
を
自
分
の

力
の
限
り
続
け
て
み
よ
う
。

う
と
雲
た
残
念
〃
と
言
う
言
葉
が
出
て
く
る
の
で
し
た
。

し
か
し
退
院
し
て
か
ら
一
週
間
、
二
週
間
と
練
習
し
て

い
る
内
に
段
々
と
技
が
出
来
だ
し
て
き
た
。

そ
の
技
を
見
て
み
る
と
合
宿
中
に
練
習
し
た
技
が
多
い

の
で
あ
り
、
矢
張
り
効
果
が
あ
っ
た
の
で
し
た
、
〃
出
な

い
だ
ろ
う
〃
と
思
っ
て
い
た
の
が
出
た
の
で
す
か
ら
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
で
す
か
ら
合
宿
と
い
う
も
の
は
良
い
も
の

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

あ
る
日
の
日
記
か
ら

r判

年

小

柴
守
夫

－55－



何
か
ペ
ン
を
持
ち
た
い
気
持
ち
だ
っ
た
の
で
、
日
記
帳
に

ペ
ン
を
走
ら
せ
た
℃

緑
の
風
が
道
行
く
少
年
に
そ
っ
と
さ
＆
や
い
て
い
っ
た
。

希
望
だ
、
希
望
だ
ょ
、
信
じ
る
ん
だ
よ
自
分
を
。
少
年
は

我
に
返
っ
た
様
に
目
を
輝
か
せ
、
四
方
を
見
渡
し
た
。
広

大
な
秋
の
野
原
に
は
弱
々
し
い
野
の
花
が
一
輪
淋
し
そ
う

に
う
つ
向
い
て
い
る
だ
け
だ
少
年
は
そ
の
花
に
近
づ
き
、

そ
し
て
問
い
か
け
る
の
だ
っ
た
。

「
花
工
、
お
前
は
な
ぜ
こ
の
世
に
生
れ
た
。
何
の
為
に
、

だ
れ
の
た
め
に
生
れ
て
来
た
の
だ
／
お
前
は
淋
し
く
は
な

い
の
か
／
苦
し
く
は
な
い
か
／
つ
ま
ら
な
く
も
な
い
の
か
／

哀
れ
な
花
よ
、
人
間
の
僕
の
よ
う
だ
、
す
る
と
そ
の
弱
々

し
い
花
が
怒
っ
た
様
に
答
え
た
。
私
が
何
故
に
淋
し
い
の

だ
／
苦
し
い
の
だ
。
つ
ま
ら
な
い
の
だ
。
私
に
は
大
き
な

希
望
が
あ
る
・
こ
の
広
々
と
し
た
見
捨
ら
れ
た
野
原
を
、

今
日
の
食
事
当
番
は
僕
だ
つ
だ
・

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
っ
て
み
た
、
す
こ
し
多
く
作
り
す
ぎ

た
が
、
先
輩
は
う
ま
い
う
ま
い
と
い
い
な
が
ら
た
べ
て
い

た
。
○
月
○
日

練
習
を
終
え
て
帰
る
と
き
、
ふ
と
何
か
思
っ
た
。
そ
れ

が
何
で
あ
る
か
自
分
に
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

函

運
動
と
怪
我
は
つ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
予
防
は
い

く
ら
で
も
で
き
る
・
何
の
場
合
で
も
そ
う
だ
が
、
大
体
一

番
多
い
の
は
や
る
気
が
な
い
時
、
気
を
ぬ
い
た
時
等
に
起

る
も
の
で
あ
る
。
緊
張
し
て
い
る
時
は
不
思
議
と
怪
我
を

し
な
い
も
の
で
あ
る
。
怪
我
程
馬
鹿
ら
し
い
も
の
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
よ
く
聞
い
て
い
た
が
、
今
ま
で
怪
我
等
し

た
こ
と
の
な
か
っ
た
僕
に
と
っ
て
は
、
そ
ん
な
も
の
か
な

あ
／
と
い
う
程
度
に
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し

こ
の
間
、
ち
ょ
っ
と
し
た
怪
我
を
し
て
し
ま
っ
て
二
週
間

程
手
を
使
わ
な
か
っ
た
が
そ
の
間
の
つ
ま
ら
な
か
っ
た
事

は
ち
ょ
っ
と
口
で
は
言
え
な
い
位
で
あ
る
。
元
気
な
時
は

そ
れ
程
感
じ
な
い
事
も
怪
我
を
し
て
み
る
と
身
を
も
っ
て

野
原
一
面
を
こ
の
私
で
一
ぱ
い
に
す
る
と
い
う
希
望
が
、

そ
し
て
私
の
周
囲
に
は
大
自
然
と
い
う
広
大
な
後
ろ
楯
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
・
お
前
こ
そ
／
常
に
希
望
を
も
て
／
自

分
を
強
く
信
じ
よ
。
そ
う
す
れ
ば
き
っ
と
明
る
い
生
活
を

送
れ
る
で
あ
ろ
う
。

怪
戎
、
ケ
ガ
、
け
が

‘､'園、

年
岩
田
〕
惇
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感
じ
る
の
で
あ
る
。
不
思
議
と
熱
を
し
た
時
程
練
習

が
や
り
た
く
な
る
。
自
分
だ
け
と
り
残
さ
れ
た
様
に
感
じ

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
焦
操
感
と
い
う
も
の
が
絶
え
ず
つ

き
ま
と
う
・
練
習
は
し
た
い
が
、
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
直
り

が
遅
く
な
る
。
一
種
の
精
神
修
行
で
あ
る
。
そ
し
て
直
っ

て
練
習
出
来
た
時
の
う
れ
し
さ
と
い
う
も
の
は
こ
れ
叉
格

別
で
あ
る
。
だ
が
怪
我
は
ど
ん
な
小
さ
な
も
の
で
も
馬
鹿

ら
し
い
も
の
、
お
互
い
に
注
意
し
あ
っ
て
怪
我
を
し
な
い

よ
う
に
楽
し
く
練
習
し
て
い
こ
う
。

大
学
体
操
へ
の
ス
タ
ー
ト

一
年
橋
口
泰
武

合
の
時
な
ご
最
古
駒
ま
い
そ
し
ま
っ
た
。
関
東
イ
ン

カ
レ
が
終
っ
て
す
ぐ
に
、
規
定
問
題
の
練
習
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
を
約
一
ヶ
月
後
の
イ
ン

カ
レ
ま
で
に
、
な
ん
と
か
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
毎

日
の
つ
ら
い
練
習
、
出
来
な
い
技
ば
か
り
、
調
子
は
悪
く

な
り
ま
っ
た
く
最
底
で
あ
っ
た
。
し
か
し
何
が
何
ん
で
も

規
定
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
も
ち
ろ
ん
自
由
問
題

も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
必
死
に
な
っ
た
。
そ
し
て
ど

う
に
か
み
せ
か
け
だ
け
の
演
技
で
イ
ン
カ
レ
に
出
場
し
た
。

そ
し
て
旧
月
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ぼ
く
が
体
操
を
始

め
て
以
ら
い
最
も
大
き
な
試
合
で
あ
っ
た
。

新
人
戦
か
ら
は
じ
ま
っ
て
関
東
イ
ン
カ
レ
、
イ
ン
ヵ
レ
、

国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
試
合
試
合
の
連
続
だ
っ
た
。
と
に

か
く
試
合
に
追
わ
れ
ば
な
し
で
、
目
分
自
身
の
練
習
が
で

き
ず
い
ろ
い
ろ
苦
し
い
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
大
学
に
入
っ

て
試
合
に
出
場
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
第
一
目
標
で
あ
っ

た
の
で
、
そ
れ
を
一
年
生
の
う
ち
か
ら
実
現
で
き
た
こ
と

は
、
最
高
に
幸
運
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
さ

き
も
、
真
の
体
操
選
手
に
な
る
よ
う
に
努
力
す
る
つ
も
り

で
す
。

－55二

３
月
末
の
合
宿
か
ら
大
学
で
の
体
操
生
活
が
始
ま
っ
た
。

大
学
の
練
習
を
は
じ
め
て
見
て
の
感
想
は
、
部
員
が
多
い

と
い
う
こ
と
且
高
校
時
代
と
ま
る
っ
き
り
ち
が
う
練
習
内

容
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
高
校
時
代
体
操
を
し
て

い
た
と
し
て
も
、
大
学
の
体
操
と
は
え
ら
い
ち
が
い
で
あ

る
。
高
校
の
時
の
技
術
な
ん
て
て
ん
で
問
題
に
な
ら
な
い
・

で
も
ま
あ
な
ん
と
か
自
分
な
り
に
練
習
に
励
げ
ん
だ
。

５
月
に
入
っ
て
す
ぐ
新
人
戦
大
学
へ
入
っ
て
最
初
の
試



十
二
月
と
い
う
の
に
雪
が
な
い
／
雪
が
な
い
と
、
冬
と

い
う
実
感
が
湧
か
な
い
の
が
道
藤
子
で
あ
る
。

北
海
道
は
雪
が
降
る
と
、
寒
さ
が
増
々
厳
し
く
な
ろ
た
め
、

器
械
を
す
る
の
が
困
難
に
な
っ
て
く
る
。
特
に
鉄
棒
は
ほ

と
ん
ど
不
可
能
に
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
ど
う
で
あ
ろ
う

こ
ち
ら
で
は
十
二
月
に
な
っ
て
も
夏
同
様
に
鉄
棒
が
出
来

ろ
で
は
な
い
か
・

北
海
道
で
も
、
や
ろ
う
と
思
え
ば
出
来
な
い
で
も
な
い
。

そ
れ
ゞ
に
は
、
そ
れ
そ
お
《
と
う
の
用
意
が
必
要
な
の
で
あ
る
・

例
へ
は
、
吉
同
校
の
時
は
昼
休
み
に
鉄
棒
の
バ
ー
を
ス
チ
ー

ム
で
暖
め
て
お
い
て
放
課
後
、
暖
ま
っ
た
バ
ー
を
使
用
す

る
と
か
、
ま
た
は
バ
ー
の
両
側
に
カ
ン
ズ
メ
の
カ
ン
に
ス

ミ
を
お
こ
し
、
こ
れ
を
つ
る
さ
げ
て
熱
の
伝
導
を
利
用
し

て
パ
ー
を
暖
た
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
も
寒
〆
さ
の
厳

し
い
中
で
は
す
ぐ
冷
め
た
く
左
っ
て
し
ま
う
。
“

こ
ん
な
訳
で
冬
期
中
は
器
械
の
方
は
ほ
と
ん
ど
出
き
ず
、

マ
ッ
ト
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ス
キ
ー
滑
走
な
ど
を
行

雪
Ｊ
と
至
鉄

年
山
内
悟

棒
●_

‘'1M恩、

〉）

昔
か
ら
「
せ
ん
だ
ん
は
双
葉
よ
り
香
し
」
と
言
う
諺
が

あ
る
。
こ
れ
を
思
う
と
僕
は
天
オ
と
し
て
生
れ
て
こ
な
か

な
っ
て
、
気
分
転
換
や
基
礎
的
な
体
力
の
養
成
を
は
か
っ

た
・
そ
の
点
こ
ち
ら
で
は
、
や
る
う
と
思
っ
た
ら
い
く
ら
で
も

出
来
そ
う
で
あ
る
。
故
に
こ
れ
だ
け
頑
張
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。

一一ヶ－－ヶ・一～も－．。一~‐・ー~一一～・ー、一デー~－‐グー～ 、

1

1

ノ
、』

１
側

健
康
そ
し
て
努
力
〃

璽
差
篭

’m1，寵、

一
年
佐
：
均
木
盛
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我
、
憧
れ
の
日
大
体
操
部
に
入
部
で
き
、
い
や
本
当
は

腫
れ
な
ど
抱
い
て
入
部
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
、
こ
の

原
因
は
内
諸
、
し
か
し
い
ざ
入
部
し
練
習
も
毎
日
行
う
よ

う
に
な
る
と
雰
囲
気
に
解
け
こ
ん
で
練
習
に
存
分
打
ち
込

め
る
よ
う
に
な
り
楽
し
い
日
々
を
今
日
ま
で
送
っ
て
こ
れ

た
こ
と
は
、
合
宿
所
に
入
っ
て
先
輩
達
と
と
も
に
過
す
時

間
が
多
く
作
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
う
・
今
と
な
っ
て
は

日
大
体
操
部
に
所
属
出
来
た
こ
と
に
対
し
て
後
悔
し
て
な

い
つ
も
り
で
す
ｃ

た
だ
一
言
だ
け
欠
点
を
申
し
：
ま
す
と
、
一
一
、
三
年
の
融
合

が
出
来
て
な
い
こ
と
を
淋
し
く
思
い
ま
す
。
僕
は
二
年
に

な
れ
ば
も
う
少
し
自
己
を
形
成
し
つ
つ
、
練
習
に
励
む
つ

も
り
で
す
。 ,恩

い
つ
表
匡

綱、

一
年
吉
川
信

－57－

皿
蝿

か
つ
た
こ
と
に
気
が
つ
く
。

し
か
し
僕
は
希
望
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
身
体
が
健
康

で
あ
る
こ
と
と
天
オ
で
は
な
く
て
も
少
く
と
も
普
通
の
人

間
と
し
て
育
っ
て
ゆ
け
ち
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

僕
は
自
分
に
オ
能
が
無
い
と
絶
望
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と

に
気
が
つ
い
た
。
た
の
む
べ
き
オ
能
を
持
た
ぬ
僕
と
し
て

は
大
を
望
め
ず
、
目
分
な
り
に
も
っ
て
い
る
オ
能
を
充
分

に
伸
す
こ
と
に
最
善
を
つ
く
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
Ｏ要
は
如
何
に
し
て
自
分
の
長
所
を
生
か
し
て
行
く
か
。
こ

れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
一
に
も
二
に
も
努
力
で
あ
る
。
こ

れ
を
伴
っ
て
前
進
す
れ
ば
限
度
は
無
い
と
し
て
も
あ
る
程

度
の
一
別
ま
で
は
こ
ぎ
つ
け
る
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
の
未
来

を
背
お
っ
て
立
つ
僕
等
は
内
面
的
に
も
外
面
的
に
も
ま
だ

ま
だ
学
ぶ
べ
き
問
題
が
数
知
れ
な
く
存
在
し
て
い
ろ
・
誇

り
高
き
学
生
と
し
て
又
人
間
完
成
へ
と
一
歩
一
歩
堅
実
に

進
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。
い
や
進
む
べ
き
で
は

な
い
か
皿



三
時
間
目
終
了
、
急
い
で
高
校
時
代
の
悪
友
と
別
れ
て

体
育
館
へ
、
先
輩
に
大
き
な
声
で
挨
拶
を
し
、
そ
の
へ
ん

か
ら
新
聞
紙
を
見
つ
け
て
き
て
自
分
の
練
習
着
に
着
替
え

る
、
バ
ッ
ク
に
入
っ
て
い
る
練
習
着
の
臭
い
こ
と
・
・
・
・
．
．

あ
ま
り
ゴ
キ
ゲ
ン
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
で
も
練
習
せ
ん

が
た
め
に
早
い
と
と
着
変
え
る
。
着
換
え
終
る
こ
ろ
は
臭

さ
も
鼻
に
つ
い
て
し
ま
う
。
体
育
館
へ
挨
拶
を
し
て
中
へ

入
る
。
一
年
生
は
ま
だ
三
四
人
。
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
し
て

い
ろ
、
僕
も
中
に
入
っ
て
軽
く
は
ね
上
る
、
前
宙
、
ス

ワ
ン
、
そ
れ
か
ら
覚
え
た
て
の
ガ
ン
ッ
を
し
て
み
る
。

「
出
来
た
Ｉ
」
ま
だ
忘
れ
て
な
か
っ
た
。
内
心
ほ
っ
と
し

て
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
降
る
。
そ
の
う
ち
一
年
生
も
集
ま

り
、
掃
除
そ
し
て
マ
ッ
ト
、
器
具
を
出
す
。
全
部
器
具
が

そ
ろ
う
こ
ろ
に
は
二
、
三
年
生
も
来
て
練
習
開
始
と
な
る
・

門
脇
先
生
へ
遠
藤
先
生
、
早
田
先
生
た
ち
が
見
え
て
、
体

操
部
独
得
の
練
習
開
始
の
挨
拶
を
す
る
。
す
る
と
数
分
後

に
は
人
々
の
体
が
空
中
高
く
浮
き
上
が
る
の
で
あ
る
・
さ

岬

練
習
一
年
林
昌
幸

私
は
、
器
械
体
操
を
始
め
て
か
ら
も
う
六
年
以
上
に
な

り
ま
す
。
始
め
て
中
学
校
の
体
操
部
に
入
っ
た
時
は
、
た

だ
興
味
だ
け
で
し
た
・

で
も
毎
日
毎
日
あ
せ
に
ま
み
れ
て
練
習
し
て
い
る
内
に
、

軒

僕
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
最
低
三
度
の
飯
と
寝
る
こ
と
を

は
ぶ
い
て
は
、
体
操
は
、
何
よ
り
も
好
き
で
た
ま
ら
な
い
・

だ
か
ら
現
在
も
日
大
の
体
操
部
で
日
々
練
習
し
て
お
り
ま

す
。
で
も
一
週
間
頃
か
ら
悩
み
の
種
が
一
つ
出
来
た
。

（
た
だ
し
マ
ッ
ト
運
び
、
掃
除
当
番
、
説
教
等
々
は
悩
み

の
中
に
は
入
ら
な
い
。
）
そ
の
か
ん
じ
ん
な
悩
み
と
い
う

の
は
他
で
も
な
い
部
誌
の
原
稿
を
書
く
こ
と
で
あ
る
。

あ
Ｉ
僕
も
浮
き
上
が
つ
ち
や
え
１
．

と
れ
か
ら
だ

悩
み

一
年
須
佐
美
恵
子

一

年

河

部
秀
規

＝58＝



倒
一

体
操
に
対
す
る
愛
着
が
日
に
日
に
増
し
：
、
高
校
生
に
な
っ

た
時
戸
指
導
者
が
欲
し
く
な
り
ま
し
た
・
で
も
私
に
は
、

な
か
な
か
指
導
者
に
は
恵
ま
れ
ず
、
一
人
だ
け
で
、
練
習

す
る
日
が
多
く
な
る
ば
か
り
で
し
た
。

練
習
が
終
り
友
と
話
し
な
が
ら
駅
へ
向
う
、
町
に
ネ
オ

ン
が
、
空
に
は
星
が
〃
さ
あ
〃
こ
れ
か
ら
が
僕
自
身
の
矯

正
だ
。
と
一
人
い
つ
も
思
う
の
は
学
校
の
門
を
出
て
す
ぐ

で
あ
る
・
矯
正
と
は
、
大
げ
さ
か
も
し
れ
な
い
が
？
僕
に

と
っ
て
は
、
・
・
・
。
．
．
．
．

事
は
、
入
学
当
時
に
遡
る
が
確
か
入
学
し
た
こ
ろ
は
、
朝

の
満
員
電
車
で
く
る
だ
け
で
疲
れ
て
練
習
を
や
り
帰
宅
す

る
と
八
時
す
ぎ
次
の
日
の
起
床
は
六
時
半
と
、
ゆ
う
よ
う

な
事
で
練
習
に
出
た
り
休
ん
だ
り
し
て
い
為
う
ち
に
夏
休

み
に
入
り
自
分
に
対
す
る
反
省
も
し
た
。
結
果
と
し
て
は

強
い
体
を
作
る
事
、
そ
れ
で
夏
休
み
は
矯
正
を
中
心
と
し

た
練
習
を
や
っ
た
そ
の
せ
い
か
通
学
に
も
な
れ
夏
休
み
が

終
っ
て
か
ら
の
練
習
に
は
、
ほ
と
ん
ど
出
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
で
も
学
校
を
出
て
か
ら
家
に
着
く
ま
で
約
一
一
時

間
は
あ
る
そ
の
間
の
空
腹
註
感
や
新
宿
の
階
段
を
登
る
時
色

々
あ
る
・
僕
に
と
っ
て
は
肉
体
的
、
精
神
的
矯
正
の
場
だ

矯
正 蝋

一
年
伊
藤
勇
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で
も
、
私
は
他
の
学
校
の
人
達
に
は
、
負
け
た
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
他
の
学
校
に
行
っ
て
練
習
さ
せ

て
も
ら
い
、
少
し
づ
つ
種
目
を
覚
え
な
が
ら
が
ん
ば
り
ま

し
た
○

そ
の
結
果
、
幸
運
に
も
、
私
は
、
一
年
生
か
ら
国
体
に
出

場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
の
時
の
嬉
し
さ
は
、
今
に
な
っ
て
も
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
思
出
と
共
に
、
私
は
、
日
本
大
学
に

入
っ
て
来
ま
し
た
・

私
に
は
、
そ
れ
は
、
ど
ん
な
に
恵
ま
れ
た
一
別
か
．
．
・
・
・
・
言

い
よ
う
の
な
い
ほ
ど
、
感
じ
ま
し
た
・

始
め
て
私
に
も
、
り
っ
は
な
指
導
者
に
恵
空
れ
た
の
で
す
・

そ
の
嬉
し
さ
と
、
り
っ
ば
な
上
級
生
と
共
に
練
習
で
き
る
。

と
い
う
嬉
し
さ
が
ま
じ
り
涙
が
出
て
き
そ
う
に
な
っ
た
。



去
る
昭
和
三
十
五
年
の
第
十
七
回
ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
で
の
体
操
競
技
で
は
日
本
男
子
チ
ー
ム
は
強
豪
ソ

連
チ
ー
ム
を
お
さ
え
て
優
勝
を
と
げ
種
目
別
で
も
三
個
の

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
と
云
う
花
々
し
い
活
躍
を
と
げ
女

子
チ
ー
ム
も
団
体
四
位
と
云
う
躍
進
を
と
げ
ま
し
た
。
そ

の
ロ
ー
マ
大
会
か
ら
丁
度
三
年
目
に
あ
た
る
去
る
十
月
十

日
か
ら
十
六
日
迄
の
一
週
間
東
京
で
開
か
れ
た
東
京
国
際

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
は
世
界
四
ケ
国
の
外
人
選
手
を
招
待
し

て
行
わ
れ
男
子
で
は
個
人
総
合
優
勝
を
日
大
教
員
の
遠
藤

選
手
が
と
げ
二
位
以
下
十
位
迄
の
ほ
と
ん
ど
を
日
本
選
手

が
占
め
ま
し
た
し
種
目
別
で
も
鞍
馬
を
除
く
全
種
目
を
日

本
選
手
が
獲
得
し
ま
し
て
外
国
選
手
を
大
き
く
引
き
は
な

し
交
し
た
、
〃
一
方
女
子
の
方
も
世
界
一
位
の
ソ
連
チ
ー
ム

に
は
破
れ
ま
し
た
が
、
茎
い
成
績
を
お
さ
め
日
本
の
体
操

の
強
さ
を
国
民
の
眼
前
で
実
証
銚
事
は
ま
だ
皆
の
記
憶

と
思
い
今
日
も
学
校
の
門
を
後
に
、
僕
自
身
の
矯
正
が
始

ま
る
。近

年
の
日
本
の
体
操
と
今
後
の
問
題

一
年
小
野
昌
男

に
新
し
い
事
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
一
年
後
に
控
え
る
東
京
大
会
に
は
日
本
は
ソ
連
を

打
倒
し
そ
し
て
日
章
旗
を
ど
れ
だ
け
上
げ
る
こ
と
が
出
来

る
か
営
日
本
国
民
が
注
目
を
集
中
し
て
い
る
的
だ
と
思
い

ま
す
が
ま
だ
ま
だ
日
本
の
体
操
に
も
種
目
に
つ
い
て
色
々

の
問
題
（
例
え
ば
鞍
馬
だ
け
種
目
別
で
優
勝
出
来
な
か
っ

た
が
）
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
こ
の
難
か
し
い

問
題
も
遠
藤
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
ベ
テ
ラ
ン
選
手
と
若

手
選
手
が
解
決
し
て
く
れ
る
と
国
民
全
部
が
信
じ
期
待
し

て
い
る
。

厚
い
壁
つ
き
破
ら
ん
と
練
習
し

成
果
む
な
し
き
」日
の
悲
し
さ
よ
；
．

や
り
た
く
て
か
じ
っ
た
種
目

多
か
れ
ど

や
れ
た
種
目
は少
な
か
り
け
り

摩

技

一
年
須
佐
美
ｆ
恵
子
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日
本
大
学
の
門
を
く
ぐ
り
体
操
部
と
い
う
組
織
に
籍
を

お
い
て
、
早
や
一
年
が
去
ろ
う
と
し
、
あ
と
四
ヶ
月
余
り

で
二
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
本
当
に
月
日
の
た

つ
の
は
早
い
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

周
囲
の
人
々
は
自
分
を
あ
た
た
か
い
目
で
む
か
え
て
く
れ
、

高
校
時
代
主
り
は
技
の
向
上
が
あ
る
ん
で
は
な
い
か
と
自

分
で
は
思
っ
て
い
ま
す
。

二
年
に
な
る
こ
と
は
本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
何
だ

か
自
分
は
も
う
一
年
間
、
一
年
で
い
た
い
気
持
で
す
。
そ

れ
も
六
月
五
日
（
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

肘
を
脱
臼
し
て
三
グ
月
あ
ま
り
の
ロ
ス
が
あ
り
、
一
一
年
に

な
っ
て
皆
と
い
つ
し
主
に
や
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
、
又
、

新
入
生
が
そ
ろ
そ
ろ
練
習
に
き
、
新
入
生
に
対
し
て
、
二

年
生
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
、
疑
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
す
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
月
日
は
ど
う
に
も
仕
方

し
か
し
、
す
岩

あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
何
と
か
三
ケ
月
の
ロ
ス
を
取
り
も
ど
せ
る
様
頑
張
る

年
を
ふ
り
か
え
っ
て

一
年
ｒ
：
影
山
真

蝿

つ
も
り
で
す
ｂ

高
校
時
代
に
先
生
か
ら
よ
く
聞
か
さ
れ
た
「
根
性
だ
抑
こ

と
い
う
言
葉
を
よ
く
か
み
し
め
て
・
・
・
・
・
・
・

日
本
大
学
体
育
会
体
操
部
に
入
部
し
て
、
早
や
十
ヶ
月

間
た
っ
た
。
新
人
と
し
て
の
役
目
も
残
り
す
ぐ
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
春
の
合
宿
以
来
新
人
と
し
て
頑
張
っ
て
き

た
。
苦
し
い
こ
と
も
沢
山
あ
っ
た
。
一
一
、
三
年
と
な
っ
て

も
こ
の
感
激
の
年
を
忘
れ
な
い
で
部
生
活
を
つ
賃
け
た
い
。

新
人 蝿

年
山
崎
智
彦
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望
み
多
く
て

成
潟
事
少
な
く
。

あ
せ
る
心
誰
ぞ
知
る
。

一
か
な
わ
ぬ
壁
に

立
ち
向
い

一
歩
一
歩
に
よ

身
心
共
に
疲
れ
は
て
て

初
め
て
知
る

技
へ
の
道
。

征
服
せ
し
技
の
少
な
さ
に

明
日
か
ら
の
技
識
に
喜
び

技
に
泣
く
。
許

年
月
を
経
て

歩
に
よ
ろ
こ
び
の
味
覚
え
る
。

Ｊ
一
年
戴
角
佐
久
良

《潔'瞳、

最
近
の
私
の
職
場
は
、
め
っ
ぽ
う
忙
が
し
い
。
い
ろ
ん

な
人
が
や
っ
て
く
る
。
先
生
あ
り
、
学
生
あ
り
、
会
社
員

あ
り
、
社
長
あ
り
、
ふ
と
っ
た
人
あ
り
、
や
せ
た
人
あ
り

で
種
々
雑
多
で
あ
る
。
年
明
け
は
全
国
的
な
会
合
も
あ
る

せ
い
か
岨
特
に
忙
が
し
い
ｐ
了

」
私
達
の
事
務
所
は
、
こ
ん
ど
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
跡
に

引
越
す
る
こ
と
と
を
少
っ
た
℃
：
今
迄
は
濡
木
造
建
で
あ
っ
た
が

こ
ん
ど
は
濠
鉄
筋
。
‐
ン
ク
リ
－
１
ド
の
立
派
な
も
の
の
由
で
あ

る
。
私
の
仕
事
が
皆
さ
ん
に
役
立
て
ら
れ
た
ら
大
変
有
難
い

と
思
い
ま
す
。

勤
務
先
日
本
体
育
協
会
事
務
局

電
話
（
一
一
五
一
）
九
五

昭
和
三
四
年
：
度
：
文
学
部
》
教
幸
育
学
：
科
卒

．
．
。
。
．
。
、
。
＃
．

■
■
●
宮
◆
。
■
一

Ｏ
Ｇ
の
近
況

(‘ili鼠願、

稲

橋
恭
子
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昭
和
三
十
八
年
も
師
走
に
入
り
寒
さ
も
一
段
と
厳
し
さ

を
増
し
て
き
た
。
朝
、
す
ぐ
に
手
が
行
く
の
が
イ
ン
ク
の

匂
い
も
新
ら
し
い
朝
刊
で
あ
る
。
目
は
ス
ポ
ー
ツ
欄
で
止

る
・
最
柵
近
特
に
日
大
参
加
種
目
の
上
位
入
賞
が
目
立
っ
て

増
え
て
き
た
様
な
感
じ
が
す
る
。
ク
ラ
ブ
こ
そ
異
な
っ
て

も
〃
日
大
〃
と
書
か
れ
て
あ
る
活
字
を
読
む
だ
け
で
不
思

議
と
身
近
か
に
感
じ
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
。
さ
す
が
に
強

い
の
だ
な
Ｉ
と
た
め
息
さ
え
も
出
る
こ
と
も
あ
る
Ｑ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
う
ん
ぬ
ん
と
い
わ
れ
て
い
る
今
日
、
ど
の
種

目
の
会
長
、
理
事
長
も
と
ら
ぬ
狸
の
な
ん
と
や
ら
、
金
銀

メ
ダ
ル
の
獲
得
個
数
を
め
ぐ
っ
て
紙
面
を
に
ぎ
わ
し
て
い

》
ん
○

最
近
の
新
聞
よ
り一

年
中
出
富
雄

蝿'》

Ｏ
Ｂ
部
員
諸
君
へ

今
年
の
ス
ヶ
ジ
辛
１
錘
は
、
全
般
に
早
く
な
っ
て
い
ま
・
郡
－

１
１
３

す
の
で
、
体
操
部
と
し
て
合
宿
、
強
化
練
習
を
早
め
に
実
－
６
．
－

施
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
節
は
よ
ろ
し
く

特
に
会
費
、
部
費
は
な
る
べ
く
早
目
に
ど
う
ぞ
・

新
春
の
初
練
習
は
、
一
月
七
日
正
午
か
ら
平
罫
部
長
を

は
じ
め
部
員
六
十
名
も
参
加
し
、
盛
大
に
開
始
さ
れ
た
。

終
っ
て
恒
例
の
オ
シ
ル
コ
会
が
文
理
学
部
校
庭
で
な
ご
や

か
に
行
わ
れ
た
。

△
お×

×
×
×
×
×
●
×
、
×
×
や
×
×
×

知

殉
｝

鼻
わ
せ



●
昨
日
の
楽
し
み
が

今こ
ん
な
苦
痛
に
か
わ
ろ
う
と

誰
が
．
想
像
で
き
よ
う
か
。

人
生
と
は
／

と
う
あ
つ

人
生
は
、
苦
痛
の
連
続
で
あ
り

悲
し
み
の
連
続
で
あ
ぁ
・

咲
き
満
ち
て
い
る

あ
の
白
い
ア
カ
シ
ヤ
の
花
が

明
日
は

吹
き
散
ら
さ
れ
て
し
ま
う
が
如
く

私
の
心
も

今
．

暗
い
巨
大
な
も
の
に

お
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
で
な
ら
な
い
。

人
生

っ
て
い
皇
も
の
な
の
か
し
ら
？

二
年
小
笠
原
光
子

F恥

本
部
練
絡

学
年
一
委
員

主
将

副
主
将

″″総
務

副
総
務

学
連
一
委
員

◇
新
役
員
◇

〃 〃

,I

ご
ざ
心
翻
叩
ノ橋 苅古具 砂鶴藤 平真

『｡、
込賀増田野見田部野島■

甲
。
。
■
や

泰 和和．隆召泰興 力昌孝

夫宏礼武男彦司三男人

〆

文文商商経文文経文文文
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札
幌
に
転
勤
に
な
っ
て
は
じ
め
て
の
正
月
を
迎
え
た
、

と
い
っ
て
も
私
は
こ
こ
札
幌
の
生
れ
だ
か
ら
別
段
ど
う
と

い
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
と
と
し
ば
ら
く
は
親
・
友
の
早
乙

女
君
（
経
済
学
部
卒
、
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
記
者
）
の
家

で
過
ご
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
稀
に
自
分
の
家
で
新
春

を
迎
え
る
の
も
た
の
し
い
も
の
だ
。

私
は
商
売
柄
、
年
末
、
年
始
が
忙
が
し
い
。
ど
う
し
て

こ
ん
な
に
お
客
さ
ん
か
混
む
の
か
と
思
う
位
で
あ
る
・

で
も
私
の
仕
事
は
と
て
も
た
の
し
い
。
こ
れ
は
た
だ
単
に

仕
事
熱
心
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
い
ら
し
い
。
私
の
囲
り

は
い
つ
も
や
わ
ら
か
い
ム
ー
ド
で
包
ま
れ
て
い
る
。
女
性

専
問
店
だ
か
ら
か
な
・

勤
務
先
三
愛
株
式
会
社
札
幌
支
店

電
話
札
幌
⑤
八
五
六
三

昭
和
三
六
年
度
商
学
部
卒

Ｏ
Ｂ
の
近
況

争
令
・
－
８
◆
０

工
藤
道
弘

鋤

故
昨
年
の
碁
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
係
の
正
月
用
原
稿
の

た
め
随
分
忙
が
し
か
っ
た
。
そ
の
時
に
感
じ
た
こ
と
を
一
一
、

一
一
一

記
事
の
取
材
の
関
係
で
沢
山
の
選
手
に
会
っ
た
が
、
慣

れ
て
い
る
選
手
は
、
自
分
か
ら
語
り
か
け
て
く
れ
る
が
、

そ
の
点
新
人
の
方
は
、
ま
る
で
学
校
の
先
生
か
会
社
の
重

役
に
で
も
面
接
を
さ
れ
て
お
る
か
の
ど
と
く
固
く
な
っ
て

い
る
の
も
お
っ
た
。

年
の
瀬
も
い
よ
い
よ
迫
っ
た
あ
る
日
、
母
校
日
大
に
遠

藤
選
手
の
取
材
に
で
か
け
た
。
学
校
の
冬
休
み
も
近
か
っ

た
せ
い
か
さ
し
も
の
広
い
校
庭
も
学
生
の
数
は
少
な
か
っ

た
。
糾
習
風
景
の
写
真
を
一
枚
と
思
っ
て
、
外
に
平
行
棒
を

出
し
て
も
ら
っ
て
と
ろ
う
と
し
た
ら
、
カ
メ
ラ
マ
ン
が
い

ろ
い
ろ
と
任
文
を
つ
け
る
の
で
、
そ
の
度
に
カ
メ
ラ
の
ピ

ン
ト
を
合
せ
な
／
ふ
て
は
壷
為
ら
な
い
Ｏ
遠
藤
選
手
に
本
番
以

Ｏ
Ｂ
の
近
況

蝿

早
乙
女
貞
生

6ち



外
に
度
々
お
願
い
す
る
の
も
大
変
恐
縮
と
思
っ
た
の
で
、

昔
と
っ
た
き
ね
づ
か
で
、
ヤ
ッ
ト
倒
立
を
や
っ
た
と
こ
ろ

一
緒
に
行
っ
た
先
輩
記
者
、
カ
メ
ラ
マ
ン
達
は
び
っ
く
り

「
早
乙
女
君
タ
イ
ジ
ョ
ウ
ブ
カ
」
と
き
た
。
こ
の
時
「
ど

う
た
ざ
ま
あ
み
ろ
だ
、
俺
だ
っ
て
と
の
位
は
で
き
る
ん
だ

ぞ
」
と
内
心
思
っ
た
。
先
輩
記
者
達
は
、
そ
の
後
な
ん
と

な
く
小
生
に
一
目
置
く
謀
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
反

面
な
に
か
あ
る
と
「
早
乙
女
君
や
れ
」
と
く
る
。

勤
務
先
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社

電
話
二
三
一
－
七
一
一
一

昭
和
三
六
年
経
済
学
部
卒

rー

ま
ず
最
初
に
年
二
回
発
行
の
予
定
が
諸
々
の
事
情
に
よ

り
取
り
止
め
に
な
り
、
年
一
回
と
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫

び
い
た
し
ま
す
・

部
員
諸
君
の
い
ろ
い
ろ
の
考
え
、
意
見
を
承
り
た
く
思

っ
て
原
稿
を
整
理
い
た
し
ま
し
た
が
、
私
達
の
不
慣
れ
か

ら
か
と
う
と
う
年
を
越
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
。

い
よ
い
よ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
、
第
三
号
は
い
ろ
い
ろ

、
ハ
ラ
エ
テ
イ
に
富
ん
だ
話
題
を
掲
載
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
一
生
に
一
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
だ
か
ら
よ
く

み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
良
い
原
稿
を
下
さ
い
。

昭
和
三
十
九
年
一
月
十
日

◎
編
集
後
記

戸

編
集
長

奉
雲
圃
員

砂鶴梅 小

野見崎松

泰興捷武

男人也雄
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国際スポーツ大会兼全日本体操選手権大会

第17回（昭和ろ8年10月11日～16日於東京都体育館）

女子団体総合

優勝スワロークラプ

2位日体大

ろ位教育大

4位河合楽器

5位国士館大

6位日大

男子団体総合

優勝・大塚クラブ

2位スワロークラブ

ろ位日体大

4位教育大

5位河合楽器

6位中京大

558．10

554．95

548．20

54ス05

545．’0

528．55

520．80

ろ6’552

563．420

556－601

ろ56．301

355．721

354．255

r、

8位日 大

女子個人総合

‘陸勝ラチニーナ

2位ムラトワ

5位チヤスラフスカ

4位アスタホーワ

5位虻川

6位辻

9位渋谷

12位佐藤

19位下平

男子個人総合

健勝遠

2位三

ろ位小

3位鶴

5位長

6位山

8位早

藤
栗
野
見
沢
下
田

115．05

114．25

113．45

115．45

113．15

115．05

112．80

7スろろ0

76．852

76．598

76．465

76．098

75．851

74．9ろ1

7ろ.798－

72．498

日大個人総合

平野

藤田

江川

橋ロ

小松

小栗

日大個人総合

吉川

角

宮川

須佐美

海谷

宮崎

109．10

104．10

105．ろ5

102．00

99．10

98．20

70．964

70．797

70．465

70．0，8

69．598

69．497
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NHK杯体操競技選手権大会

昭和38年6月6日～8日 於台東・東京体育館

女子個人総合

4位渋谷

8位下手

9位佐藤

男子個人総合

優勝遠

4位早

12位高

藤
田
田

114．55

115．00

11070

7ろ.765

72．429

72．551

'
関東学生体操新人戦

昭和ろ8年5月5日於教育大体育館

男子個人総合女子個人総合

僅勝江川征四郎54．55俊勝宮崎節子

5位橋口泰武5ろ.965位角佐久良

男子種目別女子種目別

鞍馬俊勝江川一R30平均台腫勝宮崎

跳馬優勝影山，､ろ5平行棒僅勝宮崎

5位橋口'253位角

平行棒2位橋口R20 跳馬ろ位須佐

鉄棒2位江9Lろ5群

岬2位楠口叉35

徒手5位小柴’50

36．00

ろ5.ろ5

’15

Q15

RO5
．F

8．80須佐美

関東学生体操選手権大 会

第5回（昭和38年6月50日於横浜文化体育館）

男子団体総合女子団体総合曇

優勝教育育大281．70優勝日体大144．295

2位日体大275．852位日大143．161

5位日大275．45ろ位国士大141．560
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男子個人総合

4位真島

一◆1･

男子種目別

”跳馬2位

5位

鞍馬ろ位

‘鉄棒ろ位

女子個人総合

2位佐藤優子孝礼 56．40 ろ6.ろ65

女子電種目別

徒手優勝

跳馬優勝

真島

藤田

真島一

平野

佐藤

佐藤

ﾂ．55

?．50

，50

155

R266

9Lろろろ

餌、

日本学生体操選手権大；ヅ全
I・・

第17回

男子団体総合

俊勝、教育

2'位伺体

ろ位日

4位早

5位中京

6位国士

今
云

(昭和ろ8年7月28日～8月1日於広島市体育館）

女子団体総合

｛蕊勝日体大ろ60．519

2位教育大ろ58．672

3位日大55ス019

4位国士大ろ5ろ.088

5位中京大ろ4ス652

6‘位束女体大345．05ろ

大
大
大
大
大
大

564．90

562．75

54Z20

545．75

544．05

5ろR50

男子個人総合

12位真島孝礼

14位山中勝契

16位平野昌宏

I。_．．

男子種目別

跳馬6位．真島

個人総合

腫勝下手真美子

3位佐藤俊子

奇
11．35

10．85

10．20

１
１
１

女子種目別

18．725．'平均台

平行棒

位
位
位
位

５
２
５
２

手
手
藤
藤

下
下
佐
佐

1Z883

18．585

18．249

18．616跳馬
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腕
立
前
方
突
き
出
し
の
技
の
分
折
と
練
習
過
程
に
つ
い
て

平
均
台
運
動
の
心
理
学
的
一
考
察

器
械
運
動
に
お
け
る
助
走
と
跳
切
と
の
関
係
に
つ
い
て

身
体
連
動
と
リ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究

＆
軍

跳
箱
運
動
に
お
け
る
恐
怖
心
と
傷
害
に
つ
い
て

吊
輪
に
お
け
る
一
一
一
六
○
度
捻
り
お
り
の
練
習
過
程
に
つ
い
て

一
般
学
生
と
運
動
選
手
と
の
平
衡
性
の
比
較

ス
ポ
ー
ツ
選
択
に
関
す
る
調
査
、

卒
業
論
文
の
テ
ー
マ『

戸

中志磯小小小 波
多
野

金

川栗 島賀部松 子

洋郁 正忠・武 洋

t‘‐

伸介郎 元昌 平通雄
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